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第一章　終わりと再会








　仕事の昼休みに、図書館司書である満みつ島しま花はな恵えはスマートフォンの画面をじっと凝視していた。

　有名な、絵本のアマチュア新人賞――その入賞者のページを見て、何度も自分の名前がないかを探す。

　画面が小さいから、ギリギリまで拡大して一つずつ名前を追うが、とうとうそこに花恵の名前は見つけられなかった。

「……だめだったかぁ」

　何度同じところを見返しても、どこにも名前がない。

　先月、最終選考の候補者に残ったと知ったときは天にも昇るような気持ちだったが、今は一転して奈落の底に突き落とされたような気分だ。

「花恵ちゃん、コンテストの結果どうだった？　なにか賞はもらえた？」

　眉間に皺を寄せて液晶を見つめていた花恵に、同僚の安あん藤どうが声をかけてくる。二児の母である安藤は朗らかな笑顔を浮かべながら、事務所の椅子に腰掛けた。

「だめでした……今回はいけるって思ってたんですけど、今年がラストチャンスで」

「えっ、年齢制限があるの？」

　身につけたエプロンの埃を払った安藤は、鞄から弁当を取りだすと花恵の方を向いて目を丸くした。

「はい。二十七歳までの年齢制限つきで――これが最後だから、色々頑張ってきたんですけど」

　花恵は絵本作家を目指しながら、区立図書館で司書として働いている。

　ありがたいことに新卒以来同じ図書館で働いているが、コンテストではずっと落選が続いていた。

「ずっとその賞に応募してるんでしょう？」

「はい……大学生の時から、ずっとこの賞に応募してたんです。いつも……よくても二次選考で落ちてたのを、今回は最終選考まで残ったんです」

　無理矢理に笑顔を作って、花恵は空気が抜けるように息を吐いた。

　毎年、決まって同じ賞に挑戦し続けた成果がやっと出たのだと、浮き足立っていたのかもしれない。

（今年はちゃんと、過去受賞作の傾向も調べたのになぁ……）

　自分の名前が載っていない液晶画面を閉じて、花恵はきゅっと唇を噛んだ。

「……花恵ちゃん、大丈夫？」

　心配そうにそう顔を覗きこんでくる安藤に、花恵はぎこちない笑みを浮かべて頷いた。

「はい、大丈夫です。落ち込んでも、どうしようもないことなので」

　なんとかそう返してみるが、言葉を口にしただけで心臓が鷲掴みにされるようだった。

　年齢制限のこともあるし、もしかしたらもう潮時なのかもしれない。

　この数年間、花恵は他のコンテストには浮気をせず、ひたすらひとつの賞を得るために努力をしてきた。

「そうだ、館長に月末の朗読会で使うイラストを頼まれてたんですよ。今週末には仕上げておきますね」

　これ以上、この話題を続けているのは辛い。

　花恵は無理矢理に話の内容をすり替えて、館長から頼まれている仕事の話を切り出した。図書館の子ども朗読会では、よく花恵の描いた絵が装飾に使われている。

「あらそう？　花恵ちゃんの絵、可愛いって評判いいのよ。……でも、無理はしないでね」

　安藤が見せてくれる気遣いが嬉しくて、花恵はぺこりと頭を下げた。

　だが、数年間挑戦し続けたコンテストに落選したという衝撃はあまりに大きかった。大丈夫だと思っていても、つい仕事に身が入らなくなってしまう。

　予約されていた本を間違えたり、コピーのサイズを違えるなど仕事の細々としたミスを連発した花恵は、落ち込んだまま帰路に就いた。

（だめだ……思いの外引きずってるな。仕事にも支障を来すのはまずいし……）

　理由を知っている安藤は気にするなと言ってくれたし、普段真面目に仕事をこなしている花恵のことを強く注意する人はいなかった。

　ただ、このまま仕事に身が入らないようでは元も子もない――自宅でぼんやりと膝を抱えた花恵は、自作の絵本が収納されている本棚を眺めた。

「なにが、いけなかったんだろう」

　ぽつりと呟いたその問いに答える者はない。

　ここ数年分の受賞作の研究は徹底的にしたし、審査員が好む傾向もリサーチをした。それなのに、今年最優秀賞を受賞したのはそれらの傾向から大きく外れた作品であった。

（今年受賞した人、二十歳か……）

　更に、今回の最優秀賞受賞者が現役の大学生だったということも花恵の心を抉る。

　長く投稿生活を続けてきたから偉いだとか、そういうことは全く考えていなかった。

　だが、花恵がずっと追いかけ続けてきたその賞を初投稿で勝ち取った大学生の受賞の言葉を見ていると、心の奥がモヤモヤとしてきてしまう。

「わたし、嫌なやつだなぁ」

　どれだけ立ち直ろうと思っていても、いかに自分の作品が相手の作品より優れているかの言い訳を探してしまいそうになる。

　それではいけない――気分を切り替えようと、花恵は大学時代からの友人に電話をすることを決めた。

（里り穂ほに話して、それで終わりにしよう。もうタイムリミットは過ぎちゃったんだから――）

　コール音が三回鳴って、それから軽快な女性の声が花恵の鼓膜を叩いた。

『花恵？　どうしたの、珍しいね』

「あ、ごめん……里穂、今大丈夫？」

　大学で同じゼミに入っていた里穂は、現在大手化粧品メーカーの美容部員をしている。

　大人しい性格の花恵と比べると彼女は昔から社交的で、悩み事や相談がある時は何度か里穂に助けてもらっていた。

『大丈夫だよ。どうしたの？　なにかあった？』

「それが――ずっと応募してたコンテスト、今回も落選しちゃって」

　そうして、花恵は滔々と事の顛末を里穂に話していった。

　受賞者を羨んで、欠点を探してしまいそうになる――そう締めくくると、電話の向こう側で里穂が深い溜息を吐いた。

『そりゃあ、今までずっと頑張ってきたんだから落ち込んで当たり前でしょ。それで、別の賞とかに応募はしてみないの？』

「今はまだ……他に描いた作品も、人に見せられるようなものじゃないし……」

　趣味でいくつかの作品を描いてはきたものの、それはいわゆるコンテスト受けするようなものでもない。

　中には自分の中で長く描きたいと思うものもあったが、賞のイメージにはそぐわないと思って投稿は躊躇っていた。

「もう、わたしもいい年だし……そろそろ潮時かなって思うの。今の職は安定してるし、好きな絵本にも携われるから」

　幼い頃から、国内外の絵本を読むのが好きだった。

　それは今でも変わらないままだし、司書として本の購入や読み聞かせ、展示企画などにも携わることができている。

　それはそれで恵まれているし、自分に作家としての才能がないというのは今回の一件で痛いほど理解した――それならばいっそのこと、絵本作家の夢は諦めてしまった方が楽になれるかもしれない。

『……花恵はそれでいいの？』

「正直、今はどうしていいのかわからないんだ」

　夢を追うために諦めたものや、切り捨てたものだっていくつかある。

　それを考えると、安直にそれを諦めると言っていいものかと悩むが、今の花恵にそこまでの判断をおこなう気力はなかった。

『なるほどね。まぁ、花恵って結構考えすぎるところがあるし――よかったら、気分転換でもしない？』

「気分転換……？　なに、どこかに行くの？」

　もしかして、旅行のお誘いだろうか。

　いっそのこと、長期の休暇を取ってどこかに遊びに行ってもいいかもしれないと考えていた花恵に、里穂はクスクスと笑いをこぼした。

『ごめんごめん、期待してくれてるところ悪いんだけど、合コンでもどう？　って言いたくて』

「えっ、ご……合コン？」

『そうそう。ほら、花恵って大学の時からずーっとフリーでしょ？　そろそろ彼氏の一人や二人見つけて、その人にとことん甘やかしてもらえばいいんだよ』

　里穂のそんな励ましに、花恵はぐっと言葉を詰まらせた。

　確かに、二十八歳になるというのに花恵には長らく恋人がいない。いいなと思った人がいても、どこかで交際を躊躇ってしまうのだ。

「それは……えっと、今はそういうのあんまり考えられなくて。それに――」

『花恵さぁ、まだ別れた恋人のこと引きずってるの？　高校時代に付き合ってた人なんでしょ？　向こうもそろそろ結婚とかしてるだろうし、吹っ切れるのに良い機会だと思うけど』

　呆れたような里穂の声に、花恵は「うー……」と情けない声を上げた。

　――確かに、忘れられない人はいる。その人が頭の片隅にちらついてしまって、長い間恋人がいないというのも、里穂の指摘の通りだ。

『それに、私もそろそろいい相手探したいしさ。ほら、これでＷｉｎ‐Ｗｉｎってやつ？』

「って、結局里穂が彼氏探したいだけじゃない……もう、わかったよ。そうしたら、今度お願いしようかな……」

　里穂は明るく社交的で、美容部員ということもあって身だしなみにはいつも気を遣っている。友人も多いし、常に輪の中心にいるような人だった。

　だが、それが男女交際となると話は別だ。

「前の彼氏さんは……バンドマンだっけ？」

『そう！　今回は売れないバンドマン、前は自称映画監督、その前は意味分かんないコンサルタントで、その前が――』

　なぜか、里穂は個性的な恋人ばかりを作ってしまう。

　普段気を張って仕事をしている反動なのか、男性遍歴は少々個性的だった。

『今年はがっつり婚活するって決めたの。ちゃんと、真面目で誠実な人を選ぶのよ！』

　もしかしなくても、里穂は花恵の気分転換と言うよりそちらの方が本来の目的かもしれない。

　とはいえ、彼女があれこれと気を遣ってくれているのはよくわかる。頭ごなしにあれをしろこれをしろと言ってくるより、どこかで飲もうと誘ってくれた方が気が楽だ。

「……ありがとう、里穂」

『なに言ってんの。お互い様でしょ？　じゃあ金曜の夜に……お店は適当に探しておくから。仕事終わったら顔出してね』

「うん。楽しみにしてるね」

　そうして通話を終えると、花恵は深く息を吐いた。

　こうやってなにかと気にかけてくれる友人がいるのは頼もしい限りだ。だが、その会話で過去の恋人のことまで思い出してしまった。

（元気にしてるのかな……もう、彼は夢を叶えたのかな）

　別れて十年も経っているし、それこそ里穂が言うように彼だってもう結婚して家庭を築いているかもしれない。

「考えても仕方がないことだし――金曜日まで頑張らなくちゃ」

　そう、自分に言い聞かせるように呟いて、花恵はテレビの電源を入れた。静かな部屋だと、余計に気が滅入ってしまいそうになる。

　ニュースキャスターの明朗な声を聞きながら、花恵はかつて付き合っていた恋人の記憶をなんとか振り払った。





＊






　金曜日――花恵は、館長に頼まれていた朗読会のイラストを図書館の事務室で仕上げていた。

　パステルを使って柔らかい色合いに仕上げながら、魚や鳥のデフォルメを描いていく。絵を描くのは元々好きだったし、無心で仕上げができる時間は仕事の中でも特に花恵が好きなひとときだった。

「おぉ、上手だねぇ満島さん。こういうのが得意な人がいて助かるよ」

「館長！　えぇっと、こっちの絵はもう描き終わったものなので、今度飾ってもらって大丈夫です。最後の絵もこれで仕上げなので、今日中に渡しちゃいますね」

　里穂から言われた集合時間は、夜の七時。

　図書館の閉館時間は夕方の五時三十分――時間を見てもまだ余裕はあるし、今描いている分くらいは終わらせられそうだ。

「いつも満島さんにお願いして悪いなとは思ってるんだけどね。ほら、この前ウチの皆の絵を描いてくれただろう？　アレを館内掲示板に貼ったら、なかなか評判が良くてね」

「あぁ、あれですか！　評判がいいならなによりです」

　図書館の特集や開館日などを知らせる館内掲示板には、司書たちや他の職員、館長のイラストが飾ってある。

　それも絵が得意な花恵が描いたものなのだが、その絵が可愛いと投書があったらしい。

　自分の描いたものを褒められるのは素直に嬉しいし、それが職場の役に立っているのならより感慨深い。

　にっこりと笑った花恵だったが、対して館長は自分の腹部をぺたぺたと触って首を傾げた。

「しかし、僕ってあんなに丸く見えるかなぁ……」

「あれはデフォルメですから……いや、でも館長は結構そのままというか」

「うーん、ダイエットした方がいいかなぁ」

　丸い体型の館長は、人相の優しさも相まってマスコットのように描いてしまった。

　ちょっとやりすぎたかと思ったが、それも「丸くて可愛い」と人気が高いようだった。

「まぁとにかく、まだ朗読会まで時間はあるから。あんまり根を詰めないでね！」

「はい、ありがとうございます。これが終わったら今日はもう帰りますね」

　人のいい笑みを浮かべた館長が、館内の見回りをすると言って事務所から出ていった。

　花恵の方も絵の仕上げに取りかかり、閉館間際になってようやく最後の一枚が完成した。

「すいません、お先に失礼します！」

「お疲れ様です」

　安藤や他の職員達に頭を下げて、花恵はバスに乗り込んで里穂から指定された店へと向かった。

　まだ時間はあるが、既に里穂は店に到着しているようだった。

「えっと、確かこの辺のお店って言ってたけど……」

　里穂が用意してくれたのは、大通りから少し中に入った、隠れ家的な店だった。

　少し薄暗い店内に足を踏み入れると、店長と思しき若い男性がニコニコしながらこちらに近づいてくる。

「ご予約のお客様ですか？」

「は、はい。斉さい藤とうで予約してるんですけど……」

　里穂の名字を告げると、彼は花恵を店の奥へと案内してくれる。

　個室になっているその場所には、里穂を含めて三人の女性が待機していた。

「お疲れ！　待ってたよ」

「里穂、今日はありがとう……あの人たちは？」

「あ、ウチの後輩ちゃんたち。数あわせで連れてきたけど、あんまり気にしないで」

　今日もばっちりメイクをした里穂が、座っていた他二人を指して笑う。

　すると、里穂の後輩だという二人が花恵に向かって頭を下げた。なんだか、ここまでされると申し訳ないような気持ちになってくる。

「聞いて驚け、今日のお相手は警視庁の刑事さんです」

「え、警察？」

　軽く会釈をした花恵が席に座ると、里穂は内緒話をするようにそう耳打ちしてくる。

　飲み物の注文を終えた花恵は、刑事という言葉にほんの少しだけ目を丸くした。

「そうそう。職場の先輩づての紹介なんだけど、なんでも警備部？　のエリートとかで……あ、来た！」

　女性陣が頼んだ飲み物が運ばれてきた頃、お店の入口が少しだけ賑やかになった。

　花恵が来た時と同じように、やってきた男性陣は店員に案内をされてくる。

　薄い暖簾をくぐってやってきたのは、体格のいい男性数人だった。

「遅れてすいません、ちょっと渋滞につかまっちゃってて……えっと、斉藤さん？」

　最年長と思われるスーツの男性が、花恵と里穂を交互に見た。

　里穂は片手を上げて名乗ると、その手をそのまま花恵の方に向ける。

「はい、私が斉藤で、こっちが満島です。今日はよろしくお願いします」

　仕事の時と同様に完璧なスマイルで簡単な紹介をする彼女に続いて、彼女の後輩達が自己紹介をはじめる。

　一通りそれが終わると、今度は黒いスーツを着た男性四人が自己紹介をはじめた。

　花恵はなんとなく顔を上げられず、ひたすらテーブルの上のカルーアミルクを眺めている。

「警視庁警備部警護課所属、内うつ海み良りよう一いち郎ろうです」

「けいびぶ？　刑事さんじゃないんですか」

「簡単に言うと、いわゆるＳＰですね。俺も含めて、ここにいる全員がそうですよ……ほら、お前らも自己紹介」

　幹事と思われる男性――内海がそう言うと、それぞれが所属と名前を告げる。警官ということもあって、皆一様にハキハキした挨拶だった。

「最後、沢さ渡わたり」

「……え？」

　沢渡――その名前に、花恵の頭の中が一瞬で真っ白になる。

　沢渡なんて、それほど珍しくはない名字だろう。だが、彼女にとってそれはあまりに思い出深く、あまりに切ない記憶を呼び起こさせる。

「はい……同じく警備部警護課所属、沢渡匡こう樹きです。つい先日、警護課に所属となりました」

「……は」

　簡潔で、飾り気のない自己紹介だった。

　低い声につられるままに顔を上げると、花恵は自分の周囲から一気に音が引いていくような感覚を覚えた。

　鼻梁が通った端整な顔立ちに、薄い唇。切れ長の目にも、いやというほどに見覚えがある。

「匡樹……？」

　ぽろっとこぼれた言葉に、目の前の席に座っていた男性が目を細めた。その仕種も、花恵が知っているとおりのものだ。

（嘘……なんで匡樹が？　警視庁、って言ってたけど――本当に、警官になったの？　それもＳＰ……）

　頭の中で情報が溢れて、訳がわからなくなる。すると、ぽかんとした顔のままで匡樹を見つめる花恵に、彼の同僚が首を傾げた。

「お、どうしたの？　もしかして満島さんって、沢渡と知り合い？」

「え？　あ、あの」

　料理の注文を一手に引き受けてくれていた彼の同僚が、二人を交互に見てにっこりと笑う。

　知り合いといえば知り合いだが、二人はもっと深い関係だった。花恵は高校時代の三年間、目の前に座っている沢渡匡樹と交際していた。もちろん恋人として、大学進学までの間を一緒に過ごしていたのだ。

「いえ、あの」

　だが、こんなところでそんな話ができるわけもない。

　花恵は曖昧な笑みを浮かべて、なんとかその質問をやり過した。

　匡樹もなにも言わずに、ただ彼女をじっとを見つめているだけだ。

「じゃあ、オレ隣にいってもいい？　満島さんって図書館の司書さんって聞いたんだけどさ――」

　同僚がにこやかに話しかけてくるが、花恵は真正面から向けられる匡樹の視線ばかりが気になっていた。

　正直談笑どころの話ではなく、背筋にはつぅっと汗が流れていく。

（なんか……すごくなにか言いたげなんだけど……！）

　ひしひしと無言の圧力を感じながらも、花恵は立ち上がった彼の同僚のために席を空けた。

「……失礼」

　だが、割り込むようにして隣に座ってきたのは、まさかの匡樹本人だった。

「はっ？」

「なんだよ。やっぱり沢渡、満島さんのこと狙ってんじゃん！　そうならそうって言えよなぁ！」

「いえ……狙うというか」

　低い声で匡樹がなにか言おうとするが、彼の同僚は片手でそれを制した。

「皆まで言うなって！　おい、頑張れよ沢渡。いつもみたいに仏頂面じゃなくて、もっと笑う！」

　揃って体格のいい男性陣がにっこり笑うと、なかなか迫力がある。花恵は思わず背筋をただしたが、それに対しても匡樹は「はぁ」と頭を掻いただけだ。

　どうしていきなり、彼は隣に座ってきたのだろう。彼が怒っているわけではないとわかっているのに、向けられるまっすぐな視線に心臓が跳ね上がる。

「ど、どうしたんですか」

「花恵、なんでお前がこんなところにいるんだ」

　それはこちらのセリフだ――そう言いたいのを堪えて、花恵はグラスを煽る。

　花恵が知っている沢渡匡樹という人間は、少なくとも合コンなどに顔を出すようなタイプではなかった。

　真面目で実直で、警察官になりたいという夢のために一生懸命努力を続けている――そういう、悪く言えばバカ正直で頑固な人間だったはずだ。

「合コンだろ、コレ。恋人探しに来たのか？」

　若干不機嫌そうな声で、匡樹が尋ねてくる。

「……こ、匡樹だって来てるくせに」

「内海さんに連れてこられただけだ。俺の場合は数合わせの賑やかし要員だけど、お前は見るからに違うだろ」

　言い逃れは許さないとばかりに、匡樹はひたすらに花恵の方を見つめてきた。

　端整な顔立ちで見つめられると、否応なしに心臓が跳ねる。

　もう十年も前に別れた恋人にときめくだなんて未練がましいと思ったが、花恵は別に嫌いで彼と別れたわけではない。

「司書、やってるのか。確か文学部に進んだんだっけな……」

　低く、耳に心地好い声が記憶を呼び起こしてくる。

　彼と付き合っていたのは、高校時代の三年間だけ。お互いの大学進学を機に二人は破局し、そこから花恵は男性と交際したことがなかった。

　それが、今になって昔の恋人と再会するだなんて露とも思っていなかった。

（むしろ、匡樹なんてもう結婚しててもよさそうなのに……）

　花恵も匡樹も、今年で二十八歳だ。

　男性とは縁遠い自分と違って、警視庁所属のエリートである彼ならば引く手数多だろう。

　そう考えると胸がジリジリと痛んだが、花恵はできるだけ顔には出さずに笑みを浮かべる。

「匡樹はＳＰだっけ。夢、叶えたんだね……おめでとう。調べたことあるんだけど、ＳＰってかなり優秀じゃないとなれないんでしょ？」

「運が良かった。大学を出て警視庁に入って――上司の推薦を受けられたんだ。試験に合格したのもつい最近で、内海さんに毎日怒鳴られてるよ」

　ぶっきらぼうだが冷たくはなく、むしろ優しさを感じるような喋り方も、付き合っていた頃と変わらない。

　匡樹はいつも花恵の言葉を受け止めてくれていたし、喧嘩だって一度もしてこなかった。恐らく傍から見ても、二人はとても仲がよく見えていただろう。

「花恵は――」

「すいません。モヒートひとつください」

　名前を呼ばれることすら今はドキドキしてしまって、花恵は彼の声にわざと被せて注文をした。

　努力して夢を叶えた匡樹と、努力が実らなくて夢を諦めた花恵。比べるとその差に愕然としてしまう。

　彼とこんなところで再会したという緊張も相まって、花恵はどんどん自分の前に置かれたグラスの中身を飲み干していってしまう。

（スーツも見慣れないし……こうやって見ると、ちゃんと鍛えてて格好いいし……）

　花恵が知っているのは学生服姿の彼だけだ。元々身長も高くて体格も良かったが、年を経てそれがより洗練されたような気がする。

「おい、花恵……お前そんなに飲んだら――」

「モヒートもう一つお願いします！」

「……俺も生追加で。それと、チェイサーください」

　元々花恵は、そこまで酒が強い方ではない。

　しかも、お互いそんなに軽快に話が続くようなタイプでもなかった。

　花恵は沈黙をごまかすために料理にも手を伸ばしたが、それでも会話が続かなくなるとどんどんグラスを空けていく。

　やがて目の前がぼやけて、ふわふわとした浮遊感に包まれるような心地を覚えながら、花恵はドンッと乱暴にグラスをおいた。

「うう……匡樹なんなの一体……なんでここにいるのぉ」

「バカ、お前飲みすぎだって。顔真っ赤になってるぞ……」

　気がつけば、彼女が交換したグラスの数は五つか六つほどになっている。

　匡樹はそんなかつての恋人を見て、呆れたような溜息を吐いてもう一つのグラスを手渡した。

「うえぇ、これお水だよぉ……」

　チェイサーとして頼んだミネラルウォーターに、花恵が不満げな声を出す。だが、匡樹は酔っ払いの言葉に耳を貸さずにずいっとグラスを花恵へ押しつけた。

「いいから黙って飲めって。ったく……」

　強い口調で飲めと言われたので、大人しく水だけが入ったグラスを傾ける。

（もう一杯、もう少しだけ……）

　そう思ってメニューに手を伸ばしたところで、渋い顔をした匡樹がそのメニューを取り上げた。

「あー、満島さんそれ以上はだめだねぇ。沢渡、満島さんのこと看てやってくれ」

　内海が花恵を見て苦笑をこぼす。

　先輩に指示を飛ばされた匡樹は、小さく頷いて花恵の腕を引いた。

「わかりました。お代はここに置いておきます。ほら、ちょっと風当たりにいくぞ。立てるか？」

　ぐっと腕を引かれて、重たい体をなんとか立ち上がらせる。

「うぅ……」

「具合が悪くなったらすぐに言えよ。寒くないか？」

「うん、大丈夫ぅ……」

　匡樹が花恵の方に上着を掛けると、彼女は甘えるように逞しい腕へと抱きついた。

　普段はこんなこと、絶対にできはしない。相手だって匡樹じゃなければ、こんな態度をとることはないだろう。

（今日くらい、いいよね……お互いお酒も入ってるし）

　アルコールを免罪符に、花恵は匡樹に笑いかける。

「ありがと、匡樹」

「……あぁ、頼むから礼は酔っ払ってないときに言ってくれ。俺も――いや」

　案の定、匡樹は怒るわけでもなく、花恵の腕を引いて店の外へと連れ出してくれる。

　なにか言いたげに口を開いた彼だったが、花恵はこてんと首を傾げるだけだ。

「もう帰るの？」

「あぁ。結構いい時間だし――お前は歩いて帰るなよ。今タクシー呼ぶから」

　クシャクシャと頭を撫でて、匡樹が電話を取りだした。

（頭クシャクシャにするところ……高校時代と変わってないなぁ）

　匡樹はことあるごとに、花恵の髪を雑に撫でる。

　高校時代の初めてのデートも、せっかくセットした髪を「可愛い」と言いながらめちゃくちゃにされた。今となってはそれもいい思い出だ。

「花恵？　どうした、具合悪いのか」

「ん……あの、さ。匡樹……」

　――大好き、だったな。

　ふと、花恵の中にそんな感情が思い起こされる。

　二人とも根っからの文系で、苦手な科目が揃って数学だった。

　試験前はお互いに頭を抱えたりもしたし、剣道部に入っていた彼の胴着姿を見るのが好きで、花恵はマネージャーでもないのに試合を見にいったりもした。

　そんな思い出が蘇ってくるにつけ、やっぱりまだ彼のことが好きなのかもしれないという気持ちが頭をもたげてくる。

「花恵？」

　気遣わしげに身を屈めた匡樹の姿に、学生時代の彼が重なって見えた。

　スポーツマンで剣道部の主将も務めていた匡樹は、その顔立ちや落ち着いた雰囲気で当時から人気だった。

　逆に物静かでごく平凡な学生生活を送っていた花恵は、休みの日や登下校時でないと彼と一緒にはいられなかった。

（剣道部の練習が遅くなったら、絶対に家まで送ってくれたっけ……）

　陽が落ちる時間帯になると匡樹は必ず花恵を一人にはしなかった。今と同じように、家まで送ると言って――確か、はじめてのキスも学校の帰り道だったはずだ。

「ね、匡樹」

　彼は、そのことを覚えているだろうか。

　夜風に髪を揺らした花恵は、こてんと首を傾げて匡樹に尋ねてみた。

「どうした……？」

「はじめてキスしたときのこと、覚えてる？」

　その言葉に、匡樹が目を剥いた。

　せわしなく視線を動かして何度か口を開閉させた匡樹は、しばらくしてから深く息を吐いた。

「――お、お前の家の近くにある、公園。部活が終わった帰り道で……そんな、忘れるわけないだろ」

　俺も初めてだったのに。

　そう呟いた匡樹の頬が真っ赤になっていて、それが余計に過去の記憶を思い起こさせる。

（高校生くらいの時が、一番楽しかったな。今と違って、色々なことに悩むこともなくて……）

　同じように彼とキスをしたら、あの時に戻れるだろうか。

　そんな思いに駆られた花恵は、匡樹の肩にそっと手を置いた。

（そう――お酒の勢いだもん。これくらい、許されるよね）

　自分にそう言い訳をして、花恵はぐっと背伸びをした。

　自分より三十センチ近く背が高い彼に合わせようとすると、屈んでもらってもまだ身長差が埋まらない。それでも一所懸命に背伸びをして、彼との距離を縮めた。

「んっ……」

「ま――ッ、花恵!?」

　ぎゅっと目を瞑って、匡樹の唇に自分のそれを押し当てる。

　ふにっと柔らかい感覚がした次の瞬間には、慌てたような彼の声が耳に飛び込んできた。

「なん……は、お前な」

「キス、されるのは――嫌だった？」

　花恵と匡樹は、もう恋人でもなんでもない。

　まだ未成年で、学生だった二人はお互いの夢のために別れを選んだのだ。

　彼は警察官に……それも、エリート中のエリートと呼ばれるＳＰ職に就くために。

　花恵は幼い頃から憧れていた、絵本作家になるために。

（嫌いで別れたわけじゃない……むしろ、ずっと……）

　互いが互いを大切に思うからこそ、二人は夢のために別れを選んだのだ。

「嫌なわけないだろ。俺だって――くそ、せっかく我慢してたってのに……」

　低くそう呟くと、匡樹はぐっと彼女の手を引いた。

　痛みを感じる手前の力で腕を引かれて、花恵は客待ちをしていたタクシーの中に押し込まれる。少し遅れて、匡樹も車内に乗り込んできた。

　少し遠くの方で里穂や内海たちの声が聞こえる。

　だが、酔っ払った花恵の耳には、雑踏も彼女たちの声も一緒くたになってしまっていた。

「こーき？　どこいくの」

「どこって……俺の家」

　短くそう告げると、匡樹は運転手に自分の住所を伝えた。

　車だと彼の家まではそう時間がかからずに到着する。素面なら歩きでも十分問題ないような距離だったが、さすがに泥酔した花恵を歩かせるわけにはいかないと判断したのだろう。

「歩きでも大丈夫だったのに」

「あのなぁ、酔っ払い歩かせて事故にでも遭ったらどうするんだよ」

「その時はほら、匡樹が助けてくれるでしょ？　お巡りさんなんだし」

「警官は万能のスーパーマンじゃない」

　匡樹が呆れたような溜息を吐いたのとほとんど同時に、タクシーは目的の場所で停車した。

　車の中が温かかったのか、あるいは体が熱いのか――外に出たときに感じた風が心地好く、花恵はふっと目を細めた。

「……花恵」

　料金を受け取ったタクシーがいってしまうと、匡樹はそっと彼女の手を握る。

「嫌じゃないか？」

　そう尋ねてくる彼の目許は、アルコールのせいもあってかほんのりと朱に染まっていた。

「嫌だったら、キスなんてしないよ」

「――そう、か」

　もう一度強く手を握りこまれて、今度は優しく腕を引かれた。六階建て独居用マンションの四階にある彼の部屋まで、二人の会話はどことなく続かない。

　ようやく匡樹の口から言葉が発せられたのは、彼が自分の鞄のポケットから鍵を取りだしたときだった。

「花恵……お前は、その――俺のこと、恨んでないのか？」

「恨む？」

　カチャン、と音を立てて、鍵が開く。

　金属製のドアが開いた瞬間に、逃がさないとばかりに握りしめられていた手が解かれた。

「恨んだことなんて、一度もないよ。だって……匡樹が好きだったから、わたしのできる形であなたの夢を全力で応援したいと思ってたんだもの」

　やや広めのワンルームは、テレビとベッド、簡易的なクローゼットが置かれた殺風景な部屋だった。無駄なものを置かないのは匡樹らしい。

　花恵は彼の性格が滲み出た室内を見回してから、深く息を吐く。

　外の香りがする上着を脱いで、彼の鍛えられた胸に手を当てた。

　匡樹が、短く息を吸う。

「お前のことが、ずっと好きだった。別れてからも……でも、あれからもう十年も経ってる。花恵だって大切に想う人ができたかもしれない、結婚してるかもしれないって何度も自分に言い聞かせてきたんだ」

　それは、数日前の自分が匡樹に対して考えていたことと同じだった。

　十年も前の恋を蒸し返してしまうのは自分だけだと考えていたが、匡樹も同様のことを考えていてくれたらしい。

「けど――お前のこんな姿を見せられたら、家になんて帰してやれなくなる」

「そんなこと……わ、わたしだって」

　少しだけ声が震えているのは、自分でもわかっていた。

　これは、アルコールが見せる都合の良い夢なのだろうか。匡樹が同じように想っていてくれているというのは、花恵の願望なのかもしれない。

（もし、これが夢だったら……）

　しかしこの十年、花恵は一度だって匡樹より素敵だと思える人には出会えなかった。

　大人になって出会いがまったくなかったわけではないが、その度に実直で不器用な彼と比べてしまう。

「わたしも――ずっと、今でも匡樹が好き」

　そうして、もう一度彼の唇を奪う。

　頑張って背伸びをしてようやく届く位置にある唇を食むと、花恵の体はふわりと浮き上がった。

「ん、んっ!?」

　急な浮遊感を感じて、花恵は彼に唇を押しつけたままで目を見開く。

　慌てて顔を離すと、次に訪れたのはふわりとした布団の感触だった。

「は……やっぱり、今日のお前はちょっと――大胆すぎるだろう」

　吐息混じりの掠れた声が、花恵の鼓膜を揺らす。その吐息が妙に熱っぽく感じて、唇から声が漏れてしまいそうになった。

「なんっ……ッふ、ぁ」

　反論の間もなく、匡樹は花恵の体をベッドに押し倒した。

　そして薄く口を開いたかと思うと、先ほどのキスとは角度を変えて何度も唇を押しつけてくる。

「んぅ、う……ッう、くぅ……」

　熱い舌がねじこまれて、ねっとりと歯列を這う。

　花恵の口の中は小さく、縦横無尽に動き回る彼の舌先ですぐにいっぱいになってしまった。

「ぅ――ンっ、ちゅ、ぅ……ふ、ぁ」

　上顎をなぞられ、溢れ出してきた唾液をかき混ぜられる。

　ちゅぷっと水っぽい音を立てながら、匡樹の舌はなおも花恵の咥内を蹂躙する。

（こんな、の――どうしたら）

　こんなに獰猛なキスは、今までだって一度も味わったことがない。

　学生時代に彼と交したのは、ままごとのように優しい、触れるだけのくちづけだった。

「ッくふ、ぅ……ン、んぅ」

　熱い舌は歯列をなぞり、奥で縮こまろうとする花恵の舌先を強引に絡めてくる。

　誘い出されるままに舌を絡めると。花恵は背筋からなにかが駆け上がってくる感覚を覚えて体を震わせた。

「ぁふ、うぅっ……ん、はぁっ……は、っ……」

　なにをどうすれば正解なのかがわからず、花恵はそっと匡樹の背中に手を回した。すると、彼もまた強く花恵の体を掻き抱き、角度を変えながら何度も凶暴なくちづけを与えてくる。

「んんっ……ちゅ、ぅ――ぅ、く、ふぅ……ッは、はぁっ……！」

　ちゅっと音をさせて唇が離されると、唾液の糸がつぅっと二人の唇を繋ぐ。

　銀色の糸はやがて途切れてしまうが、その光景がどことなく淫靡で、花恵はつい目を背けてしまった。

「は、匡樹――」

「……今更無理だなんて、言わないでくれよ」

　かさついた指先が、ブラウスの裾から中へと入り込んでくる。

　大きな手のひらで腹部を撫でられると、花恵も足の間がジンと熱くなるのがわかった。

「ぁ、んっ……」

「このまま脱がせるぞ」

　匡樹はそう言うと、右手でするすると花恵の腹部を撫でる。そして服をたくし上げると、器用にもう片方の手でブラウスのボタンを外しにかかった。

（手慣れてる、よね？　わたし以外に、色んな人とこんなことしたのかな……）

　ひとつ、ふたつと手際よく外されていくそれを眺めていると、なんとなく彼の女性遍歴がわかるような気がして胸が痛んだ。

　花恵と別れた後の彼の女性遍歴など、知らなくてもいいことだ。そうわかっているのに、どこか悲しい気持ちになってしまう。

「……花恵？　どうした、吐きそうなのか？」

「吐かない、けど……慣れてるなぁって」

「傷病者救助の訓練に、酔っ払ってトイレと仲良しの先輩の介抱……何度もやってればそのうち慣れる」

　ぶっきらぼうにそう呟いた匡樹は、ブラウスの最後のボタンをぷつんと外してから花恵の額にそっと手を当てた。

「俺だって、お前と同じだよ」

「え、なに――ぅ、ぁあっ……！」

　花恵には匡樹の声が、時々ぼやけて聞こえる。

　なにを言いたかったのかと尋ねる前に、彼は自分の唇を花恵の鎖骨に押し当てた。

「ッあ」

　かさついたそれが、しっとりとした肌に触れる。

　それだけで声が出てしまうのに、あろう事か匡樹はその場所に軽く吸いついてきた。

「んゃ、ぁっ……」

　ちくっとした軽い痛みが、火照った体を甘く刺激する。

　彼は何度も唇を肌に押し当てながら、まるでなにかを確かめるように痕を残していった。

「ひ、ぁあっ……ン、ぅ」

「は――声、我慢しなくていいぞ。むしろできるだけ、花恵の声を聞かせてほしい」

「なんっ――ァ、あ……！」

　ちゅうっ……ときつく吸われた場所に、唾液をまぶした舌が這う。

　丹念にその場所を愛撫する舌先によって、痛みと似通ったような疼きが湧き上がってきた。

「待って、ぁ……こ、きぃ……」

「これ以上待てるか。俺はもうとっくに、我慢の限界……」

　熱い息を吐き出した匡樹が、ブラジャーに包まれた双丘に手を伸ばしてくる。

　花恵は昔から、胸が大きいのがコンプレックスだった。

　服を着てしまえばうまく隠すことができるが、下着もＥカップを越えたら可愛いものも見つけにくい。

（今日の下着、可愛くない……！）

　そう絶叫したい気持ちを、花恵はすんでの所で押しとどめた。

　合コンだとは聞いていたが、こうなることは予想していなかった。

　背中とベッドの間に潜り込んだ彼の手が、飾り気の薄いブラジャーのホックを探す。

「ん、んっ……！」

　ホックが外された途端、ふるんっと乳房がまろびでる。

　意地悪な彼の指先は戒めとしての機能を果たさなくなったそれを簡単に取り外し、ベッドの下に投げ捨ててしまった。

「お前――胸、でかくなってないか？」

　やや目を丸く見開いた匡樹が、そんなことを言う。

　その言葉に対して一気に顔を赤くした花恵は、抵抗するように首を横に振った。

「な、って、ないっ……！」

　重力に従って左右にこぼれる乳房を隠そうとして、両腕で胸を覆う。

　見下ろされているだけで、体の中で燻っている熱が更に温度を増しそうだった。

「隠すな。見せて、それから触らせてくれ」

「やぁっ……ァ、あぁっ」

　だが、匡樹はそれを許さない。

　強引に腕を開かれたかと思うと、彼は先ほどと同じように、ツンと勃ち上がったその先端に舌先を押しつけた。

「ンぁあっ、ッひ、ぅうっ……」

　コリコリと右胸の先端を舌で転がされ、時折戯れに吸いつかれる。

　これまでとは違った刺激に体をよじっても、彼の逞しい腕は花恵の腰をしっかりと掴んで離してはくれなかった。

「ん、ふぁ……ッ、あ、あぁっ……」

　ちゅぷちゅぷと、張り詰めた先端に唾液を絡ませる音だけが響いている。

　頭の中で何度も反響するようなその音に浮かされて、薄桃の蕾はすっかりと色づいて快楽を伝えてくる。

「花恵――顔も、隠すな。俺の方を見てろ……」

　低い声が、鼓膜を甘く揺さぶってくる。

　何度も聞き慣れているはずの彼の声で、花恵の女の部分は切なく疼きだした。

「やっ、ぁ、あ――ンっ」

「いやじゃないだろ……こんなにわかりやすくねだっておいて、嘘をつくのはよくない」

「うそじゃ……ッは、ぁああっ！」

　唾液でたっぷりと濡れ光る蕾を舌先で弄いながら、匡樹は空いたもう片方の膨らみにも手を伸ばした。

　広く、男らしい彼の手のひらで押しつぶされた柔肉は、薄暗がりの中でぼんやりと白く煙るようだった。

「は……柔らか……」

　感慨深げにそう呟いた匡樹は、戯れるような強さでむにむにと柔肉を揉みしだく。

　力は強くないが、それでも花恵の双丘は匡樹の手によって簡単に形を変えられてしまう。

　そこまで揉まれると痛いのではないかと思ったが、感じるのはただジリジリとしたもどかしさだけだ。

「ぁ、あっ……や、そんな――」

「やっぱりでかくなってるだろ。それに、柔らかくて気持ちいい……」

　丸みを帯び、お椀型に膨らんでいたそれは、匡樹の大きな手のひらをもっても少し余るほどだった。

　更に、匡樹の触れ方もやや荒々しいものへと変化していく。

　彼の手のひらで自在に形を変えられる乳肉は、次第に快感を内部に燻らせていった。

「ンっ、ぁあ……はぅ、うっ……」

「やわらか……昔から、お前は胸が弱かったもんな？」

「そんなこと、言っちゃ――ン、ぁあっ」

　意地悪く目を細めた匡樹が、ピンッとその頂を弾いた。

「ア、くぅぅっ！」

　思っていたよりも強い刺激と振動に、押し出されるような声が止まらない。

　その様子が面白いのか、彼は何度も先端を嬲り、甲高い声が上がる瞬間に乳房へと吸いついてくる。

「は、ぅ――ン、ぁあっ……」

　断続的に繰り返される刺激に、全身の毛穴から汗が噴き出すようだった。

　いつの間にかショーツはぐっしょりと濡れ、彼に弄ばれる両胸の感覚はどんどん鋭敏になっていく。

「な……もう、こっちもいいよな？」

「へ、ぁ……？」

　髪の毛が汗でしっとりと体にまとわりついている。

　張りつくそれを丁寧に払ってくれた匡樹は、そう言うとぐっと花恵の両足を開いてきた。

「そこ、は……」

「もう、下着もいらないだろ？」

　艶っぽく舌舐めずりをした匡樹が、手の甲ですりすりと太腿を撫でてきた。

　指先ではない、彼の節くれだって男らしい部分がよく感じられるところで柔らかい場所を撫でられ、ほっそりとした体は歓喜に震える。

「それ、は……」

　かすかな怯えと、それを凌駕するほどの期待が胸の裡を満たしていく。

　――もっと、彼に触れてほしい。

　鼻にかかった甘ったるい声を漏らすと、彼は心得たように花恵の足からショーツを抜き取った。

「ふ、ぅ……ッ」

「もうトロトロになってるな。ここも――」

「ひ、ィぁあっ！」

　彼の愛撫で蕩かされた彼女の体は、とっくに蕩けてしまっていた。

　まるで待ち構えていたかのように愛蜜をこぼす入口へ、彼の指先が挿し込まれる。

「いやっ……そこ、はぁっ……」

　触れられるだけで、思わず腰が浮いてしまう。

　蜜口を指先で何度かなぞり、ほんの浅い場所を刺激し続ける匡樹は、わずかに目を細めると薄い唇をちろりと舐めた。

「ん――熱いな」

　薄く笑うような声音に、花恵の背筋が震えた。

（それって、わたしのこと……？）

　それとも彼の体が、同じように熱っぽい情欲を持てあましているということなのだろうか。

　触れるか触れないかの位置で蜜口をなぞる意地悪な指先は、彼のそんな声と共にふっと離れていってしまう。

「ぁ……」

「そんなに、物欲しそうな顔するなって――我慢がきかなくなるだろ」

「も、物欲しそうなんかじゃ……」

　低く、艶っぽい声でそう言った匡樹は、浅く息を吐くと自分が着ていたシャツの襟元を緩めた。

　手際よくそれを脱ぎ捨てた彼は、力無くシーツの上に投げだされていた元恋人の手を取る。

「あ、つ……」

「わかるか？　俺も、今お前と同じくらい興奮してる」

　匡樹の手に導かれ、花恵の指先は彼の鍛えられた胸元を這う。

　逞しく骨太な肩のラインにくわえ、上腕はしっかりとした筋肉に覆われていた。鍛えすぎということもなく、張りのある美しい裸体は彫像のようでもあった。

（心臓の音、速くて強い……わたしで、ドキドキしてくれてるんだ……）

　そう思うと、泣きたくなるほどに胸が締めつけられる。

　久しぶりに会った匡樹は思った以上に魅力的で、自分なんか見向きもされないだろう――そんな不安を感じていた。

　けれどそれは杞憂だったということを、匡樹自身が教えてくれる。

　指先で確かめるように触れる彼の胸はしっとりと汗ばんでいて、重なった体温で溶けてしまいそうになった。

「匡樹も……興奮してる」

「そうだ。むしろ俺なんか、お前より……」

　ごくっと唾液を飲み下した匡樹は、獰猛な視線で花恵の体を見下ろした。

　その無遠慮ともいえるまなざしで一糸まとわぬ体を見つめられると、彼女の下腹部はきゅっと収縮した。

「花恵――感じてる、のか」

　はしたなく淫蜜をこぼすその場所を凝視しながら、匡樹が彼女の足を持ち上げた。

　そうされることで、恥ずかしい場所が彼の眼前で丸見えになってしまう。

「や、ぁっ！　見ないで……匡樹、お願いだからぁ……っ」

　秘部を曝け出すような格好をとらされて、花恵は慌てて首を振った。

　だが、匡樹はそんな彼女の様子を眺めながら、すっかり荒くなった息を吐き出す。

「いやだ」

　短い拒絶と一緒に、彼はぐっと体を折り曲げた。

　そうして次の瞬間、下腹に感じるのは熱い吐息の感覚と――ぬるりと蜜口に侵入した、彼の舌の感触だった。

「ン、ぁあっ！」

　ちゅぶ……と果実を潰すような音を立てて長い匡樹の舌が淫裂をなぞってきた。

　奥からこんこんと湧き出す蜜を舐めとり、唾液と絡めて入口のあたりをたっぷりと刺激される。

（や、は、恥ずかしい……こんなところ、舐められるなんて……！）

　舌先でそんなところを舐められた経験などない花恵は、恥ずかしさと驚きで頭が真っ白になってしまいそうだった。

「あ、ぅんんっ……！　ひァ、あっ、それ、やぁあっ！」

　匡樹の動きは巧みで、浅い位置を刺激しているだけにもかかわらず腰が跳ねてしまう。

　おかしくなりそうなほどに高められた体は、舌での愛撫だけでひどく歓喜していた。

「まって、だめっ……きたな、い、からっ……」

　ふるふると何度も頭を振って懇願しても、彼はその行為を止めてはくれなかった。

　それどころか、唾液で濡れた唇をつり上げ、さもなんでもないことのように笑っている。

「汚いなんて、思ったことがない」

「ゃっ――ァ、ああっ！」

　蛇のようにうねる先端に肉襞を刺激されると、足がピンと引きつってしまう。力を抜こうと思っても、与えられる快楽が大きすぎて体がいうことをきいてくれない。

「んくぅっ……ンあぁっ、あ、やだぁっ……！　そこ、ばっかりっ……」

　ぴちゃぴちゃとわざとらしく音を立てながら、彼は一心に口唇での愛撫を繰り返してくる。

　完全に腰が引けてしまった花恵は、言葉にならないような声を上げながらその刺激に耐えることしかできない。

「ッひ、あ――ッあ、やっ……」

　もどかしく、決定打にはならない快楽は体の中で積み重なっていくばかりだ。

　逃げ場のない愛撫を受け止める花恵の体は、もう限界だった。

「あぁっ、や……なん、ぁ、ァんっ、あ、あぁっ」

　ヒクヒクッと腰が動いて、薄暗い部屋のはずなのに視界が明滅する。

　そんな彼女の様子に気がついたのか、匡樹はゆっくりと蜜口から唇を離した。

　淫らな責めが終わり、やっと息が吐ける――そう安堵した花恵が力を抜いた瞬間、彼の指先が唾液と愛蜜で濡れたそこを撫でた。

「あぁ――一回イッた方がいいな。その方が、花恵も楽になれる」

　奥まった場所でひっそりとしていた、小さな蕾。

　蕩けてしまいそうなほどにいたぶられて、すっかり鮮やかに色づいたその淫蕾を、彼の指先がぐりっと押し込める。

　匡樹がその場所を押し込んだ瞬間に、花恵の体は大きく震え上がった。

　下腹部がジンと痺れる感覚を覚えた花恵はシーツをきつく掴んで、くっと息を詰めた。

　だめ押しといわんばかりに、匡樹がもう一度秘芽を弾く――ひくひくっと花恵の腰が跳ねたかと思うと、下腹部から駆け上がる電流のような刺激に体が震え上がる。

「ンぅぁっ、あ、あ……いッ……」

　切なく疼く膣内が、きゅぅぅっと収縮した。それと同時に燻っていた快感が弾け、花恵の目の前が真っ白になる。

「イ、っあ……!?　あっ、ああぁ――ンッ、くぁ、あっ！」

　ビクビクッと体が跳ねたかと思えば、次の瞬間に押し寄せるのは世界がひっくり返ったかのような歓喜だった。

　背中から頭の中までを一気に駆け巡るような、鮮烈な感覚がすべてを押し流していく。

「んぁ、あ――は、ぁっ……」

　一瞬のうちに体を飲み込んだ愉悦は、大きな波が引いた後でも花恵を追い詰める。

　なにが起きたのかわからないままベッドの上で体を弛緩させた花恵は、ぼんやりと天井を仰ぐしかできなかった。

「な、ぁ……っ、は、はぁっ……」

　体が熱くて、重い。

　先ほどまで冷たかったシーツは、二人分の体温ですっかり温くなってしまった。

　最早シーツを掴む力もない彼女に、匡樹はにやりとサディスティックな笑みを向けてくる。

　三年間交際していたが、花恵は彼のそんな顔は一度だって見たこともなかった。新たな一面を知れたというよりは、雄の本性を垣間見たような気がする。

「上手にイけたな。苦しかったか？」

「苦しくは……ないけど、あの――あんな風になったの、初めてで」

　自分でそこを触ったとしても、あんな風に乱れることはまずあり得ない。

（これも――全部、お酒を飲んだから？　いや、でも……）

　絶頂の余韻とアルコールのせいでぼんやりしている頭を押さえると、目の奥がじんわりと痛んだ。

「変……かな」

「変じゃない。少なくとも、俺は嬉しかった」

　一体なにが嬉しいのか、その答えはついに与えられることはなかった。

　カチャカチャと金属音が聞こえてきたかと思うと、匡樹はサイドテーブルに置いてあった小さい箱からなにかを取りだす。

　薄暗いこともあって花恵の目にはよく見えないが、絆創膏ということはないだろう。

「なにそれ――」

「ゴム」

　恥ずかしげもなくそう答えた匡樹は、まだ封を切っていないそれを花恵の目の前でヒラヒラと振って見せた。

「見えるか？」

「……見え、ます」

　正面切ってそう言われてしまうと、敬語にならざるを得ない。

　その言葉に、また顔が熱くなる。花恵が必死で羞恥に耐えていると、彼は汗で少し濡れた髪を掻きあげた。

　見せびらかすようにゴムの封を切った匡樹は、下着の中から滾った雄茎を取りだす。

（そ、そうだ……コレが挿入るんだ……）

　長大な肉楔は匡樹の腹筋につきそうなほど反り立っており、ゴムをつけてもその逞しさに遜色はない。

　とはいえ、花恵はもう随分とフリーの身だった。どれだけ頑張ってみても、彼の雄茎がすんなりと自分の中に入るとは思えない。

「こ、匡樹の……入らないかも」

「は？」

「だって……お、おおきいんだもの。そんなの……」

　不安げな声を漏らす花恵に、匡樹がきょとんと目を丸くする。

　すると、彼は手のひらを花恵の頭に置いて、グシャグシャとそこを撫でてくれた。

「うぁ、っ」

「まぁ、そう言ってもらえるのは嬉しいけど――今更お預け食らうのは無理だな」

　でも、だからといってそんなに大きなものが入るだろうか……。

　不安が拭えない様子の花恵の額にキスをして、匡樹は穏やかな声音で語りかけてきた。

「できるだけ、優しくする」

　小さく笑う匡樹は、ゆっくりと花恵の淫裂に指を這わせてくる。

　先ほど舌先での愛撫を受けたそこは、トロトロと蜜をこぼして彼を受け入れた。

「指だけなら、大丈夫そうだな」

「ンんっ、ぅ……ァ」

　ちゅぷちゅぷと音を立てながら愛蜜を攪拌し、匡樹が蜜口を解してくる。

　一度達して敏感になった体は次第に彼を欲して淫らに揺れ動く。指先が入口から少し奥を撫でつけ、肉襞を引っ掻く度に、花恵の口からは甘い声が漏れた。

「うく、ぅ――ンぁ……！」

「もう――いいな？」

　なにが、とは聞かなかった。

　先ほどから、痛いほどに切なく疼く場所が、彼を今か今かと待ち望んでいる。

　たっぷりといじめられ、いやらしい蜜をこぼすその場所に、熱い切っ先があてがわれた。

「ぁ、あ――」

　ぐ、と腰を押し進められると、自分の体が押し開かれているのがよく分かった。

「くそ、狭いな……」

　低く呻いた匡樹は、ゆっくりと亀頭で入口をこじ開けていく。

　最初はその場所も狭く、尖端を飲み込むだけでも精一杯であったが、匡樹が丹念にその場所を慣らすことでようやく蜜路が解れてきたらしい。

「あッ、んんっ――ふ、ぁあっ……はいって、きてる……！」

　ぬかるんで温かい場所に、逞しい剛直が飲み込まれていく。より深い場所へ埋まっていく彼の熱塊は、目を閉じてしまえばとても克明に想像することができる。

「ッ……ァ、あぁっ……」

　奥まって、狭い場所をこじ開けようとする彼の動きに合わせて、花恵の体も淫らにうねった。

　少しだけ膣奥に痛みを感じたが、匡樹は緩慢な動作で腰を進めながらも蜜口をそろりとなぞってきた。

「ふ、ぁあっ」

　痛みを紛らわせるような浅い快感で、ほんの少しだけ緊張が緩む。

　そこを見計らっていたのか、中ほどまで自身を埋めた匡樹が低い唸り声を上げた。

「一気に、いくぞ」

「ぇあ、ま――ッふ、くぅンっ……！　あっ、あぁ……」

　深い場所を抉られる度に、彼への愛しさがこみあげてくる。強く抱きしめてほしいと願うごとに、花恵の媚肉が誘うような動きで水音を立てた。

「あ、あ……」

「は、ぁっ……花恵、締めすぎ……もっと力抜かないと、両方苦しい……」

　お腹を押し上げる圧迫感に、暴力的な喜悦が重なってくる。

　淫窟を押し開いて進む剛直はやがてある一点――最も奥まった場所でこつんと動きを止めた。

「はぁ、ぅ……」

「全部――入ったな」

　少しだけ口角を上げた匡樹は、奥まった場所をぐりぐりと刺激してくる。

　生み出された甘い痺れに体を震わせると、みっちりと胎内を満たす肉杭がずるりと引き抜かれた。

「ぁう、う……」

　張り出した傘の部分が蕩けきった蜜壺を引っ掻く度に、体が小刻みに震えてしまう。

　抜け落ちそうなほどギリギリまで引き抜かれたかと思うと、今度は浅い場所でくちくちと律動を繰り返される。

「んく、こ、匡樹……っ」

「花恵――っん、もっと……」

　入口付近を何度か穿った匡樹がちゅっと花恵の唇に吸いついてくる。

　唇が落ちるたび、胎内がきゅっと収斂して彼を包みこんだ。達したばかりで敏感な体が、更なる熱を求めてうねりを増す。

「あ、はぁっ……ッひ、ぃ」

　自分では触れられない場所を暴かれていく快楽に、花恵は喉が引きつったような声を漏らした。

「奥、どんどん吸いついてくるな。もっと、たくさん――」

「やぁ、あ、それっ……だめ……ァ、ふァっ」

　感じたことがない膨大な量の快楽に、花恵の体がわななく。

　キスと一緒にもう一度最奥をノックされると、また目蓋の裏に星が散ったような錯覚を覚えた。

「ッく――ンん、ぁ……」

　深い場所を何度か穿たれて、視界が明滅する。

　最奥を突き上げられる度、柔らかな花恵の胸がぷるんっと揺れた。

「あ、あ……だめぇっ、ァ、もっ……」

　ぐぷりと音を立てながら穿たれる楔に、花恵は喉を反らして絶頂を極めた。

「ぁク、ぅんんっ！　やぁ、も、っあ――」

「あー……またイったんだな？　はは……可愛い」

　一瞬の緊張ののち、がくんと脱力して四肢を投げ出す彼女に、匡樹がそう笑いかける。

　悦い場所を何度も擦られ、軽い絶頂まで上りつめた花恵の口からは、もう意味を持たない声だけがこぼれ落ちていくだけだ。

　呆然とした感覚の中で、匡樹が満足げに口角をつり上げている。

「ッは、ぁあ――く、ぅっ……」

「中……うねって、気持ちい……けど、まだ狭いな」

　どこか嬉しそうにそう笑う匡樹が、激しく腰を打ちつけてくる。

　これで、彼は気持ちよくなっているのか――それが心配でちろりと唇を舐めると、今度は花恵の舌ごとぱっくりと頬張られてしまう。

「んぅう……ん、ちゅ……ふぅ、う……」

　肌と肌がぶつかる卑猥な音が部屋の中いっぱいに響いて、それが更に体と体の境界をぼかしていくようだった。

　生ぬるい唾液を絡め合って、花恵は匡樹の体にぎゅっと抱きついた。

「ん、くぅぅ……」

　ごちゅっ、と鈍い音を立てて、彼の切っ先が奥の院へと到達する。

　キスをするように繰り返されるノックに、何度も忘我の極地へと達した体は簡単に屈服してしまう。

（だめ、こんなに気持ちよくされたら、わたし――）

　気持ちよすぎて、もうなにも考えられない。

　強すぎる快楽を知らなかった花恵の体は、激しく揺さぶられる度に甘い悲鳴を上げた。体の内側も外側も、匡樹でいっぱいにされてしまいそうだ。

「ッふ、ぁ、あ――」

　鍛え上げられた筋肉に彩られた背中を、強く抱き締める。

　きゅっと指先に力を込めて、花恵は譫言のように彼の名前を呼んだ。

「こ、きぃ――すき、好きぃ……！　ずっと、ずっと好きだったの……」

「――あぁ」

「お願い、ぁ……、あっ、もっと……ぎゅ、って」

　辛いことも、悲しいことも、今この瞬間にすべて手放してしまいたい。

　確かな彼の熱を感じながら、胸の中に湧き出す感情をそのまま言葉にする。

「……花恵」

　熱っぽく名前を呼ばれて、匡樹がより律動を強くした。

　思い切り突き上げられて揺れる乳房にしゃぶりついた彼は、前歯で頂を軽く食んだ。

「ッ――！　ぁあ、ぁっ……ッひ、ぁ、ああっ！」

　やや痛みを感じるほどに乳蕾を噛まれたことで、膣壺がきつく彼を締め上げる。

「ぁくぅっ！　ッんぁ、は、ぁあっ……！」

　痛い、と感じる間もなく、体中の毛穴から汗が噴き出す。

　今この瞬間、彼から与えられるものはなんだって心地好く感じてしまう。

　力強く突き上げられる度に体は悦楽を享受し、裸の肉体同士がぶつかり合う音は次第に耳孔から理性を蕩かしてくようだった。

「ァんっ、あ、やぁっ……匡樹、きもち、ぃ……」

　パチュパチュと淫らに肌がぶつかる音と匡樹の雄茎が胎内をかき回す音が重なって、次第に花恵の視界は揺らぎはじめる。

　薄く膜が張ったその目からぽろぽろと涙をこぼしながら、喜悦に喘ぐ花恵は限界を告げる。

「ッくぅ、ぁ、匡樹――イく、ぅ……ァ、あっ」

「――思い切り、イっていい。俺にもっと、お前が乱れるところを見せてくれ」

　低い声で囁いた匡樹が、どんどん律動を強くしていく。

　ごちゅごちゅと力強く最奥を穿たれる度に、悦い場所を何度も何度も刺激される。そこから生み出される快感が幸福感とないまぜになって、花恵はぎゅっと匡樹の背中にしがみついた。

「ァ、ああっ、あ――だめ、ま、たぁっ……！」

　身震いするほどの悦楽を刻み込まれた花恵は、広い彼の背中に爪を立てながら三度目の絶頂に達してしまった。

「は――ッく、ンん……！　ぁ、ああっ……」

　倦怠感と疲労感が押し寄せてくるのを感じながら、花恵は深い息を吐き出した。

　だが、突き上げてくる匡樹の動きは止まらない。糸が繰れたような彼女の体を抱え直し、深い場所に切っ先を突きつけてくる。

「ま、ってぇっ……あ、ま……ンあぁっ！　ァ、あ――」

　荒々しい抽送を繰り返す匡樹の肉茎は、大きく、熱くなっていく。

　その熱を受け止めるごとに、花恵の淫窟はきゅうきゅうと絡みついていった。

「ぐ、ぅっ……」

　低く呻いた匡樹が、一瞬だけ息を止めて、深く吐き出す。

　その瞬間、花恵の胎内でぶわりと熱いものが広がった。

「あぁ、ぁ――」

　射精の感覚を避妊具越しに味わいながら、花恵もぐったりとして荒い呼吸を繰り返した。

「っ……大丈夫、か」

　三度の絶頂を向かえ、指先を動かすことすら億劫だった。

　シーツの上に体を投げ出した花恵の顔を、匡樹が心配そうに覗きこむ。

「酔っ払ってるのに、あれこれ動かしちまったもんな」

「ん……平気」

　散々鳴かされて喉は渇いているが、今はとにかく疲労感が強い。目蓋が落ちそうになってくるのを堪えながら、花恵は抱きしめてくる匡樹の胸に頭を預けた。

「……花恵」

　言葉少なではあるが、抱きしめてくる匡樹の体温は心地好く、ぽんぽんと背中を叩く手は優しかった。

（幸せ、だなぁ……）

　胸の奥でじわりと広がる温かさに、匡樹の優しい声が重なった。

「おやすみ、花恵」

　彼の声を聞いている今だけは、辛いことも悲しいことも忘れてしまえる――疲労とアルコールでふわふわとした意識の中で、花恵はゆるりと唇の端を持ち上げた。






第二章　温もりをもう一度








　泥の中のように温かく、気怠い感覚が体を包んでいる。

　心地好い布地に包まれて温もりを感じていた花恵は、薄く目を開いてからぼんやりと天井を見上げていた。

（頭痛い……っていうか、ここどこ……？）

　確か昨日は、里穂が花恵の励まし会をしてくれたはずだ。

　お酒を飲んで料理を食べて――確か、警視庁のＳＰが合コン会場に現れたところは覚えている。

（そうそう、匡樹がいてすごく驚いて――……ん？）

　ふわふわと雲の中をたゆたうような感覚が、一瞬で爆ぜる。感覚は急激に現実に引き戻され、鈍い頭痛がその感覚を短くしてきた。

　そうだ、昨日は合コンの会場にかつての恋人がいて、花恵はそのせいで大量にグラスを空けた。そこから先の記憶は、ずるすると芋づる式に引きずり出されてくる。

「ふわぁっ!?」

「あ、おはよう」

　一体自分は、なにをしでかしてしまったのか。

　徐々に輪郭を取り戻していく昨日の記憶に、思わず花恵は眠っていたベッドから跳ね起きた。だが、同時に隣から聞こえてきたのはよく知っている低い声だ。

　ぱっと傍らに視線を向けると、そこにはベッドの淵に肘をついてこちらを眺めている匡樹の姿があった。

「ふ、ぇ……こ、匡樹……じゃあやっぱり、ここ……匡樹の部屋……？」

「ん？　あぁ。昨日のこと、あんまり覚えてないのか？　もしかして具合が悪いとか？」

「頭が――じゃなくって！」

　思い切り飛び起きて更に頭が痛んだが、今はそれどころではない。

　見慣れない景色だと思っていたが、やはりここは匡樹の部屋だったのだ。

　酒の力を借りていたとはいえ、元カレの家に転がり込んだ挙げ句――ベッドまで共にしてしまった。しかも、色々と恥ずかしいことを言ったりされたりしたような気がする。

「幸せそうな顔で寝てるから大丈夫だと思ったんだが……二日酔いだな。頭痛薬と水持ってくるから、まだ休んでていいぞ」

　そう言うと、彼は花恵の頭をクシャクシャと撫でてキッチンの方へと向かった。

（待って……わたし、一体なにして……っていうか、幸せそうな顔でって――匡樹、わたしが寝てるところ見てたの……？）

　色々な感情が頭の中を一気に駆け巡って、訳がわからなくなる。

　自分がしでかしたことの整理をつけようと息を吐いた花恵は、昨日起きたことを最初から反芻することにした。

（匡樹が隣の席で、すごく緊張しちゃって……あんなにお酒飲むのも久々だったからなぁ……）

　普段なら、我を忘れるほどに飲むなどということはまずあり得ない。むしろ花恵は酔っ払った友人や同僚達の介抱に回ることが多く、前後不覚になるまで酔っ払って誰かに介抱されたのは初めてだった。

「――罪悪感が、すごい……」

　しかも相手は初恋の相手でもある元カレだ。それに、自分から彼にキスをしたことも思い出してしまう。

（もっと恥ずかしいこともたくさん言ったような気が……あ、もうだめ。思い出しただけで泣きそう）

　彼とは嫌いあって別れたわけではないし、心のどこかで匡樹のことをまだ諦めきれずにいたのかもしれない。だけど、それはあくまで花恵の感情だ。

　真面目な匡樹に、独りよがりな感情を押しつけてしまった――そう考えただけで、花恵の心は押しつぶされそうになってしまう。

「花恵、薬……ってどうした？」

「ご、ごめん匡樹。わたし……その」

「あぁ、飲みすぎには気をつけろよ。色々大変なのはわかるけど、急性アルコール中毒とかで倒れたら笑えないぞ。お前、元々あんまり強くないんだろう？」

　冷たいミネラルウォーターのペットボトルと頭痛薬を差し出して、匡樹が顔を覗きこんでくる。心配そうなまなざしを向けてくるその姿に、花恵は申し訳なさでいっぱいになった。

「うん……ありがとう」

　それでも、昨夜のことに触れないのは彼の優しさだろうか。

　そういえば高校時代も、花恵が傷つくようなことは全く言わない人だった。周囲の友人が恋人とケンカ別れするのを見る度に、匡樹だけはその心配がないとホッとしていたものだ。

「今から朝飯作るけど、食えそうか？」

「え、匡樹が作るの？　っていうか、ご飯作れるんだ……」

「高校出てからずっと独り暮らしだからな、飯くらいは作れる。まぁ、あんまり凝ったものはできないけど」

　匡樹はぐっと腕まくりをするような動作をして、また先ほどと同じようにキッチンへと向かおうとする。

　その姿を見た花恵は、思わず彼に向かって声をかけた。

「あの、さ。ひとつ聞いてもいい？」

「どうした？」

　切れ長の目許が宿す光は、十年前と同じように優しいままだった。

　二日酔いの花恵を労るような視線を受け止めて、花恵はぽつりと質問する。

「わたしが寝てるところ……ずっと見てたの？」

「ん。よく寝てるみたいだったから――色々あったんだろう？　お前が嫌じゃなかったら、飯を食いながらでも聞かせてほしい」

　柔らかく笑って、匡樹は朝食の準備を始めた。

　まだ頭痛が消えない花恵は、布団の中に包まるようにしながらその背中を眺めているしかできない。独居用のワンルームマンションとはいえ、部屋はそれなりに広いようだった。

（顔とかは変わってないけど……なんか、本当に匡樹なのかな……ご飯とか、高校生の時は全然作れなかったのに）

　十年も経てば人間は大きく変化があってもおかしくはないと思うが、匡樹がそこまで大きく変わっているとは思えなかった。

　寡黙でこちらの話をいつも聞いてくれる人ではあったけれど、料理や洗濯などは全部家族にしてもらっていると聞いたことがある。

（いや、わたしもできなかったけど……でも、匡樹が自分でご飯を作るって……）

　その変化が、会わなかった時間の長さを目の前に突きつけてくるようだった。

　やがてカリカリに焼いたベーコンと目玉焼き、トーストとコーヒーまで用意してくれた彼の手際の良さに、花恵は言葉を失った。

「ほ、本当に料理できてる！」

「お前な、俺のこと一体なんだと思ってるんだよ……焼くだけなんだから失敗もなにもないだろ」

「だって、前はカレーライスの作り方も知らなかったじゃない！　それに、洗濯機の使い方がわからなくて一回大変なことになったって言ってたから」

「懐かしい話するなぁ。さすがに、もう洗剤一パック丸ごと入れたりはしねぇって」

　小さく笑う匡樹が、ちょいちょいと花恵に向かって手招きをする。

　それまで布団に包まっていた花恵は、ようやくベッドから外に出て――そして、自分の格好に絶句した。

「え、と……これ、匡樹の服？」

「あー――昨日着てた服、皺になるのはまずいと思って掛けといた。ただ、俺の服だとお前に着せられるのそれしかなくて……」

　ダークグレーのスウェットの、しかも上半身だけ。

　裾の長さが膝上くらいまであったので下着は見えていないが、それにしてもかなり心許ない格好だ。

「勝手に触って悪い。男物なんて気持ち悪いかもしれないけど、ちゃんと洗ってあるからとりあえず我慢してくれ」

「いや、その……ありがとう。服まで借りちゃって」

　多少気恥ずかしさはあるが、それでも彼が精一杯花恵のことを気遣ってくれての結果だったのだ。

　ダイニングテーブルに並べられた朝食を眺めているとお腹も減ってくるので、花恵はそろそろと椅子に座って両手を合わせた。

「いただきます」

「めしあがれ――調味料、ほしいのあったら取るから」

　トーストにかぶりつきながら、匡樹はそう言ってテレビの電源を入れた。

「いつもこうやって、ご飯自分で作ってるんだ」

「非番の日は多少自炊するようにしてる。まぁ、朝飯はもっと慌てて食ってることが多いけど……どうしても飲み会に呼ばれると断れなかったりするから、月の半分くらいは外食だな」

　話の節々に、彼が今勤めている現場の雰囲気が見て取れる。

　まだＳＰとして警護課に配属されたばかりの彼は、顔見せの意味もあってあちこちに連れ回されるのだという。

「花恵は？　図書館で働いてるって言ってたけど、飯とかちゃんと食ってるのか」

「うん、残業とかほとんどないし、作れるときは一気に作り置きしてる感じかな」

「……そうか。正直、体の軽さとか――ちょっと食えてないんじゃないかって心配してた。元気そうならよかったよ」

　ベーコンエッグにコショウを振りかけた匡樹が、ふわりと微笑む。

　そうされると花恵もつい照れてしまって、やや俯きがちにもくもくと食事を進めるしかなかった。

（軽いって、どこで確かめたの？　具体的に、昨日のどの辺りで……！）

　それこそ昨夜の彼には、体中くまなく触れられてキスもされた。

　その過程で抱き上げられたりしただろうかと記憶を思い起こしてみても、蘇ってくるのは記憶がなくなるまで追い立てられ、愛でられた記憶ばかりだ。

「服、着せるときに抱えたから」

「へっ？」

「そんな百面相されたら、誰だって気づくだろ。大丈夫、お前は軽いし俺も鍛えてる」

「そ、そういうことを聞いてるんじゃなくてぇ……！」

　彼としては精一杯のフォローだったのかもしれないが、花恵にとってはかなりのダメージだ。

　ただでさえ昨日の自分がやってしまったことで自己嫌悪に陥っているのに、彼にそんなことを言われてしまったらいたたまれない。

「あのね、匡樹――昨日のこと、本当にごめんなさい」

「いや……確かに飲みすぎはよくないと思うけど、見てて止めなかった俺も悪かった」

　食事を平らげた匡樹はコーヒーを飲みながら、ちらりと花恵の方に視線を投げた。

　気遣わしげな言葉も彼の誠実さを伺わせるが、今はただ申し訳なさと恥ずかしさが勝っている。

「体調が戻ってきたなら、家まで送る。車は出すから、悪いけど住所だけ――」

「え、それは悪いよ！　ここから駅まで行ったら、すぐに帰れるから……」

　あれこれ世話をしてもらったのに、さすがにそこまでは面倒をかけられない。

　慌てて両手を振った花恵に、匡樹は不思議そうな表情を浮かべた。

「この後買い出しに行くから、お前のこと送るくらいなら問題ない。それに……その、無理させただろ、昨日」

「無理、って……」

　彼が花恵を心配してくれているのはわかるのだが、その言葉は今の彼女にとってあまりにも衝撃が大きいものだった。

　コーヒーと一緒にトーストを流し込んだ花恵は、勢いよくマグカップをテーブルに置いて息を吸った。

「そっ、そのことなんだけど……！　えっと……昨日は二人ともお酒入ってたし、わたしも色々あって――迷惑かけちゃったのは本当に申し訳ないと思うけど、その……」

　ぎゅっと、大きいばかりの匡樹のスウェットを握りしめる。

　さわやかで少し苦い、彼の香りがするのにはずっと気付かない振りをしていた。昨日あれほど深くまで吸い込んだその匂いに、思い出ばかりが蘇ってしまう。

「なかったことに、しない？」

「……は？」

　真面目な匡樹に対して、それがあまりに無責任な言葉だというのは理解していた。

　久々に会ったかつての恋人が、とても魅力的な男性になっていた――理由がそれだけならまだしも、昨日の花恵は完全に緊張とストレス発散のために酒を呷り続けていた。

　もしかして匡樹は、そんな自分に仕方なく付き合ってくれたのではないか。

　自分の自暴自棄に匡樹を巻き込んでしまったという罪悪感に駆られて、花恵は無理矢理笑顔を作るとそれを匡樹に向けた。

「付き合ってた時ならまだしも、今わたしたちは他人なわけだし……お互いお酒の勢いってことで」

　まくし立てるようにそう言って、花恵は食器をシンクの中に突っ込んだ。

　それから呆気にとられている匡樹の横を早足で通り過ぎて、掛けてあった自分の服を手に取る。

「お、お手洗い借りるね！　それと、なにか汚したりとかしてたら弁償するから……！」

「いや、汚してないし弁償もしなくていいけど、花恵――」

　後ろから追いかけてくる声を無視して、そのままトイレへと駆け込む。

　さすがの匡樹もトイレまでは追いかけてこず、花恵は半分泣きそうになりながら服を着替えた。

　体液に濡れた体を綺麗にするのも、服を着せるのも、すべて彼がしてくれたことだと思うと申し訳なさでいっぱいになる。

（本当にどうしちゃってたんだろう――いくら昔の恋人だからって、あんなことをするなんて）

　できることなら、時間を巻き戻してしまいたい。匡樹と再会してこういう関係を結んでしまったにしても、もっとやり方や順序というものがあっただろう。

　パニックが収まりきらない花恵は、服を着替え終えるとそっとトイレのドアを開ける。

（匡樹、怒ってるよね……）

　そろそろと足音を消して外に出ても、匡樹は追いかけてこなかった。

　花恵が言ったことに納得しているのか、あるいは怒っているのかは先ほどの彼の様子からうかがい知ることはできない。

「ごめん、匡樹……！」

　駅に向かう道すがら、誰も聞いていない場所で花恵はぽつりとそう呟いた。

　今回のことは一方的に花恵が彼を誘った結果であるし、匡樹に対してはただ感謝しかない。だけど、今の花恵にはそれが最も辛かった。

（夢を諦めて自暴自棄になってましたなんて、匡樹に申し訳なさすぎる……）

　別れてから、丸々十年が経った。

　真面目なところは変わっていないが、花恵から見て匡樹は大きく変わってしまっていた。

　夢を叶えたことも、料理が作れるようになっていたことも、ちょっとした気遣いができるようになっていることも――なにもかもが記憶の中の彼と違いすぎて、自分ばかりが取り残されてしまったような気分になる。

　それがいたたまれなくて、花恵は彼の家から逃げ出したのだった。

「わたし、本当に最低のことをしちゃったんだ……」

　がっくりと肩を落として、深い溜息をつく。

　家に帰ってからも、花恵が匡樹のことをさっぱり忘れるなんていうことはできなかった。それどころか、ことあるごとに彼のことを思い出してしまう。

　結局、その悶々とした気持ちを抱えたままで、花恵は数日間を過ごすこととなった。





＊






（これって、結局飲み会に出る前よりひどくなってるんじゃないかな……）

　平日の、人が少ない時間帯の図書館は本当に静かだ。

　カウンターに立ってぼんやりとしていると時間の流れが遅く、花恵は小さな溜息を吐いてそんなことを考えていると、同僚の安藤から声がかかった。

「花恵ちゃん、この本の返却お願いできる？」

「はい、わかりました。カウンターお願いします」

　すれ違い様にパチンと片目を閉じられて、花恵はへにゃりと笑った。恐らく、気分転換をさせてくれようとしているんだろう。

「そうだ、郷土史のコーナーで本読んでる人、朝からずっといるんだけど」

「郷土史ですか？」

「そうそう。結構なイケメンで、さっきも西にし島じまさんがキャーキャー言ってたわ」

　郷土史のコーナーは、図書館の中でも割と奥まったところにある。

　人が少なくて静かなため決まってそこで本を読む人もいるが、あまり若い人がその場所で長居をしているイメージはなかった。

「イケメン観察、してきてもいいよ？」

「そんな、仕事中ですから」

　安藤が悪戯っぽく笑うのに頭を下げて、花恵は返却済の本を乗せたキャスターを引いた。

　カウンターの目の前にある日本文学の棚、少し奥の外国文学の棚から返却を始めて、経済や社会学――その他雑誌などの返却を進めていく。

　本を棚に戻していると時々利用者から声をかけられるため、その応対もしながら返却しているとそれなりに時間が経つし、確かに気分転換にもなる。

　最初より大分中身の少なくなったキャスターを引きながら、花恵は図書館の奥にある美術資料や郷土史のコーナーを覗いてみた。

（安藤さんが言ってたのって、この辺りだよね……）

　同僚の西島は割と面食いで、テレビに出ている俳優にも詳しい。安藤はあまり他人の容姿に興味はないようだが、そんな彼女が言うからには整った顔立ちをしているのだろう。

　好奇心のままに周囲を見回してみると、それと思しき男性が文庫本を読んでいた。

　文庫本が並ぶ日本文学のコーナーにも読書スペースはあるのだが、ここに来ているということはよほど読書に集中したいのかもしれない。

（ちらっと見るだけ――って、あれって）

　椅子に腰掛けて本を読んでいるのは、グリーンのウィンドブレーカーを着た背の高い男性だ。

　だが、目をこらしてみるとその顔はつい最近見たばかりのものだ。むしろ、忘れたくてもそうそう忘れられない。

「匡樹……？」

　ぽろっとこぼれ落ちた言葉に、椅子に座っていた男性が顔を上げる。

　まずいと思ったときには既に遅く、男性――匡樹は素早い動作で椅子から立ち上がって花恵の元へと歩いてくる。

「ひっ！」

「……やっぱり、ここの図書館だったんだな」

　少し呆れたような表情を浮かべた匡樹が、じっとこちらを見つめてくる。

　その眉間にうっすらと皺が寄っているのを見ないようにして、花恵は率直な疑問をぶつけた。

「なんで、匡樹がここに――わたし、もしかして勤務場所喋ってた？」

「電車ですぐ帰れる場所って言ってたから、多少職場の目星をつけてた」

　確かに勤務場所を喋った覚えはないが、逃げるようにして匡樹の家から出ていった際に「一人ですぐに帰れる」という旨の発言をしたのは覚えている。

　言葉を失う花恵を見下ろしながら、匡樹は軽く首を傾げた。

「それと、お前の友達……内海さんと連絡先交換してた、斉藤さん？　あの人から教えてもらって」

「里穂から？　うそ――いや、そっかぁ……」

　大学時代に知り合った里穂には、高校時代の恋人の話はしたことはあってもそれが匡樹であるとは伝えていない。

　合コンで出会った相手の連絡先を聞きそびれたとなれば、恐らく里穂も親切心で職場を教えてくれるだろう。彼が警察官であるから、妙なことはしないという確信があったのかもしれない。

「迷惑だとは思ったが、一度ちゃんと話がしたかったんだ」

「それは……と、とにかく、わたし今仕事中だから！　そういうのは、今だと少し困るっていうか」

　確かに、彼としては花恵に文句のひとつでも言いたくなるのが心理だろう。

　あれだけ色々なことをしてもらったのに、結局花恵は彼の家から逃げるように飛び出してきてしまった。

　とはいえ今は勤務中なので、彼と長々話してもいられない。もしかしたら、こうしているところも同僚に見られているかもしれないのだ。

「あぁ……それもそうだな。いきなり声をかけて、悪いことをした」

　なんとかこのまま、できれば最短ルートでカウンターまで戻れないものだろうか――そう考えていた花恵に、匡樹が申し訳なさそうな表情を浮かべてきた。

　実直な彼のことだから、本当に花恵の仕事の邪魔をしてしまったと思ったのだろう。

（匡樹が悪いってわけじゃないんだけど――わたしって、どうしていつもこうなっちゃうかな）

　眉尻をやや下げて、困ったような表情を浮かべられると本当に弱い。

　どうしたものかと考えあぐねていると、匡樹はもう一歩だけこちらに歩み寄り、花恵にだけ声が聞こえるように背を屈めた。

「終業後なら、話を聞いても問題ないな？」

「え、っと……それって、閉館後ってこと？」

「そうだ。時間はあるか？」

　突然告げられたその言葉に、花恵は思わず頷いた。

　きっとここで否といえば、彼はいつならば大丈夫なのかと更に追求してくるだろう。

　それに、彼に声をかけられただけで心臓が痛いほど跳ねている。後ろめたさや申し訳なさでこうなっているなら、もう一度しっかりと彼に謝ってしまった方が花恵も楽だ。

「――わかった、わかったから……わたしもあらためて色々謝りたいことがあるから、どこかに夕飯食べに行こう？」

　そう言うと、匡樹が目に見えて表情を明るくした。

（匡樹って、こんなにわかりやすい性格してたっけ……？）

　花恵がそう疑問符を浮かべていると、彼はちらりと腕時計に視線を落としてからゆっくりと頷いた。

「少し、この辺りで時間を潰してくる。閉館したら迎えに来るから、待っていてくれ」

「それは……大丈夫だけど」

　心なしか上機嫌な様子の匡樹は、読んでいた本の他に数冊を手に持ってカウンターの方に向かおうとした。シリーズ物と思しきその数冊の小説を借りていくのだろう。

　――とりあえず、今日はちゃんと匡樹と向きあって話をしよう。

　そう心に決めた花恵の方を振り向いた彼は、本棚を指差して首を傾げた。

「そういえば、絵本コーナーとか掲示板のイラストって花恵が描いたのか？」

　どうやら、指差していたのは本棚ではなく、その向こう側にある子ども用の図書コーナーのようだった。

　恐らくは飾られている絵を見たのだろう。

　高校時代に絵本作家の夢を彼に伝えたときに、イラストも描いてみせたことを思い出す。あの時よりは絵もうまくなっているはずだが、どこかに面影が残っていただろうか。

「絵本コーナー？　あぁ、そうなの。館長に頼まれて、何枚かね」

「そうか……お前は昔から、絵が上手だったからな。絵のことは詳しくないけど――温かみがあって、俺は好きだ」

　ふっと目許をやわらげた匡樹は、それだけを言い残してカウンターへと向かっていってしまう。

（わたしの絵が好き、って……面と向かってそんなこと言われたの、久しぶりだなぁ）

　絵本作家として、子どもの想像力を掻き立てるような話を書きたいと思っていた。

　絵を描くのも物語を組み立てるのも昔から大好きで、子どもの頃の自分が思い描いたように、探究心や好奇心をくすぐる話を作ることができれば――そう思って、花恵は絵本の中の世界を形づくってきた。

　それは今も変わらない。たとえ誰にも見向きされなくても、絵筆を握れば心がとても穏やかになる。

（……そういえば、匡樹は一度もわたしの夢を笑わなかったっけ）

　絵本作家という夢は、家族にさえ反対されたものだった。

　父に鼻で笑われ、母に現実を見ろと言われたそれを、匡樹だけは真正面から「いい目標だ」と言って励ましてくれたのだ。

　そんなことを思い出しながら、花恵は本を返し終えてカウンターに戻る。すると、安藤が残念そうに肩を竦めた。

「お帰りなさい！　さっきのイケメンさん、もう帰っちゃったわよ。もう少し早く戻ってくればよかったのに」

「あはは……実は知り合いなんです、あの人。この後食事をするからって迎えにきてくれたみたいで」

　閉館後に迎えにくると言っていたから、あとで安藤とも顔を合わせるかもしれない。

　それならいっそのこと、先に言ってしまえば説明の手間も省ける。素直に匡樹を知り合いと言うと、安藤が目を丸くした。

「知り合い？　もしかして、花恵ちゃんの彼氏？」

「……本当に、知り合いなんです」

　元カレです、なんて言えるわけがない。

　微妙に言葉に詰まった花恵を、安藤は不思議そうに眺めていたが、利用者に呼ばれて本棚の方へ歩いていってしまった。

　閉館までの残り時間、花恵はひたすら貸し出しと返却の作業を繰り返してその時がくるのを待った。アナウンスと共に利用客がいなくなり、館長と一緒に閉館の準備を進めると、時間は十八時前だ。

「じゃあ、お先に失礼します」

　事務所に戻って荷物と上着を取り、図書館の裏口から外に出る。

　そこに人影はなかったので、花恵は建物の周囲をぐるっと回って正面玄関を覗きこむ。

　すると、その前にウィンドブレーカーを着た背の高い男性――匡樹が立っている。

「お待たせ、どこで時間潰してたの？」

　彼が本を借りてから図書館が閉まるまで、少し時間があった。

　まさかその間外で待っていたわけではないだろうと尋ねてみると、彼は図書館の側にある小さな建物を指さした。

「あっちの方にたい焼きが売ってたから、それ食べて待ってた。花恵も食べるか？」

「ご飯の前に甘い物はちょっと……匡樹は昔から、甘い物大好きだもんね」

　体格のよさから甘い物は苦手だと思われがちだが、匡樹は割とケーキやたい焼きも好んで食す。高校時代は、花恵もよく買い食いに付き合ってもらっていた。

「最初は、そうでもなかったんだけどな。お前がよく食べてただろ」

「え……そうだったの？　ずっと甘い物食べてるから、好きなんだと思ってた」

「今は嫌いじゃない……っていうか、羊羹とかは保存食になるから、小さいのを携行してる。手軽にエネルギー補給できるからな」

　あっけらかんと答える匡樹に、花恵はぽかんとした表情を浮かべた。

（だって、ずっと嫌なんて言ってなかったから……もしかして、最初の頃は我慢させちゃってたのかな）

　十年目の真実なんていう言葉が頭の中によぎるが、同時に羊羹を持ち歩いている彼を想像してしまい、思わず花恵は口元に手を当てた。

「……ふっ、ふふっ」

「いきなりどうした？」

「や、匡樹が羊羹持ち歩いてるっていうのが、なんか面白くて」

　なんだそれは、と呆れた声が降ってくる。

　それもなんだかおかしくて、花恵はまたくすくすと笑いはじめた。

「なんか……久しぶりだよな。花恵とこうやって、帰り道にばかなこと話して」

　ようやく笑いが収まった頃、匡樹は小さく笑ってそうこぼした。

　確かに、学生だった頃はこうやってとりとめのない話をしながら、テストの結果や大会の成績――夢のことを話して時間を共有していた。

　それが花恵にとっては心地好い時間だったし、きっと匡樹もそうだっただろう。

（別れ話をしたのも、学校の帰りだったっけ……）

　高校三年の夏、進路を決めた匡樹が花恵に別れを切り出したのも帰り道だった。

　部活に邁進していた匡樹の成績は、平凡ではあるが優秀とは言えなかった。

　だが、ＳＰになるには英会話の能力は必要だし、ずっと打ち込んできた剣道の段位も必要だ。それ以外にも様々な素養が必要とされ、そのままの彼では夢を叶えることは難しいと思われていた。

「色々、話したいことがある。この前のこともそうだし、それ以外のことも」

　低く落ち着いた声が、鼓膜を揺らす。

　優しい声に導かれるように顔を上げると、匡樹が右手を差し出してくる。

「俺が知ってる店でいいか？」

「……匡樹に任せるよ」

　その手を取ることはなく、花恵はなんとか笑顔を作りだした。昔のことを思い出すと彼への未練ばかりが大きくなっていく。

「ねぇ、匡樹」

　彼がよく職場の仲間と通っているというのは、個室がある料理屋だった。

　いわゆる肉バルと呼ばれている店の中では、牛肉が焼ける香ばしい香りと人々の笑い合う声が聞こえてくる。

　個室に通された花恵は、ハンガーに上着をかけながら小さく息を吐いた。

「この前のこと、まずは謝らせて。……本当に、ごめんなさい」

「別に、謝ってほしくて誘ったわけじゃ――」

「でも、それじゃわたしの気が済まないから」

　酔っていたとはいえ、彼には謝っても謝りきれないだけのことをしてしまった。

　匡樹は気にしなくてもいいと言うが、それでは花恵の気が済まない。

　深く頭を下げると、彼は困ったように眉を寄せ、それから一回だけ咳払いをする。

「本当に、気にしてないから。それより注文は？　それも俺のお任せでいいのか？」

「あ、じゃあビール……ごめん、やっぱり炭酸水のレモンフレーバーで」

　さすがに、あれだけ酔っ払った数日後にまた匡樹の前で酒を飲む気にはなれなかった。

　心得たとばかりに頷いた匡樹は、自分も花恵と同じ飲み物を頼むと、その他にもいくつかの料理を注文してくれる。

「匡樹も飲まないの？」

「酒が入ってするような話をしに来たわけじゃないから……できれば、ちゃんと素面で話したい」

　運ばれてきた飲み物で喉を潤して、匡樹は花恵をまっすぐと見つめた。

　切れ長の目はともすれば目つきが悪く見えるが、匡樹だと不思議とそうは感じない。

「……実は、ずっと悩んでた。もう何年も前――警視庁に入庁して、夢だったＳＰになって、嬉しいはずだったのになにかが違うって思ってしまうんだ」

「え？　だ、だって匡樹、自分の夢を叶えたんでしょう？」

　ストイックな匡樹は血の滲むような努力を重ねて、エリート中のエリートと呼ばれる警視庁の警備部に配属された。

　十代の頃からずっと夢見てきたその部署で働けることに、なんの違和感があるのだろう。

　匡樹が思っていることがよくわからないまま、花恵は首を傾げた。

「お前のことを、夢のために切り捨てたような気がしてたんだ」

「切り――そんなこと思ってないよ！　第一、わたしだって……」

　確かに、別れを切り出したのは匡樹の方だった。

　進路が違うのは最初からわかっていたが、都内の大学を選んだ彼とはどうやっても遠距離恋愛になってしまう。

　それに、きっと進学や就職をしてからも、しばらくは恋愛にかまけている暇もないだろう。警視庁のＳＰになるというのは、それほどに過酷な競争を勝ち抜かなくてはいけない。

　そう言われて別れを切り出されたとき、花恵はそれを受け入れた。だから、匡樹に切り捨てられたなどとは思ったこともない。

　だが、匡樹はそう思ってはいないようだった。

「もっと、いいやり方があったはずだ」

　心からの後悔を滲ませる声に、花恵は頭を殴られたかのような衝撃を受けた。

　夢のために別れるという選択をしたのは、かつての花恵も同じだ。海外に留学して、大好きな英文学をもっと勉強したい――そして必ず、夢だった絵本作家になるという思いを抱いていた。

　だが、その夢を叶えようとするのなら匡樹の側にはいられない。

　十代だった花恵は、途方もない努力をする彼と交際を続けるということは、夢を諦めて彼のサポートに徹することになるのだと思い込んでいたのだ。

「わたしだって……匡樹の夢を、一緒に追いかけてあげられなかった。――本当は、ずっと好きだったのに」

　最後の言葉に、匡樹が息をのむ音が重なった。

　そもそも花恵にだって大学を卒業してから、出会いが全くないわけではなかった。

　けれどその度に頭をよぎるのは匡樹のことばかりで、誰であっても彼と比べては勝手に幻滅してしまう。その時点で、彼に抱いていた感情の正体はわかりきっていたはずだ。

（もっと早く、認めていればよかった……）

　今思うと、花恵はずっと匡樹のことが好きだったのだろう。

　そうでなければ、いくらアルコールの力を借りたとしてもあんな風にはならない。

　想いを自覚してしまえばひたすらに胸が痛くて、花恵はきゅっと唇を噛んだ。

「……そういうのは、もっと早く――いや、こういう場合は、俺から言うべきだったのか」

　驚いたように視線をさまよわせた匡樹が、なにか言いたげに口を開いて、それからまた閉じた。

　そしてたっぷりと五秒の間が空いてから、匡樹はゆっくりと口を開く。

「ずっと、迎えに行きたいと思ってた」

「え……」

　まっすぐな言葉に、花恵は一瞬呼吸を忘れた。

　今聞いたことは、空耳かなにかじゃないか――そう考えている間に、匡樹はテーブルの上でぐっと拳を握る。

「だけど、俺の方から別れを切り出したのに、今更そんな虫の良いことを言えるわけもないと思って――そうしたら、あの日の飲み会でお前に会ったんだ」

「それって……」

　それは、匡樹も自分と同じ気持ちだと思ってもいいのだろうか。

　思いがけない言葉に胸が高鳴るのを感じながら、花恵は匡樹の言葉を待つ。

「合コンとか、そういう飲み会にくるってことは、お前に今恋人がいないってことだろうし――内海さんとか、他の人たちには絶対に隣に座らせたくなかった」

「だ、だからあの時隣に座ったの？　じゃあ、本当に匡樹は最初からそういうつもりで……」

　ゆっくりと頷いた匡樹が、じっと花恵の目を見つめて口を開く。

「俺は今でも、花恵のことが好きだ」

　その瞬間、周囲の音がぴたりと止まった。

「そんなの、急に言われても……」

「急じゃない。十年間、お前のことを想い続けてきた。……それじゃまだ足りないか？」

　匡樹はそう言うと、そっと花恵の手をとって握りしめた。

　じわりと共有される彼の体温が、その真剣さを物語っている。

「今からでも許されるなら、もう一度お前と――恋人とか、それ以上の関係になりたいと思ってる。俺は遊びで女性を家に入れることはしないし、お前だから……花恵だけにしか、あんなことはしない」

　真摯なまなざしが、まっすぐに自分の目を射抜いてくるのに、花恵は深く息を吐いた。

　少なくとも彼は遊びや冗談でこんなことを言うような人物ではない。彼の生真面目さは、花恵が一番よく理解している。

「今からじゃ、もう遅いか？　俺にはひとつのチャンスもないと？」

「そ、そんなこと言ってないじゃない！」

　少し困ったように眉尻を下げる匡樹に、花恵はブンブンと勢いよく首を振った。遅いなどということはあり得ない。

「……わたしだって」

　永遠にも似た沈黙の後、花恵はようやく震えた声を出した。叫び出したいほど嬉しいのに、頭の中がうまく目の前の事実を処理できていないようだった。

「こ、匡樹以外の人と……そういう、付き合うとかが考えられなかったの。ずっと未練がましいって思ってたけど――」

　ほろほろと、それまで秘めていた想いが唇からこぼれ落ちてくる。

（匡樹も同じだったんだ。わたしばっかり、彼のことが好きだと思ってた……）

　そこまで考えて、ようやく実感が伴った歓喜が体をいっぱいに満たしていくようだった。

　テーブルの上でぎゅっと手を握った花恵は、少し身を乗り出して彼の目を見つめた。先ほど匡樹がしてくれたように、まっすぐな視線を真正面から受け止める。

「すき、だよ。……ずっと好きだった。十年経っても忘れられないくらい、今でも匡樹のことが好き」

　十年間、遠回りをした。

　夢を抱いて大好きだった人と別れ、夢に破れてからその大好きだった匡樹と再会して――この数日間のうちに自分の身の回りに起きた出来事が、にわかには信じられない。

　それでも彼の声が、表情が、なにより自分の内側でどんどん膨らんでいく感情が、これが現実なのだと教えてくれる。

　――好きだ。どうしようもないくらいに、匡樹のことを愛していると叫びたい。

「なんだ……その、待たせて悪かった。それと、あの時は本当に、お前を傷つけて……」

「そんなの、わたしだって一緒だよ！　……ちゃんと、匡樹のこと応援してあげられなかった。一生懸命頑張っているのは、わたしが一番近くで見てきたはずなのに」

　匡樹の力になりたいと思った時、花恵が選んだ選択肢は『彼の側から離れる』というものだった。それが、こんな形で再び巡り会い、更に告白をされるだなんて思っても見なかった。

　すれ違ってばかりいたのに、お互いにぺこぺこと頭を下げて謝っていると、なんだかおかしくて笑えてしまう。

「……ふふっ」

　急に吹き出した花恵を見て、匡樹が何事かと目を丸くした。

「どうした？」

「ううん。ただ、こうやって昔みたいに匡樹と話せるのが、素直に嬉しいだけ」

　先ほどまでは苦しいほどにわだかまっていた胸のつかえが、ストンと落ちたようだ。

　ほころぶように笑う花恵の様子を見つめていた匡樹が飲み物を呷る。そろそろ、注文していたものが届く頃合いだろう。

「――好き」

「えっ？　なに、いきなり……」

　突然なんの脈略もなく呟かれたのは、これ以上なく直球な愛の言葉だった。

　先ほども同じようなやりとりをしたと首を傾げる花恵に、匡樹は照れくさそうに頬を掻く。

「頭の中で、それしか考えられなかったから……もっと、気の利いたことを言えればいいんだろうが」

　悪い、と短い謝罪が呟かれるのに、花恵はクスクスと笑ったまま首を横に振った。

「謝らないで。匡樹のそういうところが好きだから」

「お前――そういう言い方は、ずるい。この前も思ったけど、お前にそうやって言われたら……めちゃくちゃにしたくなるだろ」

　警察官としてエリート街道を突き進んでいる人間とは思えない言葉に、花恵はまた笑いが止まらなくなる。

「笑いすぎだ」

「だって、匡樹がそんなこと言うから」

「……なに、めちゃくちゃにしてほしいのか？」

　どうかなぁ、と笑顔を浮かべる花恵に微妙な表情を浮かべていた匡樹も、やがて耐えきれなくなったように笑顔を向けてくる。

（こんなに笑ったの、いつぶりだろう――もうずっと、こんなに楽しいって思ったこともなかったなぁ）

　一緒に食事をして、仕事のことや今までのことをたくさん話すだけでこんなにも楽しい。

　学生時代より行動の自由度が増して話題が広がった分、互いに抱えていた悩みや苦労も聞きあうことができた。

「はー、もうお腹いっぱい！　リブの香草焼きが美味しかったなぁ」

　たっぷりとお肉を堪能して、色々なことを話し合って――すっかり表情が晴れ渡った花恵は、店の外に出て冷たい空気を吸い込むとぐっと背伸びをした。

「今日はちゃんと素面だったな。偉いぞ」

「もうあんな無茶はしないって決めたんだもん……それに、つ、次の日すっごく恥ずかしかったんだから」

　同じように店から出てきた匡樹が、からかうように小突いてくる。

　もうしばらくお酒は飲まない。先日の一件で花恵はしばしの禁酒を決意し、今はその真っ最中だ。

　元々なにがなんでも酒を飲みたいという人間でもないので、それを苦痛とは思わなかった。

「ふぅん。具体的に、どの辺りが？」

「え？　そ、れは……あの、色々匡樹に迷惑かけたし……それに、キス、とか……」

　自分のしたことを思いだしただけで、顔から火が出てしまいそうだ。

　思えばあれは、隠されていた思慕の発露ではあったのだろう。だが、次の日は本当に死んでしまいそうなほど恥ずかしかった。

「キスとか？　その他は？」

「言えるわけないでしょ、こんなところで……！」

　大通りから少し外れているとはいえ、この辺りは店も多い。そんな往来で、彼は一体なにを言わせたいのだろう。

　顔を真っ赤にした花恵の鼻をきゅっと摘まんで、匡樹はその耳元でしっとりと囁いてきた。

「もう少し、花恵とくっついていたいんだけど」

「ぁ、う……」

　その言葉の意味は、さすがに理解できる。いや、理解できるようになってしまった。

　言外に漂う情欲の気配と、火照った彼の吐息――するりと腰に回された無骨な手でさえ、ひどく熱を持っているのがわかる。

「十年分、ちゃんと愛させて」

　鼓膜に直接吹き込まれるような、凄艶な声に頭の中が蕩けそうになってしまう。

　熱を帯びたその声にようやく頷いた花恵は、けれどそれ以上言葉を発することができなかった。コクコクと何度も首を縦に振って、甘える代わりに彼が着ているウィンドブレーカーをきゅっと掴む。

「あの、こ、匡樹……」

　心臓の音が強く、速くなっていく。

「やっぱりめちゃくちゃにしたくなるから……俺にしか、こういうことはしないでくれ」

「するわけ、ないじゃない。匡樹以外にこんなこと――」

　そっと腰を抱かれて、花恵は耐えきれずにひたすら自分の爪先を見つめ続けた。

　すぐ近くのホテルをとって、ベッドとテレビくらいしかない殺風景な空間にいると、余計に生々しく彼の存在を感じるようだ。

「い、意外と普通のホテル……だよね」

　いわゆるラブホテルというのは、もっとゴテゴテギラギラしているものだと思っていたが――匡樹が取ったのは普通のビジネスホテルと遜色ないような部屋だ。

　ただ違ったのは、フロントに人がいないことだ。タッチパネルで部屋を取るということ自体が花恵にとっては未知の経験だった。

「まぁ、最近はそこまで露骨なのも多くないだろ」

「そうなの……？」

　漫画やドラマの知識とは少し違った光景を目の当たりにしながら、花恵はぽすんとベッドの淵に腰掛けた。

「そう、かも。……悪い、やっぱりあんまり余裕がない」

　首を傾げる花恵の隣に腰を下ろした匡樹は、そう言うや否やぱくりと花恵の唇に噛みついた。

「ん、んんっ……！」

　熱い舌先が、無遠慮に咥内をまさぐってくる。

　唾液を絡ませたその舌は、蛇のようにうねって柔らかい頬の内側を何度も擦ってきた。

（また、このキス――体に、力が入らなくなる……）

　匡樹にキスをされると、花恵は体の自由が利かなくなってしまう。

　甘く蕩かすようなくちづけの合間に呼吸を重ねると、花恵は彼の胸にそっと手を置いた。

「ま、待って……」

「は……ムリ。キスした後の顔見てると、本当に抑えが効かなくなる……」

「んぅ――ふ、ぁあっ」

　そう言うと、匡樹は花恵の体をベッドへと押し倒した。

　覆い被さってくる彼の姿は逆光になって、普段とは違った表情が露わになる。

「ま、っ……まって、匡樹――ん、くぅぅっ……」

　性急なくちづけに待ってくれと懇願しても、匡樹はそれを聞き届けてはくれなかった。

　今度は角度を変えながら、舌でもって唇をペロペロと舐め回される。リップもグロスもほとんど落ちかかっていたが、彼は構わず口唇を愛撫する。

「ん、ぁっ……んぅ、ちゅ……」

　触れるだけのくちづけが何度も繰り返されて、花恵はふっと閉じていた目を開けた。

　まるでその場所から蜜でも溢れているかのように、匡樹は何度も唇を押し当ててくる――その様子がなんだか可愛くて、花恵はきゅっと彼の頭を抱え込んだ。

「……花恵」

　不意に頭を抱き寄せられた匡樹は、どうしたのかと視線で訴えてくる。

　目許がうっすらと色づいた彼の艶やかさは息をのむほどで、普段の硬派なイメージとはまるで正反対だった。

「匡樹にキス、されるの……好きだなって、思って」

「そう？　じゃあ、唇以外も触るからな」

　やや掠れた声でそう言うと、彼は一度だけ花恵の舌を舐めて体を起こした。

　腕の中から彼の質量が消えるのは名残惜しく、花恵が小さく声を漏らす。もっと、彼の体温を感じていたかった。

「ぁ……」

「もっと、お前の色々なところに触れたい。……触って、確かめたいんだ」

　低く色気のある声が、耳のすぐ横で聞こえた。

　かと思うと、小さな軟骨にぬるりとした感覚が這う。ちゅるっと音を立てる唾液が、耳から伝わって頭の奥の方に響いた。

「ん、やぁっ……！　や、匡樹……耳っ、耳舐め、てぇっ……」

　軟骨から耳朶を、ねっとりと舌が這い回っていく。ぞわぞわと背中を駆け抜ける感覚もさることながら、鼓膜を犯す水音もまた花恵の体を熱くした。

「んゃ、ぁ……んくっ、くすぐった、ぁ……」

「っ……花恵、顔真っ赤……耳責められるの、結構好き……？」

　普段は聞きやすい匡樹の声が、今はひたすら耳孔を愛撫してくる。

　吐息混じりで囁かれる声に反応して、いつの間にか花恵はひくんっと腰を揺らすようになってしまった。

「声で、ぁ――変に、なりそう……」

「声だけで？」

　低く笑うその声だけで、本当におかしくなってしまいそうだ。

　ブラウスのボタンをひとつひとつ外す匡樹の動きが、その声によってスローモーションで再生されていく。

「は――……震えてる？　可愛いな、花恵……」

　ボタンの最後のひとつが外されて、シンプルな下着が露わになる。

　下着越しに柔らかな乳房を持ち上げられると、花恵の体がふるっと震えた。外気に触れたことによる寒さではなく、ひたすらに彼のせいであちこちが反応してしまう。

（匡樹の声だけで、こんな風になるなんて……）

　下着の中だって、すでにじっとりと湿っているのがわかる。

　ここから彼に、そんな場所まで暴かれてしまうという期待と恐れが、余計に花恵の官能を煽った。

「んく、ぅ……」

　柔らかい乳房をたぷんと持ち上げられて、そのまま下着の上から揉みしだかれる。

　ワイヤーによってそこまで大きく形を変えられることはなかったが、布地の中でパッドと乳首が擦れると、そこからじわじわと快楽が大きくなっていく。

「下着の上からでも感じるのか？　こういうのって――」

　不思議そうに匡樹が尋ねてくるが、花恵はもうそれどころではなかった。

　胸の尖端が擦れる快感と一緒に、耳元で囁かれるだけで輪郭が蕩けてしまいそうなほどの法悦が生み出される。

　それをわかっているのか、匡樹は執拗に花恵の耳を責めてきた。

「や、み、耳元で喋るの、くすぐったいってば……！」

　ちゅ、ちゅ、と軟骨にキスをされ、時々その場所をコリコリと食まれると、花恵の唇からはあえかな声がこぼれ落ちた。

　くすぐったいからやめてと懇願しても、彼は執拗にその場所を責めるばかりだ。

「意地悪……ン、あぁ」

　やっぱり、ベッドの中での匡樹は少し意地悪だ。

　前はこんなことなかったのに、と抗議したいところだったが、匡樹はたっぷり唾液を含ませた舌で耳の形をなぞり、濡れた音を至近距離で聞かせてくる。

「ん、ふぅぅ……や、ぁ」

「胸だけじゃなくて、耳も弱いんだな。それは初めて知った……」

　喉を鳴らす匡樹は、更に花恵を追い立てる。

　ぎゅっと花恵の肩を抱いた彼は、彼女の耳に唇を押し当て、低い声で何度も愛を囁いた。

「好き。花恵――大好き」

　耳から流し込まれる媚薬のように、その声はどんどん花恵の体を火照らせていく。飾り気がない、ただひたすらに繰り返されるその言葉に、花恵は呼吸を荒くして体をくねらせた。

（匡樹に好きって言われると、どんどん気持ちよくなってく……）

　ふわふわと地面に足がつかないような、不思議な感覚が花恵の体を襲ってくる。

　彼に愛を囁かれているだけで、体が熱くなり足の間からは蜜がこぼれていった。

「ぁ、あぁ――ン、っ」

　匡樹は花恵の耳朶をちろりと舐めてから、彼女の豊満な乳房を隠すブラジャーに手を掛けた。ゆっくりとホックを外してやると、柔らかなそれがふるんっとまろびでる。

「もしかして花恵、耳だけで感じてる？　もう、ここもコリコリして――」

「ン、やぁっ！　あ、こ、きぃっ……」

　熱を孕んでぽってりと勃ち上がった乳頭が、彼の長い指先に押しつぶされる。

　コリコリと摘ままれては押しつぶされ、胸全体をマッサージするように揉み上げる動きに、花恵は蜜口からじわっと愛液がこぼれるのを感じた。

「は、ぅぅっ……んくっ、ぅ、それ、だめっ……」

「うん――胸だけじゃ、足りないよな」

「え、違っ……ッは、ぁあっ！」

　そう言うと、匡樹は右手で花恵の乳房を揉みしだきながら、左手をするすると腰の辺りまで移動させてきた。

　乾いた彼の手が体を這うだけでも、じりじりとした弱い快楽が生み出される。それに身悶えしながらも、花恵は次に与えられる刺激への期待を芽吹かせていた。

「全部取るぞ？　こんなに濡れてたら気持ち悪いだろ……」

　スカートのホックを外し、短い音を立ててチャックが引き下ろされる。そして、彼はスカートと一緒に花恵の身を包んでいたショーツも取り払ってしまう。

「ふ、っ……」

　羞恥で声を上げそうになってしまうのを必死に堪えて、花恵はきゅっと唇を噛んだ。

（ちゃんと――見て、ほしい。匡樹に、わたしの全部を……）

　恥ずかしさよりも、その感情が先にきて、花恵は体から力を抜いた。

　自分のすべてを彼に見てほしいという欲求が、胸の内側で鎌首をもたげてくる。

「……綺麗だな」

「え？」

「花恵の体、すっごく綺麗――こんな言い方すると、体だけかよって思われるかもしれないけど」

　そう言うと、匡樹はぎゅっと花恵の裸体を抱きしめた。

　大きな彼の体にすっぽりと包まれると、二つ分の鼓動がとくとくと重なった。それが心地好くて、花恵はふっと目を閉じる。

「花恵の、全部が好きだ」

　熱に震えた声は、彼の力強い鼓動と一緒に花恵の中へと浸透していく。

　相手のすべてが愛しいと感じてしまうのは、花恵も一緒だった。彼の全部が愛しくて、今すぐ彼のすべてを抱きしめたい。

「わたしも、匡樹が――匡樹のすべてを、愛してるよ」

　唇からぽろぽろとこぼれ落ちる言葉は、飾り立てようもない本心だった。

　彼の全部を受け止めたいという気持ちに体を突き動かされて、花恵はぎゅっと匡樹の背中に回した手に力を込めた。

　お互いにどうにもならないほど、体は熱を持っていた。どちらともなしにもう一度唇を重ね合わせると、匡樹は花恵の体をベッドに横たえる。

「花恵、枕こっち……それでちょっと、腰上げて」

「こ、こう？」

　言われたとおり、花恵は枕をひとつ手に取ると匡樹に手渡した。すると彼は、その枕を花恵の腰の下へと挿し込んでくる。

「後ろ向いて――背中も、たくさん触りたい」

　背中なんかに触れて、なにが楽しいのだろう。

　そう不思議に思った花恵が首を傾げると、匡樹は艶っぽく笑った。

「お前の全部に触れたいんだ。もっと、花恵を感じたい」

　情欲に濡れた声は、優しいが拒みきれない響きを含んでいた。

　花恵はころんと体の向きを変え、彼に背中を向けるように横たわる。

（あ――これ、ちょっと恥ずかしい……お尻、自分で突き出してるみたい……）

　挿し込まれた枕によって、花恵はまるで匡樹に対して腰を突き出すような姿勢で俯せになった。

「あー……いいな、こういうのも好き。背中とかも、すべすべしてて気持ちいい……」

　するっと花恵の背中を撫でた匡樹が、溜息交じりに感想をこぼす。

　自分の体をぺたぺた触られて、その度に感想を聞かされるのはなかなかに恥ずかしいが、触れてくる手の熱さを感じて花恵は口をつぐんだ。

（匡樹、興奮してる……）

　良くいえば真面目で、悪くいえば堅物――自他共にそう認める彼が、自分で興奮してくれているというのは素直に嬉しかった。

　匡樹の顔が見えないのは少し寂しかったが、背筋に添って押し当てられる唇からは彼の熱と吐息を感じることができる。

「んん……ァ、はぁっ……」

　くすぐったくて体をよじると、彼の逞しい腕がしっかりと彼女の体を捕らえた。

　逃がさないとでも言うようにきつく腰を掴み、腰から背中にかけてをつぅ……と撫でられる。

「ひぅ、うっ……ン、あ、それ……ゾクゾクする……」

「ん、ここ……？」

　特に腰の辺りを刺激されると、花恵の意思とは関係のなく体が跳ねる。

　匡樹もそれを心得て、何度もその場所を指でなぞったり、唇を押しつけたりして別々の刺激を与えてきた。

「ぁ、あっ！　そこ……ッ、きもち、っ……」

　体の外側に触れられているだけなのに、花恵は何度も淫らな声を上げ、腰を揺らして快楽に耐えた。

　一度も触れられていない蜜口は愛撫を受ける度にヒクヒクと蠢き、物欲しげに蜜を湛えている。

「んっ、ん――ふ、くぅっ……」

「耐えてるところも可愛いな……ここ触られると、気持ちいい？」

「ぁくぅっ……き、もち……ぃ、っ……」

　お尻の上――仙骨の辺りを、手のひらでくるくると撫でられる。円を描くような動きでその場所を刺激されると、じわじわともどかしい感覚がこみあげてくる。

「んぁ、ア――それ、ぇっ……ッ、ひぅ――」

「あぁ……ここか」

　匡樹が薄く笑いながら、するするとお尻の上を撫でる。

　言葉で快楽を示されるととても恥ずかしかったが、今は気持ちよさがすべてを塗り替えていくようだった。

　じんわりと伝わってくる熱が、思考をぐずぐずに溶かしてくる。体じゅうをくまなく愛撫されて、とっくに花恵の我慢は限界に達していた。

「や、ぁっ……匡樹、もう……じ、焦らすのやめて……」

　お腹の奥が、先ほどから切なく疼いていた。ぽっかりと空いた場所を匡樹でいっぱいにしてほしくて、甘えるような声で彼の名を呼ぶ。

「ごめん、あんまり我慢するから、もっとトロトロにしてやりたかったけど……これくらい濡れてたら、もういいかな」

　てらてらと愛蜜で濡れた蜜口をなぞりながら、匡樹が謝罪を口にする。

　割れ目を軽く指でなぞられただけで、花恵の体はガクガクと震えた。

「あっ、あ――んン、ぅ」

　必死にシーツを掴んで快楽を逃がそうとしても、ようやく与えられた悦い場所への愛撫で体はすっかり蕩けてしまった。

　指に力が入らなくなるのを感じながら、花恵は次に与えられる刺激に軽く目を閉じる。

「後ろからだと……ちょっと、変に興奮する」

　すると、匡樹は軽く花恵の臀部を揉みはじめた。

　骨ばった手の感触が、火照った肌にぴりぴりとした刺激をもたらしてくる。

「ン、ぁ――やぁ、お尻、は」

　まるで胸を揉み快楽を生み出すように、匡樹はぐにりとその場所を揉みしだき、丸みを帯びた肉に指を食い込ませる。

「こっちも柔らかいな。お前の体って、ホントにどこも綺麗で、柔らかくて……最高だ。俺の体とは全然違う」

　男と女の差があるのだから、それは仕方がない。それに、あまり柔らかい柔らかいと言われると少し不安になってしまう。

　胸が大きいのは昔からコンプレックスだったし、そのせいでどれだけダイエットを頑張っても体が丸く見えるのだ。

「ふ、太ってるって、思ってる……？」

「そんなこと思ってるわけないだろ。むしろお前はもっとちゃんと食べてくれ。この前抱えたとき、軽すぎてどうしたのかと思ったぞ」

　パッと臀部から手を離した匡樹は、ふっと息を吐いて再び足の間に片手を挿し込んできた。

「柔らかくてすべすべで、甘くて感度も良好――言っただろう？　俺は、花恵を構成してるすべてが好きなんだ」

　彼女の秘唇を優しくなぞっていた指先が、ずぷりと挿入されたのはその時だった。

「ぇあ、ま、っ――ンぁ、ああっ！」

　敏感な肉粒には触れず、蜜を掻き出すような動きで浅い位置を引っ掻く――それだけの動作で、花恵は激しく頭を振って快楽に悶えた。

「やっ、ああっ！　ァんっ、ん、ッはぁっ！」

　唇の端から唾液がこぼれ落ちて、糸を引く。

　俯せになっていることでその銀糸が視界に入ってしまい、それが更に彼女の羞恥と官能を煽っていった。

「軽くイくか？　それとも、このまま我慢する？」

　爪の先で肉襞を引っ掻きながら、匡樹は意地悪な二択を提示してくる。

　髪を振り乱して快楽に喘ぐ花恵は、喘鳴の合間にその淫らな選択肢を口にした。

「あ、ぁぁ……イきた、っ……イきたい、匡樹っ……」

　――このまま、なにもわからなくなるまで気持ちよくなりたい。

　長い指先が、蜜路だけではなく敏感な肉芽へと伸びていく――その感覚を感じながら、花恵は熱い息を吐き出した。

「あンっ、ぅ、うっ――ッは、あぁっ！　ぅ、ンっ……」

　ぢゅぷ、とぬかるんだ音を立てて媚肉を引っ掻くのと、しこった肉粒を弾く刺激が重なる。

　強い刺激を受けた花恵は一瞬体を強張らせて息を詰まらせ、やがて脱力した。

「ぁ、や――ン、あっ……」

　軽い絶頂に導かれた花恵だったが、身中に燻る熱は未だ晴れてはくれない。

　それどころか、なおも花恵の体は熱を求めて疼き続ける。それを心得た匡樹は、絡みつく肉襞を振り払って指を引き抜いた。

「んィっ、は、やっ……」

　物欲しげにひくついた蜜孔から指を抜いた匡樹は、ベルトを緩めて半身を取りだし――屹立したそれを、ずりゅっと淫裂に擦りつける。

「あ、ぁつ……ン、匡樹の、あつい……」

　軽く足を開かされ、涎を垂らす秘唇を先端で擦られる――火傷しそうなほどに滾った彼の欲望は、力強く脈打っていた。

　そんなもので、今から胎内をいっぱいに満たされてしまう。そう想像するだけで、花恵の咥内には唾液が溜まっていった。

「このまま、挿入いれてもいいな？」

　答えが決まっているかのような問いかけに、花恵はコクコクと頷いた。

（この前は、少し苦しかったけど……）

　慣れない挿入は花恵の体を圧迫してきたが、今は彼のすべてを、すんなりと受け入れられそうな気がする。

　達したばかりで快楽に従順になってしまっている体は、今か今かと彼によって拓かれる瞬間を待ち望んでいる。

「きて、匡樹――」

　掠れた声でそう告げた瞬間、質量を伴った肉塊が一気に奥へと押し込まれた。

「ぁ、ふっ……！」

　蕩けた膣内を、一息で最奥まで穿たれる。

　衝撃で目を見開いた花恵だったが、その瞬間に湧き上がるような喜悦と愛しさが身中を支配した。愛しい人に体の奥底までをいっぱいにされて、思わず熱い吐息がこぼれる。

「あ、ん……んぅ、おっき……」

　とはいえ、匡樹のものは花恵の体をみっちり埋め尽くしている。

　腹部に感じる充足感と僅かな圧迫感にゆっくりと息を吐きながら、臀部を撫でる彼の手に意識を集中させる。

「花恵、やっぱり狭い……奥も、すぐに届くな」

「やぁ、ぁっ！　コツコツしちゃ……ン、あぁっ！」

　深く埋めた雄茎を少しだけ動かして、奥の院をノックされる。

　そうすると、頭の中にビリビリと電流が流れるようだった。雁首で悦い場所を何度も擦られるのもたまらなくて、花恵は軽い絶頂を繰り返す。

「ぇあ、あ――ンんっ！　はあ、ぁ、あっ……！」

　ぢゅぼぢゅぼと卑猥な音を立てて突き立てられる肉楔を、花恵はきつく締めつけた。

　快楽を耐えるために握りしめたシーツは皺になり、爪の先は真っ白になっている――それでも、匡樹の責めは止まらなかった。

　この前とは違い、後ろから突き上げることでまた別の感じる場所を探し当てようとしているのか、じりじりと肉茎を引き抜いてはゆっくりとした挿入を繰り返す。

「んぅ、あ――ぉ、いっ……！」

　深い場所を抉られると、声が押し出されるようだった。

　普段届かないような、もっと奥まったところをグリグリと刺激されて、花恵は必死で首を振る。

「ら、ぇっ……ら、だめぇっ……！　そこ、それ、ァあ、ンっ」

　いつもと違う角度で責められて、快感の度合いもまるで異なる。

　強すぎる快楽から逃げようとするとクッションに腰を押しつけられて、花恵は自分がどれだけ淫らな格好をしているのかを認識することとなってしまう。

「ッいぁ、あ、ぅ――ん、んっ……」

「ん？　ここか……花恵、ここ擦られるのは？　悦い？」

「う、んっ……いい、そこ――そこ、きもちいいの……っ」

　強い刺激を生み出す一点を見つけたのか、匡樹は花恵が反応を示した場所に何度か先端を押しつける。すると彼女は、短く言葉にならないような声を上げて自らの弱い場所を告

げた。

「あ、やっ……ンあ、あー――……」

「どこが気持ちいいか、お前の言葉で教えてくれ」

　余程感じるのか、喉を反らせて快感を訴える花恵に、匡樹は意地悪く囁いた。

　先ほどたっぷりといじめられた耳孔に舌を這わせ、聴覚を犯しながら執拗に腰を動かす。

「あっ、だめ――だめ、それぇっ！　ンぁ、あ、いい……そこ、いいからぁ……耳と一緒に、しな、ぁァ！」

　ちゅるるっ、と、唾液を絡ませる音がダイレクトに伝わってくる。

　一緒に気持ちいいところを刺激され、更に大きな手のひらでお尻の上をなぞられるともうたまらなかった。

「ッん、ぃっ……！」

　あえかな声を上げて身悶える花恵の臀部を、匡樹が強く揉みしだいたのはその時だった。

「あ、ぁあっ！　お尻、や、ぁっ――お尻揉むのも、だめっ……」

　きついほどにまろい柔肉を揉みしだかれ、乱暴な抽送を繰り返されると、裸体同士がぶつかり合う音が部屋中に響き渡った。

　それと一緒に、愛蜜がかき回される卑猥な水音が花恵を責め立てる。だめだと何度懇願しても、匡樹はサディスティックに笑うだけだ。

「だめばっかりじゃ、なにもできないだろ？」

　ごちゅっ、ぐちゅっと音を響かせながら、匡樹は何度も肉竿を奥へと突き立てた。

　穿たれるごとに接合部からは蜜がしたたり落ち、刻まれるリズムとともに花恵の唇からは嬌声がこぼれてくる。

「んぅぅっ、ァ、は――ァんっ……」

「ッは、締めすぎ……花恵、こっちの方が感じてる？」

「しらな、ァ、あぁっ……！」

　悪戯っぽい声で揶揄されて、羞恥で肉壷がきゅうきゅうと収縮する。それでも、匡樹の責めは止まらなかった。

　律動は強く、普段とは違う場所を何度も擦りあげられた花恵は髪を振り乱して甘い悲鳴を上げる。

「んぁあっ、ア、んっ……！　あぁ――！」

　しなやかな白い肢体を火照らせた花恵は、何度目かもわからない絶頂を迎えて意識を白けさせた。

　汗がどっと吹き出て、体が重く倦怠感を訴える――だというのに、匡樹はまだ満足していないようだった。

「っぐ……」

　膣内の収斂で持っていかれそうになったのか、低く彼が唸る。

　だが、未だ熱を宿した彼の肉茎は、蕩けて敏感になった蜜壺を容赦なく責め立てた。

　ごりゅっ、ぐちゅ、といやらしい音を立てながら、最奥が何度も穿たれる。

　どんどん強く、激しくなるその抽送と背後から聞こえる獣じみた呼吸に、匡樹もまたひどく興奮状態にあるのがわかった。

「ぁあうっ、ン、あぁっ……」

　尻肉を鷲掴みにされ、ゴツゴツと遠慮のないピストンが繰り返される。

　普段はもっと花恵のことを気遣うような動きをする彼が、痛いほどにその肌に掴みかかり、荒い息を吐きながらひたすらに腰を振っていた。

「ッ――花恵」

　獰猛な獣のような、低い唸りが鼓膜を焦がす。

　常にストイックな彼がここまで欲望を露わにしたところを、花恵は見たことがなかった。

　ぐいっと尻肉を大きく拡げられると、より奥深くまで尖端が届くような気がする。後孔まで刺激を覚えるほどの力強い動きに、花恵は白い喉を晒して切なく喘いだ。

「い、ッ……ぁ、あっ」

　狂おしいほどの抽送を受けた花恵が、肌に鋭い痛みを感じたのはその時だった。

　後ろから覆い被さるように彼女を組み敷いていた匡樹が、犬歯を花恵の肩に食い込ませる。

「ッあ――い、たぁ」

　思わず悲鳴を上げてしまうが、その痛みとてすぐに快楽に置換されてしまう。

　ふるふると首を横に振って痛みと悦楽のあわいを堪能していた花恵の耳元で、匡樹がふーっ、ふーっと熱い息を吐き出した。

　ぢゅぼぢゅぼと音を立てながら更に奥を穿とうとする動きに、花恵は耐えられなくなって甘い悲鳴を上げる。

「ああっ！　や、ァんっ！　だめぇっ……わ、たし――」

　イったばかりなのに、また激しい快楽の奔流に飲まれてしまいそうになる。

（匡樹の顔、見たい……）

　それに、後ろ向きだと彼が今どんな表情をしているかもわからない。

　空腹の獣のように低く喘ぐ声は、彼が自分で感じてくれていることを教えてくれる。

　だが、その時匡樹がどんな表情をしているのか――どんな風に自分を貪っているのかが知りたくて、花恵はゆるゆると頭を振った。

「匡樹……お願い、まって――ね、待って」

　ようやく言葉を発すると、唇の端から飲み込みきれなかった唾液がボタボタとシーツを汚した。

「……どうした。いや……痛かったか。悪い」

　夢中で花恵の体を貪っていた匡樹が、その声でようやく動きを止めた。

　動きを止めた匡樹はまだ呼吸が荒く、それだけ彼がひどく感じ入っているということは理解できた。

　けれど、それでもその顔が見たい。

　花恵は喘いでカラカラになった口をなんとか動かして、彼にお願いをすることにした。

「少し痛いけど……それより、顔が見たいの。匡樹のことちゃんと見たい……から、後ろからじゃなくて……」

　喘鳴混じりの声でそう懇願すると、匡樹は一度だけ咳払いをしてゆっくりと花恵の背筋をなぞった。熱っぽい肌を這う指の動きに、くすぐったさがこみあげてくる。

「ぅ、ン……」

「……動かして大丈夫か」

　こくんと頷くと、匡樹は一度深く息を吐いてから花恵の体を抱き上げた。

「ん、ぁ……」

　まだ胎内に居座っている彼自身を軸にして、花恵はぐるりと体の向きを変えられる。そうされると、また膣内が切なく疼いて彼を締めつけた。

「ッ……どう、だ」

　はぁっと息を吐き出す匡樹の姿は、凄艶そのものだった。

　髪は汗で濡れて額に張りつき、しなやかな筋肉もどこかしっとりとしている。

　大好きな切れ長の瞳は、隠しきれない情欲をギラギラと宿して、まるで捕食寸前の肉食獣のように花恵のことを見下ろしている。

「……こっちの方が、いい」

　匡樹の顔がちゃんと見えることで、心なしかホッとする。

　顔も見えない状態で後ろから抱かれるのもいいが、やはり好きな人の姿をしっかりと目に焼き付けておきたかった。

「そうか――俺も、花恵の可愛いところをもっとたくさん見たい」

　小さく笑った匡樹は、そうして花恵の手をぎゅっと握ってくれた。

　汗ばんだ手のひらから溶けてしまいそうになってしまうが、今はただその熱が心地好い。

「あ、ぁ……」

　先ほどまでの激しい動きとは打って変わって、今度は緩慢な動作で匡樹が自身を引き抜いた。

　かと思うと、花恵の体を揺さぶるように浅い位置で律動を繰り返し、わざと大きな水音を立ててくる。

「んぅ、ぁ――は、ぁっ……！　あ、ぁ……気持ちいい……」

　深く責め立てるようなピストンではなく、浅い場所で戯れるように繰り返される動きは、丁度いい具合に快楽を高めていく。

　軽く突き上げられて豊かな乳房を揺らした花恵は、自ら口を開いて彼にキスをねだった。

「ね、匡樹……キスして。お願い……」

　幸せで、愛しくて、泣いてしまいそうだ。

　体はとっくに限界を迎えるほど感じ入ってしまうのに、貪欲な心が彼を求めてしまって止まない。

　花恵の懇願を聞き届けた匡樹は、その唇に噛みついて乱暴なまでに咥内を暴き立てる。

　頭の中で重なる二つの水音に翻弄されながら、花恵は彼の口腔愛撫を幸福な気持ちで受け止めた。

「んぁ、ぅ……んっ……ふぁ、あっ」

　たっぷりと絡まり、どちらのものかもわからない唾液が、頬のラインを伝ってこぼれ落ちる。

　その間にも匡樹の律動は徐々に激しさを増していて、力強く突き上げられる度に花恵の乳房がふるふると揺れた。

「ぁンっ、ん……っくふ、こ、匡樹……」

　彼を抱きしめたいのに、連続で絶頂を極めた花恵の体はいうことを聞いてくれない。

　無尽蔵と思えるような体力を有する匡樹は、そんな花恵の体をガツガツと穿ってきた。とめどなく溢れる愛蜜を奥へと押し込み、掻き出して、泡立つほどの勢いでピストンを繰り返す。

「ぇあ、あっ――ンんっ！」

　柔らかく匡樹を包み込む媚肉が、擦りあげられる度に喜悦を伝えてくる。

　また絶頂が近い――それも、先ほどとは比べものにならないくらい大きな波が押し寄せようとしているのを、花恵は直感していた。

　張りのある肉体同士が重なり合う音を遠くで聞きながら、せり上がってくる不安に頭を振る。

「や、ぁんっ！　あ、あ――変に、わたし……ァっ、おかしくなっちゃ、ぅっ……」

　体はとっくに限界を凌駕している。

　繰り返す絶頂に視界はぼやけ、それでも匡樹のことをじっと見つめながら、花恵はこみあがってくる不安を吐き出した。

「おかしくなって、いい。俺の前でならどんな風になってもいいから――」

　これ以上気持ちいいと、本当に変になってしまうかもしれない。

　そんな花恵の不安をほぐすように、匡樹の大きな手のひらが頭を撫でた。

「っふ、ゥ……」

　強い突き上げはそのままだが、熱い手のひらで触れられるとどうしてだかひどく安心する――花恵は深い息を吐いて、重たい腕を持ち上げた。

　広い背中を抱きしめると、途方もない安心感がこみあげてくる。

「ぁあ――好き、だいすき……匡樹、ッあ、あぁ！」

　がくがくと揺さぶられ、気持ち良い場所を何度も何度もノックされた花恵は、匡樹の名前を呼びながら忘我の極地へと押し上げられる。

　パッと目の前の景色が眩んで、花恵は歓喜の声を上げながら絶頂を極めた。

「あぁっ、あ――ンっ、ひぁ、あっ……！」

　ごちゅっ……と強く奥を穿たれ、花恵の意識は一瞬霧散する。

　目を見開いて極上の快感に溺れた花恵は、しばらくぼんやりとした意識の淵から戻ってくることができなかった。

「花恵――花恵っ」

　彼女を現実に引き戻したのは、切なく掠れた匡樹の声だ。

　深い絶頂を味わった花恵の蜜路は、吐精を求めてきゅうきゅうと彼を締めつける。それに呼応するようにして、匡樹は何度か腰を打ちつけた後に小さく呻いた。

「っ……は、ぁっ……」

　彼が震える息を吐き出した瞬間、ずるりと雄茎が引き抜かれた。

「ぁ……」

　勢いよく引き抜かれた肉茎が、逆に媚肉を刺激してしまう。

　その甘い刺激に声を漏らした花恵は、かくんっと腰を揺らして目を細める。今は匡樹から与えられるものなら、ちょっとした刺激だけで蕩けてしまいそうだ。

「んぅぅっ――」

「ぐ、ッ……」

　肉楔を抜かれる動きで、花恵の膣窟は彼を逃がすまいと更に収縮する。

　歯を食いしばって低い声を漏らした匡樹がようやくそれを完全に抜き出しても、蜜口はくぽくぽと淫らにうごめいていた。

「あ――は、く……花恵……」

　ぐちゅう、と粘っこい音と一緒に名前を呼ばれて、花恵は思わず視線を下げた。すると、赤黒く怒張した匡樹の肉竿を、彼自身がその手で扱いているのが目に入ってしまう。

「ッは、ぁっ……」

　切羽詰まった様子で激しくそれを扱きあげる様子に、つい視線が釘付けになってしまう。

（男の人って、こういう風にするんだ……）

　ごくっと喉を鳴らしてその様子を眺めている花恵に、匡樹がちらりと視線を向ける。

　切れ長の瞳はギラギラした欲望で塗りつぶされていて、その目に射すくめられただけで体がぶるっと震えてしまう。

　色っぽい視線を花恵に向けたまま、匡樹は獰猛な呼吸を繰り返しながら己の半身を何度か刺激した。

「っ、ぁ――」

　ぬちぬちという粘着質な音と共に唸るような声が聞こえると、肉棒の尖端からは白い液体が吐き出される。

　その次の瞬間には、白い欲望が花恵の腹の上に飛び散っていた。

「んぁ、あ――……ァ、あっ……」

　肌の上に吐き出された白濁の熱を感じて、花恵もぶるっと体を震わせる。

　ややあって、体の上に飛び散ったものは匡樹が処理してくれたが、体が綺麗になっても未だに身中の熱はくすぶり続けていた。

「花恵――抱きしめてもいいか」

「うん、ぎゅってして……匡樹とくっついて寝たいの」

　ベッドの上で脱力した匡樹が花恵の体を抱きしめると、二人はどちらともなく笑い合った。

（このまま、とけちゃいそう……）

　ぎゅっと抱き合って、本当にひとつになってしまいそうだ。

　汗だくの体を更に密着させていると、疲労感と心地好い温かさで花恵の目蓋が下がってくる。

「寝るのか？」

「んー……うん……今度は、勝手に帰ったりしないよ。……匡樹」

　少し不安げな声を出す彼の背中を、ぽんぽんと叩く。自分で刻むそのリズムで眠ってしまいそうになりながら、花恵はもう一度、万感の思いを込めて彼の名前を呼んだ。

「だいすき」

　舌っ足らずにそれだけを呟いた花恵は、深く息を吐いた。

　このまま眠ってしまおう――そう、体から力を抜いた花恵の頬に、温かくて柔らかいなにかが押し当てられる。

「……愛してる」

　小さな、けれど強い想いが込められた言葉が鼓膜に届いたのは、花恵が眠りへと落ちていくほんの少し前のことだった。

 






第三章　二人で一緒に








「花恵ちゃん、明日お休み？」

「はい、この前描いた朗読会の絵は事務室に置いてあるので、飾っていただいて大丈夫です」

　匡樹と花恵が交際を始めて、数週間が経った。

　いざ付き合ってみると、十年の空白期間が嘘のように居心地がいい。今日も彼が家にやってくるので、仕事を終えた後は夕飯の食材を買いに行く予定だった。

「そうだ、花恵ちゃん。これって見たことある？」

　帰る準備を進めていると、不意に安藤からそう声をかけられる。彼女から手渡されたのは、雑誌の切り抜きと思われる一枚の紙だった。

「え？　……絵本の、コンテストですか」

「花恵ちゃんって、絵本作家になるのが夢なんでしょう？　雑誌の広告でたまたま見かけて、ふと思い出しちゃって」

　思わず声が低くなって、体が強張る。

　安藤が持っていたのは、出版社主催の絵本コンテストだ。応募要項に軽く目を通すと、アマチュアの応募に限定したそれは、入賞すると出版の可能性もあるという。

（描いた作品は、まだあるけど……）

　毎年決まった賞に応募していた花恵だったが、それ以外にもいくつか自分で絵本を描いていた。

　今まで出していたコンテストはテーマが決まっていたから、必然的にそれに合わせたものを描いてきたが、今回はテーマが設定されていない。それならば、今すぐ応募できる作品のストックがある。

「あ、ありがとうございます。色々確認してみますね」

「うん、応援してるからね！　頑張って」

　そう励まされるように肩を叩かれて、花恵は曖昧な笑みを浮かべて頭を下げた。

（もう、諦めきれてるって思ってたんだけどなぁ……）

　花恵も、あと数年で三十歳になってしまう。

　その年になってまで子どもの頃からの夢を追いかけたままでいいのかと思って夢を諦めようとしていたが、いざチャンスが目の前にあるとわかった途端、胸の内側がざわざわと騒ぐ。

「……お疲れ様です」

　なんともいえない感情を胸に抱いたまま、花恵は図書館を後にした。

　帰りがけにスーパーで買い物をして、今日の夕飯に使う食材を買っている時も、頭の中は先ほどのコンテストのことでいっぱいだった。

（どこかで区切りを付けなくちゃいけないのはわかってる……でも、本当にそれでいいの？）

　努力を積み重ね、とうとう自分の夢を叶えた匡樹の存在が近くにあるからなのか、ようやく諦めようとしていた夢をなんとか掴もうと足掻く自分がいる。

　好きな本に囲まれて仕事をしている自分は恵まれている――そう言い聞かせようとしても、どこかで「次こそは」と思っていることに気づいてしまった。

「……もう、やめようって思ってたのに」

　帰宅しても、花恵の悶々とした考えは消え去ることはなかった。料理を作り終えて彼がやってくるのを待ちながら、花恵はストックしてあったいくつかの作品を本棚から取りだした。

　星の間を飛び回るペンギンの話に、クジラと海鳥が一緒に旅をする話――思い入れが深い作品を眺めていると、なおのことその夢を振りほどくのが難しくなる。

　その時、軽快にインターホンが鳴り響いた。

「っ、はぁい！」

　気づけば、もう匡樹がやってくる時間だ。

　手に持っていた絵本を置いて、慌てて部屋の鍵を開ける。すると、そこには私服姿の匡樹が立っている。

「あれ、私服だ」

「埃っぽかったから着替えてきた。……スーツの方が良かったか？」

　ＳＰとして要人警護の職にあたる匡樹は、普通の警官のような制服は着ていない。

　その体格を目立たせる黒いスーツが仕事着なのだが、訓練でそれが汚れてしまったらしい。

　どこかそわそわしたような姿の匡樹に、花恵はぱっと表情を明るくした。

「スーツの匡樹って、あんまり見慣れないからなぁ……」

　仕事でそうした服装をしている分、彼の私服はラフなものが多い。

　背も高く引き締まった体をしているので、きっと似合うだろう。そう思いながら、花恵は彼の荷物を受け取った。

「お疲れ様、ごはんできてるよ」

「ん……なんか、全部作ってもらってごめん。花恵も今日、仕事だっただろ」

　ネクタイを緩める匡樹が申し訳なさそうに眉尻を下げるので、花恵は両手を振って笑みを浮かべた。自炊は大学時代からしているので、もう苦には感じない。

「これくらい大丈夫だよ。ごはん作るの、嫌いじゃないし」

　今日の夕飯は、ポトフとトマトソースのチキンソテーだ。サラダと、常備菜で作ってあった煮卵も付けておく。デザートには、フルーツソースをかけたヨーグルトも用意してある。

「すげぇ……」

　思わず感嘆の声を漏らす匡樹に、花恵はなんていうことはないと首を振った。

「今日作ったのはポトフとソテーだけだよ」

「……まず俺には作れないから。そりゃ多少は作るけど、炒めて終わりとかだし」

　そう言いながら食卓に着いた匡樹は、ゴクッと喉を鳴らして両手を合わせた。

「食っていい？」

　目を輝かせながらそう尋ねてくる匡樹に思わず吹き出して、花恵はフォークを手渡した。

「めしあがれ。ポトフはおかわりあるから、好きなだけ食べてね」

　その外見に違わず、匡樹はよく食べるタイプだ。

（出したものは全部食べてくれるし、張り合いあるなぁ）

　肉の付いていない両頬を白米で膨らませているところは、ちょっと可愛いとすら思える。

「そういえば今日、内海さんに話を聞いたんだけど」

「内海さん――あぁ、飲み会の時の！」

「そう。あの人、花恵の友達と付き合うことになったんだって」

「え、里穂と？　な、なにも聞いてない……」

　内海は匡樹の先輩で、ＳＰとしての勤務歴も彼より長い。

　飲み会で初めて会ったときは優しげな印象だったが、彼も匡樹と同じように剣道の熟達者なのだという。

「うん、それが内海さんから告白したらしくて……その、俺と花恵のことも話したんだけど」

　これまである意味個性的な男性陣とばかり付き合ってきた里穂が、警視庁所属のＳＰと付き合うことになったというのは素直に嬉しい。

　後で里穂に電話をしてみようと思っていると、匡樹はぽりぽりと自分の頬を掻いた。

「内海さん、幸せそうだったけど……俺も、ちょっと雰囲気が変わったって言われて」

「怒られたの？」

「いや、浮ついてるとか、そういうことは言われてない。ただ、雰囲気が柔らかくなったって。それで……色々、考えてたんだけど」

　思えば、匡樹は自分の夢を叶えるために邁進してきた。

　恋人も作らず、ただＳＰという職務に全力投球してきたところはストイックであるが、どこか余裕がなさそうに見えたのかもしれない。

「お前のおかげかも」

「わたしの……？　そ、そうかな」

「花恵の側にいると、気持ちが落ち着くんだ」

　口に含んでいたチキンソテーを飲み込んでから、匡樹はそう言って微笑んだ。

　面と向かって彼にそう言われると、どうしても照れてしまう――花恵は頬が熱くなるのを、なんとかごはんを押し込んでごまかした。

「でも、よかった……里穂、人に甘えられるタイプじゃないって言ってたから」

「その辺は花恵にも言えることだろ」

「え？」

「自分で考えてること、結構花恵は内側に溜めがちだと思う」

　確かに、思っていることをなんでも口に出してしまうような性格ではないという自覚は花恵にもある。

　ただ、そこまでなんでも溜め込んでいるつもりはない。そう言おうとすると、匡樹は笑って花恵の肩を軽く小突いた。

「じゃなかったら、酒飲んであそこまで色々介抱されないだろ」

「そ、それは忘れて……！」

　再会した日のことを突かれると、花恵は反論ができなくなってしまう。

　ずるいと口を尖らせる花恵に、彼は目許をやわらげてからふとなにかに視線を向けた。

「そういえば、これ……花恵が描いた絵本？」

　彼が指差した先にあったのは、先ほど花恵が片付け忘れていた絵本たちだ。

　ハッとして顔を上げた花恵は、慌ててそれをしまおうと椅子から立ち上がる。

「あ、それは――もういいの」

　もう、夢のことは忘れてしまいたい。

　年齢を理由にしてそれを諦めようと決めたのは、他ならぬ花恵自身だ。これ以上未練がましく執着するのはやめたい――そう思っていたのに、匡樹はそれを拾い上げてパラパラとめくりはじめた。

「絵本は、もう描いてないのか？　コンテストとか、あんまり詳しくないけど……漫画みたいに、そういうのに出すんだろう？」

「……コンテスト、落選したから」

「そうなのか……？　やっぱり、俺は花恵の描く絵とか話が好きだけど――このペンギンのやつ、高校生の時も描いてただろ。覚えてるぞ」

　確かに、彼が言っているペンギンの話は花恵が趣味でずっと描き溜めていたものだ。

　一人ぼっちのペンギンが、海の中や空の上、果ては星々の間を旅して友達を作るというストーリーは、ありきたりと言われるのが怖くてコンテストには一度も出したことがない。

「これ、出してみればいいのに」

　恐らく、匡樹は気軽にそう言ったはずだ。

　彼に悪気は一切ないのはわかっている。むしろ、いい出来なのだからと親切心でそれを進めてくれることも、痛いほど理解できた。

「そ――そんなこと、簡単に言わないでよ」

　けれど、花恵の口から出てきたのはそんな言葉だ。

　思いの外冷たくなった口調に、匡樹が驚いて目を見開く。

「でも、お前の夢なんだろう？　ずっと……絵本作家になりたいって言ってた夢は、もう諦めたのか？」

　その言葉が、ナイフのように突き刺さってくる。

　年齢制限があるコンテストを、何年も挑戦し続けた。

　最初のうちは、来年こそ絶対に入賞すると意気込んでいたが、自分よりも若い入賞者が出たり、タイムリミットが近づくごとに怖くなっていったのだ。

　人より少し絵が得意なだけで、自分にはそれ以外なんの才能もないのだと、何度も目の前に突きつけられているような気分になった。

「匡樹はすごいよ。たくさん訓練をして、勉強もして――それで自分の夢を叶えたんだから。でも、わたしはそうじゃなかった」

　箸を置いて、花恵は深く息を吐いた。　

　自分が知っているのは、今の匡樹を形成しているほんの一部分に過ぎない。

　本当に彼がどれだけ血の滲むような努力をしてきたかだなんてわからないのに、そんな言葉を吐き捨てようとする自分がひどく醜いもののように思えた。

「実力も才能もない――何年もかかって、たくさん悩んで、結局最終選考止まりで……その度に、自分の作ったものが無価値だって判断されるの」

　体と一緒に、声も小刻みに揺れる。

　一度堰を切って溢れてしまった言葉は止まることなく、花恵は自分ではない誰かが唇を動かしているような感覚さえ覚えていた。

「わたしは、匡樹みたいになれなかった……！」

　いつしか花恵は、自分が描きたいものがなにであるのかもわからなくなっていた。

　過去数年の受賞者の傾向を調べたり、題材に似通っているものがないかと研究を重ねてみたが、それを模倣して描いた作品を並べると、本当にそれが良い物であるのかどうかの判断がつかなくなる。

（わたし……何を言ってるんだろう……匡樹を傷つけるようなこと……）

　溢れ出した気持ちを吐き出した花恵は、我に返って口元を押さえた。

「……ごめん、匡樹。こんなこと言うつもりじゃ――」

　これではまるで、匡樹の努力を頭から否定してしまっているようだ。

　彼だって、花恵が簡単に想像できないようなことをしてきたはず。それがわかっているのに、こんな物言いをすれば彼を傷つけてしまう。

「ごめん……本当に」

「いや、大丈夫だ。それに、俺も無神経だった」

　それでも、匡樹は自分が悪かったと頭を下げてくれる。それすらもいたたまれなくなって、花恵はきゅっと唇を噛んだ。

　――なんだか、自分がひどく惨めに思える。

「匡樹――今日は、もう」

　今日はこれ以上一緒にいても、会話もろくにできそうもない。これ以上、彼を傷つけてしまうようなことも言いたくなかった。

　ゆるく頭を振ると、匡樹もそれを察してくれたようだった。食器を片付けた彼は、自分の荷物を持って家へと帰っていく。

（最低だなぁ、わたし……）

　思えば、匡樹と再会してから空回りばかりをしている。

　彼に悪いところなんて一つもないのに、勝手に自分と比べては惨めな気持ちになった。

　夢を叶えた彼を誇らしいと思う気持ちと、羨ましいという気持ちがせめぎ合う。

「匡樹はいつも、わたしの夢を応援してくれたのに……」

　両親にすら応援してもらえなかった夢を、最初に信じてくれたのは彼だった。

　通っていた学校の先生にだって、花恵には進学後堅実な職についてほしいといわれていたし、市役所に勤めている父にもいい顔はされなかった。

　唯一、匡樹だけが全力でその夢を応援してくれていた――それなのに、花恵はそんな彼の声援を無碍にしてしまったどころか、彼の努力そのものを否定するようなことを言ってしまったのだ。

（最初は、すごく嬉しかった。匡樹が夢を叶えたって知って……でも、どうしてこうなっちゃったんだろう）

　夢を追って別れてしまった後も、彼のことは折に触れて気になっていた。

　だから、彼に再会したときは本当に嬉しかった。

　難関中の難関と言われるＳＰの試験に合格し、夢だった職務に携わっている彼のことを、素直に誇らしく思えていたのに――交際を始めてから、次第にそれが羨望に変わっていたのかもしれない。

「わたしだって、本当は諦めたくなんか……」

　床の上にそっと置かれていた、自分の作品を拾い上げる。

　几帳面な性格の匡樹らしく、数冊あるその作品はすべてしっかりと積み重ねられていた。そんなところにも彼の真面目さが滲み出ていて、こんな状況だというのに頬が緩んでしまう。

「……諦めたく、ないな」

　匡樹が言っていたことは、すべて図星だ。

　自分で思っていること、考えていることを内側に溜めすぎて、そのうち爆発してしまう――夢のことだって、自分で勝手に諦めると決めてしまったことで彼に八つ当たりをした。

　彼が正しいことを言っていたから、余計に責められているような気持ちになったのかもしれない。

　一度抱いた夢を諦めなければならない決まりなんてどこにもない。

　それを匡樹は教えてくれたのに、花恵は彼の言葉をろくに聞こうともせずに拒絶してしまった。

「匡樹に謝らなくちゃ……」

　力無く呟いてテーブルの上の電話を手に取ってみた花恵だったが、連絡先に登録されている彼の名前を選ぶことができない。

　ひどいことを言ってしまったから、今頃は怒っているかもしれない。

　もしかしたら、このまま彼と破局という可能性もある――そんな不穏な想像に、花恵は思わず口の中の唾液をごくりと飲み干した。

「……どうしよう」

　そんな声がこぼれ落ちたが、自分でやってしまったことは自分で責任を取らねばならない。

（ちゃんと、謝らないと。こういうのは時間が経つほどに拗れちゃうっていうし……）

　意を決して彼の名前を選択し、電話をかけてみる花恵だったが、何度コールを鳴らしても彼は電話に出てはくれなかった。

　そのうち夜も更けてきて、とうとう彼には連絡がつかないまま、日付が変わろうとしている。

「匡樹、やっぱり怒ってるんだ」

　あんな風な物言いをしたのだから、当然といえば当然かもしれない。

　それでも、一度だって匡樹と喧嘩らしい喧嘩をしたことがない花恵からしてみれば世界がひっくり返るような大騒ぎだ。

（また、別れるってことになっちゃうかも。そうしたら――きっと今度は、もう元には戻れない）

　結局、今日中に彼に連絡を取ることは無理だと判断した花恵は、頭を冷やすために眠りに就くことにした。

　明日は休みをもらっていて、本当は明日非番のはずだった彼と遅くまで映画を見る予定だったのだ。

　けれど、その未来はもう訪れないかもしれない。

（前は、一人でも全然寂しくなかったんだけど……）

　冷たいベッドに潜り込んだ花恵は、体を丸めて深い息を吐いた。

　もっと素直になれていれば、こんなことにはならなかった。

　そんな後悔が頭をもたげてきて、どうにも眠れそうにない。

「明日、匡樹にちゃんと謝れますように……」

　祈るように呟いた言葉は、布団の中に吸い込まれていく。

　結局花恵はほとんど眠ることができないまま、ただ目を瞑って朝までの時間を過ごした。

　いつもより早起きをして朝食を作ろうと思っても、二人分の用意がしてある冷蔵庫の中身を見るだけで心が痛む。

「今の時間じゃ、さすがに寝てるかなぁ」

　朝の六時三十分――仕事であるならまだしも、非番の日はまだ眠っているかもしれない。

　電話の履歴を見ても彼からの着信は一件もなくて、花恵は昨日の自分がいかに彼を傷つけてしまったのかを痛感した。

「いっそ、これが夢だったらいいのに……」

　厚切りのトーストも、彼が好きなアプリコットのジャムも、今は食べる気にならない。

　リビングのソファの上で膝を抱えながらぼんやりとニュースを流していると、昨日の夜首相官邸の近くに不審者が現れたという話が取りざたされていた。

（こういうところで、きっと匡樹みたいな人たちがたくさん動いているんだろうなぁ……）

　不審者は深夜に逮捕されたというが、こういう人物から警護対象を――文字通り体を張って護るのがＳＰの仕事だ。

　時に命がけであるその職務に、匡樹は誇りを持っている。

　その誇りを、花恵は自らの言葉で傷つけてしまった。

「匡樹……」

　思えば、ずっと彼には迷惑をかけてばかりいる。

　再会したタイミングが悪かったのか、もしかすると十年前よりずっと手がかかる人間になったと思われているかもしれない。

　キャスターがニュースを読み上げる声がぼんやりと聞こえてくるのにも耐えられなくなって、花恵はそっとテレビを消した。

「だめだ――」

　考えても考えても堂々巡りで同じところに思考が行き着くだけだ。

　時間を変えてもう一度だけ彼に連絡しよう。それで彼から連絡をやめろと言われれば、その時はきっぱりと引き下がるしかない。

　そう思い至った花恵は、昨日本棚にしまいこんでいた絵本を数冊取りだした。

　もう何年も前から描き溜めている、ペンギンの冒険譚――安藤からもらった応募要項を確認すると、締め切りまではまだ時間がある。

　作品をブラッシュアップさせて、投稿用に練り直すくらいはできるだろう。

（今は、わたしにできることをしよう……！）

　ぐっとお腹に力を入れて、画材を広げていく。

　彼が好きだと言ってくれた話は、花恵にとっても特別な思い入れがある作品でもある。

　丁寧に構成から見直して、絵も描き直そう。今の自分が一番納得ができる形になるまで何度でも練り直す――それくらいの心持ちで、もう一度だけ夢に向かいあってみたい。

　ストーリー用のノートにペンを走らせながら、花恵は物語の海の中へと没入していった。
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「え、く、暗い……」

　目の前の絵が見にくい。そう思って顔を上げると、既に部屋の中は薄暗くなっていた。

　いつの間にか作業に没頭して、時間を忘れていたらしい。部屋の時計は夕方の六時前を指していた。

　昼食を食べることすら忘れていたらしく、時間を思い出せばお腹も減ってくる。

　情けない音を立て始めた胃のあたりを擦りながら、花恵は大きく息を吐いた。

「でも、ストーリーはこれで進んだし……後は、絵の方か」

　一気に作業を進めたせいで、体のあちこちが痛い。それに、匡樹に連絡を取るはずだったのに、それもできないままになってしまった。

　もう一度、彼からの連絡はきていないかと液晶画面に目を落とすが、あいにくと匡樹の名前はそこに並んではいなかった。

（やっぱり――もう、許してはもらえないのかな）

　電話を握りしめて、花恵はきつく目を閉じる。

　面倒な女だと思われただろう。甘んじて誹りは受けるつもりでいたけれど、話もできないのはなかなか苦しいものがある。

「もう一回だけ、電話してみても……」

　そう、最後に一度だけ匡樹に連絡をしようと通話ボタンを押す――その時だった。

　マンションの外階段を、すごい勢いで駆け上がってくるなにかの音がする。普段はそんな激しい音を立てる住人もいないので、花恵は体を強張らせて息をのんだ。

（な、何……）

　ふと、朝に見たニュースが頭をよぎる。

　不審者、凶悪犯、強盗立てこもり――不穏な言葉が頭の中を駆け巡っていく中、足音はどんどん花恵の部屋に近づき、そして止まった。

「宅配便、ってわけでも……」

　急に静かになった外廊下には、確実に誰かがいる。

　昨夜匡樹が帰ってから、戸締まりは十分だっただろうか……そんな不安を胸に、花恵は玄関に向かった。

　すると、まるで狙ったかのようなタイミングでインターホンが鳴り響く。

「ッひ、ぃ」

　情けない声が口からこぼれて、花恵は慌てて自分の口を押さえた。

　鍵とチェーンはしっかりとかけられていたが、先ほどの音を立てた張本人が外にいると思うと、体が竦んでしまう。

「ど、どちら様ですか……」

　こんな時、匡樹が側にいてくれたらこれほど怯えなくてもよかっただろう。

　情けないほどに震えている声が扉の向こうに聞こえているのか、外の人物は花恵の呼びかけに対して応えてはくれない。

「あの――」

　もう一度だけ呼びかけて、返答がなければ黙っていよう。相手が気づいていないなら、居留守を使ってやりすごしてもいい。

　そう決心して、再度声を出す。

「花恵ッ！」

　次の瞬間に聞こえてきたのは、聞き慣れた低い声だ。焦ったような声音のそれは、昨日から花恵がなども焦がれていた――匡樹のそれである。

「匡樹……本当に匡樹なの？」

　ドアの向こう側から、ゲホゲホと激しく咳き込む音が聞こえてくる。

　慌ててチェーンと鍵を外した花恵がドアを開けると、そこには少しくたびれたスーツ姿の匡樹が立っていた。

「え、っと……ど、どうした」

「着信、気づかなくて……本当に、さっき見て、それで走ってきた……」

　ゲホッと大きく噎せた匡樹を部屋に招き入れて、冷たい水を用意する。どうやら彼は、勤務先から電車に乗り、駅からここまで全力で走ってきたらしい。

　花恵から水を受け取った匡樹はそれを一息で飲み干すと、深く息を吐いた。

「悪い……驚かせただろ」

「ううん、ちょっとびっくりしたけど」

　匡樹でよかった。

　そう、吐息混じりの声が花恵の喉を揺らす。

「仕事だったの？　今日は非番って聞いてたから……」

「緊急で呼び出しがかかった。その、官邸の方で色々あったって、ニュースでやってたの見たか？」

「あぁ……不審者、だっけ」

　朝方のニュースで、官邸近くに出没していた不審者を捕らえたとのニュースは見た。まさかその逮捕に彼が関わっていたのだろうか。

「匡樹が捕まえたの？」

「いや、俺たちはあくまで身辺護衛だから、逮捕したのは別の部署……ただ、もしものことを想定して緊急の要請が出たんだ。結果として大きな騒ぎにはならなかったから、さっき帰ろうとしてたんだけど――」

　当然のことだが、彼の勤務中は連絡を確認することなどはできない。

　昨日の夜から呼び出しを受けて官邸に向かっていたのならば、確かに花恵の連絡を一度も確認できなかったというのも納得がいく。

　それどころか、彼は恋人からの連絡に気がついてから、すぐにここまで来てくれたのだ。

「……ごめん、仕事だって知らなくて」

「急に呼び出されたことだし、俺もなにも言っていかなかったから……こっちこそ、一度も連絡できなくて悪かった」

　二人の間に、しばしの沈黙が流れる。

　ややあってから、その静寂を打ち破ったのは花恵の方だった。

「わたし……他にも謝らなくちゃいけないことがあるの。昨日のこと――匡樹はずっと、わたしのことを応援してくれていたのに」

　彼の厚意を突っぱねて、更にその誇りを傷つけるようなことを言ってしまった。

　許されるとは思っていないが、せめて謝罪だけはさせてほしい。

　きつく拳を握りしめて深く頭を下げた花恵に、匡樹はふるふると首を振った。

「俺だって……本当に無神経だった」

　そっと、匡樹の指が花恵の指に触れる。

　ぎゅっと握りしめられたそこを解くようにして、彼は低く落ち着いた声で謝罪を口にした。

「あれから色々考えてたけど――俺がもし逆の立場で、同じ事をお前に言われてたら……多分、お前のことを許せなくなってたと思う。昨日の俺は、すごく傲慢だったよな」

「そんな――」

「夢を追えって、他人に言うのは簡単だよな。俺もそういうこと、何度も言われてきたのに……」

　眉尻を下げ、申し訳なさそうな表情を浮かべる匡樹は、それから花恵のことをぎゅっと抱きしめてくれた。

「それに、その……う、内海さんにそのことを話したら、このまま見限られてもおかしくないって言われて……」

　逞しい腕で強く花恵の体を抱きしめた匡樹は、耳元で震える息を吐いた。

「それだけは絶対に避けたくて……せっかく花恵とまた会えたのに、離ればなれになるのだけは……」

「わ、わたしだって――匡樹のこと、怒らせちゃったって思ってた」

　彼の広い背中に腕を回してみると、彼は小さく笑った。

　怒ってないよ、と、抱きしめる腕の強さが少しだけ緩んだ。

「俺たち、こんな風に喧嘩とかしたことなかったもんな」

　花恵を抱きしめる手をほどいた匡樹が、そういって頬を掻いた。確かに、お互いの意見をこうしてぶつけあったのはこれが初めてかもしれない。

「匡樹が言ってたこと、本当だったね。わたし……自分で考えてることを、ずっと溜めがちだっていうの」

　結局それで互いにすれ違ってしまっては元も子もない。

　花恵がそう言うと、匡樹はそんなことはないと首を横に振った。

「我慢強いところとか、しっかりしてるところは花恵の美点だと思うし――俺も、結構考えなしで色々喋るから……そこは、花恵が叱ってほしい」

　そうお願いされて、花恵はこくりと頷いた。

　昨晩の衝突を経て、ようやく自分たちはお互いを補うことができるようになった気がする。離れている間の苦しさも、抱きしめられたときの安堵感も、あらためて感じることができた。

「ただ、これだけは聞いてほしいんだけど」

　そう、真剣なまなざしで匡樹が花恵の顔を覗きこむ。

　精悍な表情で見つめられるとどきっとしてしまうが、花恵はそれを飲み込んで彼の言葉を待った。

「俺は、花恵の描く絵本が好きだし――その夢は、追える限り追ってほしいって思ってる。花恵が描く世界は……優しいっていうか、たくさんの人に勇気とか、感動を与えるものだと思うから」

「……うん。そのことで、ちゃんと匡樹に言っておかなくちゃいけないことがあるんだ」

　花恵は、安藤からもらったコンテストの切り抜きをそっと彼に差し出した。

　年齢制限もテーマの指定もない、アマチュア限定の絵本コンテスト――今までのものよりも門戸が広がっている分、勝ち残るのは難しくなるかもしれない。

「匡樹が好きって言ってくれた話を、このコンテストに出そうと思ってるの」

　それでも、夢を追いかけたい。

　その決意を告げると、彼は大きく目を見開いた。そして驚いたその顔が笑顔に変わると、匡樹はもう一度花恵のことを抱きしめた。

「本当か……！」

「わ、く、苦しい……！」

「応援する。俺にできることがあったら、なんでもするから……その、色塗りとかは、ちょっと苦手だけど」

　とにかく、それ以外ならなんでも――そう言って、匡樹はまるで自分のことのように喜んでくれた。

　心なしか鼻声の匡樹は、痛いほどに花恵の体を抱きしめて声を絞り出す。

「このまま、もう一つ言わせて」

「な、なに？」

　この流れで別れを切り出されることはないのはわかる。だが、この上で更になんの話があるというのだろう。

　疑問符を浮かべる花恵に、匡樹は通勤に使っている鞄をたぐり寄せると、その中に手を突っ込んだ。

「本当は昨日渡そうと思ってたんだ。遅くなったし、ムードとか全然ないけど……」

　そうして取りだされたのは、小さなジュエリーケースだ。

「え、っと……これは」

　一瞬、花恵の思考が止まる。さすがにその正体がわからないとは言えなかった。

　思ってもみなかったプレゼントを用意した匡樹は、何度か咳払いをしてから再度花恵に向きあった。

　緊張が滲むその表情に、思わず花恵の呼吸も止まる。

「指輪――こ、こういうのは、レストランとかホテルとかで渡した方がいいって、雑誌で読んだけど……今ここで、花恵に受け取ってほしい」

　そっとケースを開いた匡樹が、一呼吸置いて口を開いた。

「俺と、結婚してください」

　周囲の音が、すべて止まった。

　時間そのものがピタリと停止してしまったかのような感覚に、花恵はただぽかんとした表情を浮かべることしかできない。

「……花恵？」

「は、ッ？」

　ようやく彼女が我に返ったのは、匡樹に一度名前を呼ばれてからだった。

　突然の展開に頭が真っ白になってしまった花恵は、匡樹と彼の手の中にある指輪を交互に見て、それからほぅっと息を吐いた。

「い、今答えた方がいい？」

　そして、ようやく口にできた言葉がそれだった。

「できれば、今答えてほしい。ちゃんとお互いの意見をぶつけ合えた、今だからこそ」

　真摯な視線に見つめられて、息が止まる。

　確かに、この場で答えを保留にするというのは彼に対しても失礼だ――襟を正した花恵は、匡樹の目線を真正面から受け取った。

「よ……よろしく、お願いします」

　言葉を発した瞬間は、喉がつかえてうまく言葉が出てこなかった。

　だがそれは匡樹も同じであったらしく、二人でしばらく見つめ合った後、彼が脱力したように姿勢を崩した。

「っは……」

「匡樹？　大丈夫？」

「あー……うん。知らないうちにめちゃくちゃ緊張してたみたいで……断られたらどうしようって、ずっと思ってたから」

「断る？　そんなわけないじゃない……！」

　むしろ、昨夜のことがあって別れを切り出されるのは自分の方だと思っていた。

　花恵は鼻の奥がツンと痛くなるのを感じながら、脱力した匡樹の背中をそっと撫でた。

「匡樹の――お、奥さんになるってこと、だよね？」

「なってくれるなら、是非」

　その言葉を聞いて、じわじわと実感が湧いてくる。

　途方もない遠回りをして、ようやく交差した二人の道が、思いもよらない形でひとつになったのだ。まさかこの状況でプロポーズを受けるとは思わなかったから、花恵の方も心の準備が一切できていなかった。

「うん。……うん！　ありがとう、匡樹」

　小刻みに揺れる声でそう言うと、匡樹はゆっくりと体を起こして花恵の唇にキスをした。

　彼の温もりを感じると、一気に安心感が体の中を満たしていく。

（幸せすぎて、どうにかなっちゃいそう……）

　くちづけを受け入れると、そっと後頭部に手が回された。下唇を前歯で食まれたかと思うと、唾液をまぶした舌がちろちろとその場所を舐る。

「ぁう、ぅ……っく、ちゅ……」

　熱い舌がつぷりと挿し込まれ、花恵のそれにゆっくりと絡みつく。

　鼻にかかった甘ったるい声を漏らしながら、花恵はそのくちづけを享受した。

　途方もないほどの幸せを感じると同時に、狂おしく抱きしめてくる腕に体が熱く、蕩けそうになってしまう。

「ん……」

　舌先は、そろそろと探るように歯列から口蓋、柔らかな頬の内側をなぞる。

　口の中を丁寧に愛撫される度に、ピリピリとした甘美な痺れが花恵の身中を駆け抜けていった。

「ぅく、ん――」

　触れあった唇の熱さで、花恵の体からはどんどん力が抜けていった。

　逞しい腕に抱かれて、ただ無心で彼の舌を追う。角度を変えて押しつけられる柔らかな感覚も、今はただ幸福そのものを噛みしめているようだった。

「は、っ……ン、匡樹……」

　ようやく唇が離れると、彼は熱の籠もった目で花恵を射抜いている。

　先ほどまでの緊張が入り交じった視線ではなく、明らかに情欲を滲ませた視線に晒されて、花恵の肌がジリジリと熱くなった。

「もう、手加減はしなくていいな……？」

「て、手加減……？」

「そうだ。俺がこの時をどれだけ待ったか……お前に無理をさせたくないから、少し我慢してたんだ」

　その言葉に、花恵は目を丸く見開いて絶句した。むしろ、彼は今まで手加減していたというのか。

（だって、今のキスだけでも十分に――）

　体に力が入らなくなるほどのキスを『手加減』と評され、花恵の体はぶるっと震えた。

　これまで散々蕩かされた記憶が花恵の中に蘇るが、匡樹は宣言通りに花恵の体を抱え上げると、ベッドが置いてある寝室まで彼女のことを抱きかかえていってしまう。

「ふ、わぁっ！　ちょっと匡樹――重い、から」

「重くない。お前一人くらい、これだけ軽々抱き上げられるから……」

　そうして、ベッドの上に腰掛けた匡樹は、その膝の上に花恵を座らせた。

　向かいあって座るような形になった二人は、またどちらともなく唇を重ね合わせる。

「花恵――花恵、好きだ。もう、どこにも行くな。今度は絶対に、お前のことを手放したりなんかしないから」

　縋りつくようなキスの合間に、匡樹が切なく囁いた。

　鼓膜を揺らす声だけで、愛しさに泣きそうになってしまう。本当は花恵だって、ずっと彼の側にいたかった。

「離れない……もう、絶対に離れたりしない。どこにも、行ったりしないから――ァ、あんっ……！」

　焦燥感に似た切なさが、花恵の唇から声となって飛び出した。

（もう――絶対に、匡樹と離れたくない。なにがあっても、ずっと一緒にいる……）

　ひとたびでも肌が離れるのを厭うようにして、二人は幾度となく唇を重ね合わせた。

　くちゅくちゅと唾液が絡む音や、唇同士が奏でるリップ音が響く度に、花恵も夢中で匡樹の唇に吸いついていく。

「んん……ふ、ちゅ……ッ、ふぁっ」

「お願いだから、俺にもっと頼ってくれ。俺は、お前の力になりたいんだ」

　匡樹のくちづけは、やがて唇から頬、首筋へとどんどん下におりていく。

　くすぐったいような感覚に体をよじるが、それは腰を掴む彼の腕に阻害された。

　そうして逃げ場がなくなった花恵は、ひたすら唇による彼の愛撫を受け止めるしかなくなる。

「花恵……全部、俺のものにしたい」

　着ていた服を脱がせにかかっていた匡樹が、吐息混じりの声でそう囁く。

　すると花恵はゆっくりと頷いて、彼の手を握った。お互いに熱くて、今にも溶けてしまいそうなほど昂ぶっているのがわかる。

　心臓の音が、皮膚を突き破りそうなくらいに響いていた。

　きっと匡樹にもこの音は聞こえているはずだ――そう思うと、恥ずかしいような気もするし、もっと聞いてほしいような気もしてくる。

「匡樹のものだよ。わたしの、全部――」

　どうようもないほどに、花恵はもう匡樹のものだ。心も体も、彼なしではいられなくなってしまった。

「だから……もっと、触って。わたしのことを、匡樹でいっぱいにして」

　愛しい彼に、心も体もすべてを満たしてもらいたい。それこそが、今この瞬間に感じることができる花恵にとっての幸福だ。

「俺は、力も強いしお前よりデカい。その……痛い思いや、苦しい思いをさせたくないんだ。お前のことが大切だから、今まで色々抑えてたけど――」

　さすがに、もう我慢できそうにない。

　切羽詰まったような声で匡樹がそう告げたとき、花恵の胸がきゅっと苦しくなる。

　不器用な彼が、そうやって一生懸命自分を守ろうとしてくれることに、叫び出しそうになるほどの恋しさがせり上がってくる。

「大丈夫だよ。匡樹にだったら、なにをされてもいいもの」

　花恵がそう答えた瞬間、匡樹が音を立てて唾液を飲み込んだ。

　たわわに実った彼女の両胸を自分の胸板に押しつけるように抱え直しながら、匡樹はそっと花恵の首筋に吸いついた。

「ッあ……」

　ちくりとした痛みと、その後に訪れるくすぐったいような感覚が癖になってしまいそうだ。

　彼の髪が敏感になりつつある肌に触れるだけでも、ぽってりとした唇からは艶めかしい声がこぼれ落ちてくる。

　ちゅ、ちゅ、とついばむようなキスが繰り返される度、子宮の辺りがきゅぅ……と切なく疼く。

「は……花恵、可愛いな。顔真っ赤にして、目までそんなに潤ませて……」

「や、ぁ――恥ずかしい、から」

　見ないで、と掠れた声で懇願しても、彼は体に痕を刻むことをやめてはくれなかった。

　時折体を起こして、羞恥と愉悦に悶える花恵の姿を見下ろしては、満足そうに微笑んでいる。

（こ、匡樹の意地悪……！）

　こういう時の匡樹は、ややサディスティックだ。

　何度も肌を吸われて甘い声を漏らす花恵を見下ろしながら、匡樹はちろりと上唇を舐めてから顔を上げた。

「あのさ、花恵」

　匡樹に吸いつかれた場所は、まるで花を散らしたかのような鮮やかな朱が浮き上がっている。それにもう一度くちづけて、そっと耳元で囁いた。

「ぁ……え……？」

　柔らかい乳房を押しつぶすように、匡樹が花恵の体を抱きしめる――すると、足の間に熱いものを感じることができた。

（これって、匡樹の……）

　言われずとも、それがなにかというのは痛いほど理解できた。これまで幾度も花恵の体を蕩かした剛直が、はち切れんばかりの熱を宿している。

「んっ……」

　その正体と、かすかな期待に声を揺らした花恵は、ふーっと息を吐いてから匡樹の頬に触れた。

「俺のにも、触ってほしい。……だめかな」

　すると、匡樹が懇願する様に頬に唇を当ててくる。

　体を密着させればさせるほど、熱を持って下着の布地を押し上げている匡樹のそれを感じることができた。

（触るっていっても……どんな風にすればいいんだろう）

　力を入れれば当然痛いだろうし、かといってただ撫でるだけで悦くなれるものだろうか。

　できることなら、自分の手で彼を心地好くしてあげたい。彼がしてくれるのと同じように、匡樹にも同じ様な愉悦を感じてほしかった。

「触るって……こう？」

　彼の声に導かれるまま、花恵の指はそっと股間に触れた。

　ベルトを外す音が妙に響いて、気恥ずかしくなってしまう。

　スーツを汚しはしないかと不安に思いながら、花恵はそっとジッパーを下ろし、下着越しの肉茎に触れた。

「ん……熱い……」

　布越しでもわかるほどに張り詰めたそこは、ドクドクと力強く脈打っていた。

　なだめるように柔らかく撫でてみると、熱が伝わってクラクラしてしまう。それほどの質量を持った欲望に、花恵は思わずうっとりとした溜息を吐いた。

（そういえばこの前は、匡樹が自分でこれを触って――）

　先日二人でラブホテルに行った時の事を、ふと思い出す。

　獰猛な視線で花恵を見据え、艶めかしく吐精した匡樹の様子を思い返してしまうと、口の中に唾液が溜まっていくのがわかる。

「直に、触れて……大丈夫そうか？」

　嫌じゃないか、と尋ねてくる口調は優しいのに、匡樹の目はあの時と同じようにギラギラとした光を宿している。

　そのギャップに、背筋にゾクゾクと電流が走るのがわかった。

　彼にこんな顔をさせているのが自分だと思うと、得も言われぬような興奮でどうにかなってしまいそうだった。

「じゃあ、もっと触って」

　こくりと頷いた花恵は、そっと下着からそれを取りだした。

（熱くて、大きい……）

　幾度となく自分の中に突き立てられた楔だったが、こうして手で触れたのははじめてだ。

　反り立った剛直に触れるのに躊躇いがなかったわけではないが、薄く目を閉じて荒い息を吐く匡樹の姿を見ていると、もっと触れてあげたいという気持ちが増してくる。

「ど、どうやって触ればいいの？」

「先端……指で、触って」

　とはいえ、花恵は手指での愛撫の仕方をまるで知らない。

　恥を承知で匡樹に尋ねると、彼は掠れた声でそう呟いた。常にはハキハキとした声音の彼が、今では感じ入って消えそうな声をしている。

「こう……かな。痛くないの……？」

　まろい先端に指先で触れ、てらてらとした液体で濡れた場所を転がしていく。

　円を描くような動きで刺激を続けると、匡樹は小さく呻いて唇を噛んだ。

「っぐ……」

「ごめんっ！　力、入れすぎた？」

「いや――そのままでいい。そのまま触れて……そうしたら、ゆっくり、手を下ろしてくれ」

　熱っぽい息を吐いた匡樹に言われるがまま、幹の部分へと指先を滑らせる。

　そうしている間にも二人の体はじわじわと汗ばみ始め、密着した互いの胸はしっとりと濡れてきていた。

　彼の肌に擦れた胸の尖端が、チリッと小さな刺激を生み出すのもたまらない。

「ん、んっ……ぁ、匡樹――」

　だが、長大な匡樹の肉棒は花恵の手だけでは到底満足させられそうにない。

　一生懸命指先を動かしてももどかしいだけなのか、匡樹は眉間に皺を寄せて荒い呼吸を繰り返すだけだ。

（もしかして、気持ちよくないのかな……）

　普段、匡樹は丁寧な愛撫で花恵のことを愛してくれる。その分のお返しをしたいと思っていたのだが、つたない手淫では彼のことを満たせていないのかもしれない。

（もっと、匡樹のことを気持ちよくしたいのに――さっきから、わたしばっかり悦くしてもらって……）

　不安に思った花恵は、一度手を止めて匡樹の顔を覗きこんだ。硬い胸筋に押し当てられた柔乳が、ふにっと形を変える。

「……ん、花恵。ごめん――」

「え――きゃ、ぁっ！」

　短い謝罪の後に、花恵の体がバランスを崩して前に倒れる。

　匡樹が彼女の腕を引っ張ったのだと気づいたのは、彼が切羽詰まった声を出した時だった。

「あんまり可愛いことされると、マジで我慢できないから……」

　はぁっと一気に息を吐いた匡樹と更に密着するような形になって、お互いの鼓動が重なって聞こえてきた。

　更に、反り立った彼の剛直がぴったりと花恵の腹にくっついている。

「ッや、あっ……」

　ドクン、と脈動するその熱に、物欲しげな蜜口からとろりとした愛液がこぼれてくる。

　匡樹が興奮しているのと同じくらい――いや、それ以上に自分が欲情していることに気がついて、花恵はもじもじと腰を揺らした。

　早く、彼が欲しい。はしたない願いだと理解していたが、それでも切ない子宮の疼きは止められない。

「匡樹――な、なんでこんなことするの。びっくりするじゃない……」

「だって、可愛すぎる……さっきからそんな格好ってだけでも我慢できねぇのに――本当にお前のことを、めちゃくちゃにしてやりたくなる」

　ずりっ、と匡樹が腰を動かすと、濡れはじめた割れ目を肉楔が這っていった。

　指で触れるより余程淫靡な愛撫を何度か繰り返されて、次第に花恵の腰も小さく揺れはじめる。

　先ほど感じた子宮の疼きが、更に強くなって花恵の理性を苛んだ。

「それ、ぇっ……ァっ、だめ――気持ちいの、それっ……」

「――気持ちいいなら、いいんじゃないか？」

　凄艶な表情を浮かべて匡樹が微笑む。

　自分を強く律している彼がことさら艶っぽく微笑むところを見て、花恵は思わず生唾を飲み込んだ。

　彼が言うように、めちゃくちゃにされてしまったらどうなるだろうか。

（ううん、それでもいい――匡樹が気持ちよくなってくれるなら、なんだってしたい……）

　先走りの液体で濡れた肉竿が、蜜口を擦ることでぬちぬちと卑猥な音を奏でる。

　しかし、それすらも二人にとっては興奮を煽るだけのものだった。

「んァっ、あ――や、ァんっ」

　無意識に腰を動かして、自分が一番感じる場所に雄を擦りつけながら、花恵が体をくねらせる。

　こんなことは、いつもなら絶対にしない。

　けれど、匡樹の前でだけはそんな姿を見せられる――うっとりと唇を開いた花恵は、喘鳴混じりの声で愛する人の名前を呼んだ。

「ぁ、匡樹……好き、好き――もっと、くっついて……お願い、ほんの少しでも離れないで……」

　花恵がそう懇願すると、逞しい腕がぎっちりとその体を抱きしめる。

　お互いの鼓動が重なって、本当に体がひとつになってしまったようだった。

「花恵――お前、今すごいエロい顔してる。俺の前でだけだよな、そんな顔見せるの」

「そ、だよ……なんで、誰にも見せたりしない。匡樹だけ……」

　普段生真面目そのものといった性格で、しっかりと自分を律している匡樹が、花恵の前では少しだけ意地悪になる――そう、ほんのりとした優越感を感じたのもつかの間だった。

　円い肉竿の先端が、ちゅぷりと奥まった場所にある肉真珠を弾く。戯れるようなその動きに、花恵はいやいやと首を横に振った。

「ァ、あっ……それ、だめぇっ！　だめ、ァ、ぐりぐりって、ぇ」

「ここ？　なんでだめなんだ？」

　そう言って、匡樹はぽってりと膨らみかけた肉粒に自らの雄茎を擦りつける。

　灼熱の欲望を押し当てられるだけで、敏感な淫芽は過剰なほどの快楽を受け取ってしまった。

「やぁっ！　あ、ぁんっ――ッふ、ぁあっ」

　丸い尖端を擦りつけられると、まるで淫らなダンスをするように腰が動いてしまう。

　最早自分の意思では止められないその動きに、花恵は頭を振って何度も辞めてくれと懇願した。

「や、めぇ……ァ、ぁあんっ！　ひぁ、擦るの、イイの、に……変になる、おかしくなるからぁ」

　舌っ足らずな声で懇願しても、意地悪な匡樹は責めの手を緩めてはくれなかった。

　むしろ、火傷しそうなほどに熱い亀頭をぐりぐりと押しつけながら花恵の痴態を楽しんでいるようにも見える。

「ここを触れると、一番感じる？　指で触る方が、もっといいかな」

　そう言うや否や、匡樹の長い指が花恵の下腹部へと伸びていく。

　焦らすように柔らかな肌を撫でる仕種がもどかしくて、花恵もつい甘えたような声を出してしまった。

「んぅ、く……ン、や……も、焦らすの、だめ……」

「そうやって言葉足らずになるとこ、本当にずるいって――」

　じわりと熱を宿した声が、花恵の肌を焦す。

　ようやく匡樹の指先は彼女の蜜壺を捉え、こんこんと溢れる愛蜜を指に絡めてはわざとらしく指を動かし、その音を聞かせようとしてくる。

「ほら、聞こえる？　こんなにぐちゃぐちゃにして――今触ってやるからな」

「や、だぁっ……そんなこと、い、言わないで」

　くちくちと指先で淫芽を嬲られ、花恵の腰がひくんっと跳ねる。

　恥ずかしいのに気持ちいい――逃れがたい快楽に身を灼かれながら、花恵は頭の中で小さな火花が弾けるような感覚を覚えていた。

「あぁッ、あ……」

「なぁ、気持ちいい？」

　にわかに掠れた声で匡樹が尋ねてくる。

　彼に触れられて感じないわけがない――だが、うっすらと開いた唇からは甘い喘ぎ声がこぼれるばかりだ。

「ッく、ン、んんっ……」

　もっと、匡樹に触れてほしい。

　花恵がうっとりとした声を漏らす度に、匡樹が幸せそうに微笑んだ。彼のそんな顔をもっと見たくて、花恵も彼の言葉にこくこくと頷く。

「お前が俺で感じてくれるの……すげー嬉しい」

　ぬちっと、少し硬い指先が肉粒を押しつぶした。

「ンぃっ、あぁッ……！」

　次の瞬間、目蓋の裏で白いなにかが爆ぜる。先ほどとは全く違う、身震いを起こしそうな程の快楽が花恵の背筋を駆け抜けていった。

「花恵……ッ」

　匡樹の声が、鼓膜を揺さぶる――前触れなく訪れた衝撃と愉悦に、花恵は目を剥いて高い声を上げた。

「ひ、ぃあァっ！　あ、あっ――ンんっ、んっ……」

　奥まった場所にあるそれは、すでにぽってりと膨らみ、じわじわとした熱を宿していた。

　敏感になった肉粒を、同じように張り詰めた切っ先で責め立てられたことにより、花恵は軽く達してしまう。

「ぁ、あ――はぅ、ぅっ……」

　小刻みに体を震わせて快感に耐える花恵を、匡樹はぐっと抱えなおした。

　先ほどよりも熱を滾らせた半身を彼女の下腹部に押し当てると、軽く腰を揺らしてくる。

「すごいな。まだ挿入いれてもいないのに達したのか」

「そん、なっ……んく、ぅ……」

　まるで心臓がもう一つ増えたかのような脈動を感じていると、お腹の奥が切なく疼くのがわかった。

「んぁ、あ――お腹、が……」

　彼に触れていた間に、いつしか花恵の蜜壺もたっぷりと潤いを帯びていた。

　彼の胸に乳房を押し当てられ、乾いた皮膚が柔らかい乳肉を刺激することも、またその一因となっているのだろう――軽く距離を取ろうとして体を離すと、胸の先端も鮮やかに色づき、ぷくりと膨らんでいた。

「挿入いれるから、息吐いてて……」

　ぬちゅりと音を立て、切っ先が太腿に押し当てられる。

　達したばかりで敏感になった体が、その熱を感じて大きく震え上がった。

（このまま挿入いれられたら、どうにかなっちゃいそう――）

　ごくっと音を立てて唾液を飲み込んだ花恵は、期待と不安が入り交じったような声で懇願する。

「待って……そんな、いきなり――」

　限界まで滾った雄根を突き立てられれば、望むだけの快楽を与えられるはずだ。けれど、それほどの快楽を浴びてしまえばどうなってしまうだろう――それを考えただけで、花恵はくらくらと目眩を起こしてしまいそうになった。

「ごめん、これ以上は待てない……」

　だが、匡樹はゆっくりと首を振る。耐えきれなくなった匡樹が花恵の体を持ち上げると、丸い乳房がふるんと揺れた。

　漲った雄根がぴとりと蜜口に当てられるだけで、花恵の体はぶるりと震えてしまう。

　切っ先がずぷずぷと押し込まれていくのと同時に、うっすらと開いた彼女の唇からはあえかな声が漏れ出した。

「ん、あぁっ……」

　向かいあっている体勢のまま、長大なそれは奥へ奥へと飲み込まれていく。

　自重でいつもより深い場所まで到達した匡樹の屹立は、みっちりと胎内を埋め尽くして最奥に先端を突きつけていた。

「あ、あぁ――ン、くぅっ……」

「花恵……可愛い。お願いだから、ちゃんとこっち向いて……」

　抱き合った体勢だと、いつもより近く彼を感じることができる。

　どことなくそれが恥ずかしくて顔を背けると、匡樹はむっとした表情を浮かべて花恵の顎を捉える。

「だ、だって……これ、見え……」

「うん。……繋がってるところ、ちゃんと見えるな」

　ふと花恵が視線を下ろすと、角度によっては結合部が見えてしまう――潤滑油代わりの愛液をたっぷりと湛えた秘処が、ちゅぷちゅぷと淫らな音を立てて匡樹を咥えこんでいるのだ。

「やっ……」

　それが視界に入ってしまうと、つい目を逸らしてしまう。

　長大な幹を咥えこみ、きゅうきゅうと絡みつく蜜口の様子は、花恵にとってかなり刺激が強いものだった。

「こら、ちゃんと見ろって。お前が俺のことを受け入れてくれてるところ」

「そんなの……だって、は、恥ずかしいし……」

　咎めるような声が聞こえてくるが、接合部を見下ろすことはさすがの花恵でも羞恥が勝った。

　恥ずかしさに目を逸らすと、にっと口角をつり上げた匡樹がぐっと腰を押し進めてくる。

「ひぁあっ！　ァ、あぁっ」

「わかるか？　なぁ、花恵の中に、今俺がいるのが」

　ぎゅぷ、と水音を立てながら、匡樹が限界まで自身を花恵の中へとねじこんでくる。張り詰めた怒張を受け入れた膣内は艶めかしくうねりながら、彼から与えられる刺激に歓喜していた。

「あ、ンぁあっ、そこ、はぁ……」

　軽く揺さぶられるとほのかな快感が生まれて、知らずのうちに花恵も腰が揺れてしまう。

　自分からねだるように媚肉を締めつけ、結合部からは淫らな蜜がこぼれてきた。

「ぁあ、や――ン、くぅ……」

　突き上げられることでよりしっかりと匡樹の形がわかるし、対面で抱き合うことで自重が加わり、本当に奥の奥まで切っ先が到達する。

　切ない声を漏らして快感に耐える花恵を更に追い詰めるように、匡樹が大きな手のひらでぐにぐにと彼女の胸を揉みはじめる。

「花恵、本当に柔らかい――俺の手で、怪我とかさせないかって心配になる」

「怪我なんて、し、しないよ」

　匡樹とは身長差も体格差もあるが、彼が花恵を傷つけることはないと確信を持って言える。どんなときだって、彼は花恵のことを一番に考えてくれているのだ。

「だ、から……もっと、強く抱きしめて、大丈夫――おねがい、匡樹」

　匡樹に抱きしめられるとホッとするし、なにより彼を一番身近で感じることができる。

　離れていた期間が長かったからこそ、今はどんなことがあっても匡樹の側にいたかった。ぎゅっと、痛いほど抱きしめられて匡樹がここにいると知覚したい。

「……痛かったら、言ってくれよ」

　ゴクッと音を立てて唾液を飲み込んだ匡樹が、顔を真っ赤にしてそう呟いた。

　花恵が小さく頷くと、匡樹は小柄な彼女の体を包み込むように、ぎゅっと腕に力を込めた。

「ン、んんっ……」

　ぴったりと、肌の細胞ひとつひとつに至るまで彼と溶け合ってしまいたい。

　肌を擦りあわせる動きに、匡樹が短い呼吸をこぼす。皮膚の硬さひとつとってもこんなにも違う――それを感じながら、花恵は彼の隆起した胸にそっと両手を当ててもたれかかった。

　すると、それまでしっかりと花恵のことを抱きかかえていた匡樹が、ゆるゆると律動を再開しだす。

「ぁ、くぅ……ン、ぁ」

「もう、だめだ。多分俺……お前が側にいないと、本当にだめになる」

　切なげな声を出した匡樹は、そう言って何度か花恵の体を揺さぶってくる。

　最初はゆったりと繰り返されていたピストン運動が徐々に強くなり、突き上げる動きで匡樹の額から汗がぽたりと落ちた。

「今日、お前から電話が来てるのに気づいて――とうとう別れ話でも切り出されるんじゃないかって、本気で焦った。今別れたら、もう戻れないって」

「そんな、こと……ッうぁ、ぁあんっ」

　そんなことはない、と言おうとしても、その言葉は強く貫くような動きにかき消されてしまう。

　匡樹が花恵との別れを予感していた頃、自分も同じ事を考えていた。ここで別れてしまったら、きっと次はない――この再会自体、二人にとっては奇跡にも等しいものだった。

「だから、もうどこにも行かせない。花恵のことを、絶対手放したりなんかしないから……」

　しっとりと耳元で囁きながら、匡樹がぐぷ、と自身を膣奥までねじ込んでくる。

　その刺激と彼の声で、花恵はふるりと肩を震わせるのが精一杯だった。

「もっと、奥までいけるな？」

　奥の奥まで匡樹で満たされ、これ以上はさすがに厳しい。そう言いたかったが、匡樹は容赦なく腰を打ちつけてくる。

　結合部から混じり合った体液が泡を立てて攪拌されるのを見ていられなくて、花恵は何度も首を振った。

「そんな、これ以上は……ふ、ぁ――んんっ！　く、ふ……んぅ……」

　顔を振ってなんとか逃れようとするが、匡樹は花恵の顎を捉えると、再度噛みつくようなキスを与えてきた。

「んんぅ……ぅく、ふぅっ……ちゅぅっ」

　柔らかい唇を軽く食まれ、唾液を流し込まれながら舌を絡ませ合う。

　分厚い舌で咥内を蹂躙されると、本当に彼に食べられているような気さえしてきた。

　更に、濃厚なキスの合間に軽く悦い場所を擦りあげられて、熱を持てあました体は敏感に反応してしまう。

　切なげに彼を締めつけながら、狭い蜜壺は歓喜に震えていた。

「は、ふぅっ……んぁ、あ……」

　執拗なくちづけから解放されると、互いの舌先からはつぅっ……と唾液の糸が引き合っていた。

　花恵がはふはふと呼吸を繰り返すと、豊満な乳房にその糸が落ちた。

「ぁう、ン……匡樹、いじわる……！」

「ごめん。でも花恵も、いっぱいナカ締めつけてきてる――キスされながらするの、気持ちいい？」

　ゆるく腰を揺さぶられると、快楽に従順になってしまった隘路は匡樹のことをきつく締めつける。

　質問と同時に突き上げを強くされ、花恵は肩まで伸ばした髪を揺らして頭を振った。けれど、匡樹は律動を止めることなく、コツコツと子宮口をノックし続ける。

「ん、ん……ァ、きもちいい……きもちいい、からぁっ……」

　目の前が眩むような愉悦に、どうにかなってしまいそうだ。

　ぱちゅぱちゅと柔らかい肉が弾む音が聞こえて花恵は陶然とした表情で匡樹の体にしがみついた。

「あ、ぁあっ……！　すき――好き、大好き……匡樹っ……！」

　いつの間にか、花恵のまなじりからはぽろぽろと涙がこぼれていた。

　その涙と一緒にこぼれた言葉は、花恵がずっと胸の裡に秘めていた本心でもある。

　最初に別れたときもそうだった。

　本当だったら、別れたくないと叫んでしまえばよかったと何度も後悔をしてきた。

　十年越しの再会を経て、頑なだった花恵の心は再び匡樹の手によって押し開かれた。

「あぁ……俺も――」

　感じ入ったような声を出した匡樹が、花恵の髪を掻き乱すようにしてその頭を抱いた。

　匡樹の腰に足を絡めた花恵は、どんどん強く刻まれる律動に身を任せた。ぎゅっと体を抱きしめられ、濡れた吐息が耳朶を濡らしてくる。

「んぁ、あ――こ、ぉきっ……また、またきちゃうぅっ……」

　大好きな人に体の内外を愛撫され、もう花恵は限界だった。

　それでも貪欲な体はもっと彼に触れたいと抱擁をねだり、匡樹はそれに応じるように花恵の体を強く掻き抱く。

「愛してる……花恵、ずっと愛してた。お前のことを、離れていても――」

　余裕のない匡樹の声に、心臓が掴まれたかのように痛くなる。

　ようやくこれで、本当に彼とひとつになれた――溢れるような幸福感とともに、絶頂のきざしが身中を灼く。

「あ、あぁっ……こうきっ……匡樹っ」

　柔らかい乳肉を、匡樹が軽く前歯で噛んだ。

　すると、ピリリとした痛みとともに、押し流されてしまいそうな程に強い喜悦が駆け抜ける。艶めかしく体をくねらせた花恵は、そのまま体を強張らせた。

（もう、だめ……っ――！）

　これまでにないほどに深い絶頂を味わいながら、花恵は全身で匡樹を感じていた。脈打つ心臓も、筋肉が動くかすかな音も――びゅくっと胎内で爆ぜた熱い飛沫のことも、余すところなく彼を全身で味わい、そして溶け落ちるようにその身を弛緩させる。

「ふ、ぅっ……」

　一体どれだけの間呆然としていたのかは、よくわからない。

　気がついたときには、二人はベッドのように蔦のように絡まり合っていた。

（眠っていた……？　それとも、起きてぼんやりしてたのかな……）

　そういえば二人とも、昨日からほとんど眠ってはいなかった。匡樹は一晩中仕事で気を張っていたはずだし、花恵の方もちゃんとした睡眠はとれていない。

　素裸のままで花恵のことを抱きしめている匡樹はよく眠っているようで、花恵が多少動いただけでは目を覚まさない。余程疲れているか――恐らくは緊張していたのだろう。

「綺麗な寝顔……そういえば、見たことなかったなぁ」

　汗に濡れた匡樹の髪を、そっと梳かしてみる。自分のものとは違いやや硬い質感のそれは、どことなく匡樹の性格をそのまま表しているようでもある。

「……匡樹」

　大切な名前を、もう一度だけ呟く。

　思えば今日一日、朝からあまりに多くの変化があった。破局の危機を迎えたかと思えば諦めていた夢を取り戻し、さらには匡樹からプロポーズもされた。

　あまりにも激動的な一日を過ごして、二人とも気が昂ぶっていたのかもしれない。互いを確かめるような触れあいは、思っていたよりもずっと濃密だった。

「……大好き」

　もう一度、万感の思いを込めてそう伝える。

　大切な人と、もう離ればなれにならないように――そんな想いを込めて、匡樹の鼻先にキスを落とす。

　するとその瞬間、間近で切れ長の目がぱっと見開いた。

「そういうのは、ちゃんと起きてるときに聞かせてくれよ」

「ッひ、えっ……お、起きてたの？」

　一瞬、本当に心臓が止まるかと思った。

　いきなり目を覚ました匡樹に飛び上がった花恵は、動揺をごまかすようにシーツを胸元までたくし上げた。

「花恵が俺の髪の毛で遊んでる辺りから」

　だが、シーツを掴んだ手は匡樹の手で簡単に捕らえられてしまう。

　薄く笑みを浮かべた彼は、ぐるりと体の向きを変えると花恵を腕の中にすっぽりと閉じ込めてしまった。

「ん……起きてたなら、言ってくれればよかったのに」

「ニコニコしながら俺で遊んでるから、悪いかなって思って」

　意地悪っぽく笑った匡樹は、きゅっと花恵の鼻を摘まんでから目を細めた。仕返しに隆起した胸板をぺしんと叩くと、彼は柔らかい表情を浮かべて花恵の髪に指を滑らせた。

「本当は、すごく不安だったんだよ」

「不安？」

　ぽつりと呟かれたその言葉に、花恵はきょとんとして目を丸くする。

　確かに、プロポーズされる前に喧嘩をしてしまったが、彼が言いたいのはそのことではないらしい。

「俺、きっとお前に寂しい思いをさせることもあると思う。ＳＰって、下手したら他人のために死ななくちゃいけないような仕事だし、警護対象によっては何日も家を空けることもある」

「それは――でも、やめてって言っても、匡樹はこのお仕事を辞めないでしょう？」

　何年も追い続けてきた彼の夢が、ようやく形になったのだ。

　それを花恵がやめてくれということはないし、そんな権利もないと思っている。

「そうだな。きっと、誰にどんなことを言われても辞めないと思う。俺はこの仕事に誇りを持ってるし、ずっと叶えたかった夢だから」

　花恵はそんな彼を支えていこうと決めていた。それに、彼が言う言葉の重さも理解できる。

　国内外の要人警護という仕事の性質上、決して大げさではなく彼の命は危険に晒されることも多い。

　テロリストや凶悪犯という、普通に生きていてはまず接点を持つことがないような相手と、間近で戦わなければいけないときもあるのだ。

「でも――そんな俺が、本当に花恵のことを幸せにできるのかって考えたら……不安で仕方がなかったんだ」

　危険を伴う仕事だからこそ、優しい彼は不安に思ったのだろう。もしかして、花恵を傷つけてしまう未来があるかもしれないと考えたのかもしれない。

　だが、その覚悟だって花恵はもうできている。

　彼が花恵に心を砕いてくれた分、いや、それ以上を匡樹にお返ししようと決めていた。

「大丈夫だよ。確かに、長期間会えなかったりするのは寂しいかもしれないけど――匡樹はちゃんと帰ってきてくれるって信じてるし、そうやって真面目に考えてくれるところも、全部ひっくるめてあなたのことが好きだから」

　素直に「寂しい」と伝えてみると、自分でもびっくりするほど心が落ち着いた。

　そのままの勢いで、花恵は匡樹の唇に自分のそれを押しつける。

「わたし、匡樹に応援されてばっかり。だから今度は、ちゃんとあなたを支えたいって思うの」

　もちろん、彼を支えながら自分の夢も諦めないつもりだ。応援してくれた彼のためにも、絶対に絵本作家の夢を叶えたい。

「わがままかな？」

「いいや。そんなことはない……お前が絵本作家になったら、その時は俺が一番のファンだって言える」

　そうして、匡樹の方も花恵にキスを返してくれる。

　触れあった唇の温もりを感じていると、安心感と一緒に睡魔が体を覆っていくようだった。

「おやすみ、花恵」

　匡樹の声が、柔らかく鼓膜をくすぐる。

　その声に導かれるようにして、花恵はゆっくりと眠りの淵へと落ちていった。







エピローグ








　結婚式の日は、雲一つないほどの晴天だった。

　小高い丘の上にある、小さなウェディングチャペル――互いの家族と近しい友人や同僚を招いただけの結婚式は、新郎新婦である花恵と匡樹たっての希望だった。

「花恵、準備は大丈夫そうか？」

「うん。わたしは平気だけど……お父さんがずっと泣いてて、外でお母さんが付き添ってる」

　花恵が匡樹からプロポーズを受けて結婚するまで、半年の月日が流れた。

　ＳＰとして、時には危険な仕事にも従事する匡樹のことを、花恵の父がなかなか認めてくれなかった。

　万が一のことがあって、仮に花恵を一人にしてしまったら――堅物で頑固な父ではあるが、彼は彼で娘のことを一生懸命に考えていてくれたらしい。

　警視庁に所属しているとはいえ、ＳＰの仕事についてはなかなか表で取りざたされることもない。

　断固として結婚を反対する花恵の父を、匡樹は根気よく説得した。

『絶対に花恵を悲しませたりしない』と宣言したことで、ついには両親の承諾を得ることができたのだ。

（あの時の匡樹、格好よかったなぁ……）

　本来大見得を切るようなタイプとは真逆の、堅実な匡樹が見せるそんな姿に、花恵は彼に惚れ直した。彼と一緒に生きていくことができるなら、自分は幸せになることができると確信した瞬間でもあった。

「それに、お父さんは匡樹のこと自慢の息子って言い出したし……本当に現金だよね」

「俺としては認めてもらえて嬉しいよ。やっぱり、ちゃんとお義父さんにも祝福してほしかったし」

　父に至っては、その大見得で匡樹のことをいたく気に入ってしまった。

　高校時代に交際していた時は父に匡樹のことを話した事はなかったのだが、彼はそれも知っていたらしい。

　匡樹のことを『今では珍しいタイプの好漢』と称する父は、すっかり匡樹の仕事に対しても理解をしてくれている。

「なんていうか……夢みたいだな」

　チャペルの扉の向こうには、ライスシャワーを持った参列者たちが並んでいるのだろう。

　少しずつ賑やかになっていく外の光景を想像しながら、花恵はそんな声を聞いた。

「夢？　もう、ちゃんと現実だよ」

「わかってるけどさ……いや、現実だよな。今日、こうやって結婚式を迎えられたのも」

　黒い警察礼服を身にまとった匡樹は、そう言うとくしゃりと顔を歪ませて笑った。

（でも、夢みたいっていう気持ち――すっごくわかるな。再会した時から、色んな事があって……）

　二度と会えないと思っていた匡樹と再会して、こうして結婚することができた。

　夢を叶えた匡樹が羨ましくてすれ違ったこともあったが、それも今ではいい思い出だ。

「現実じゃなくちゃ困るよな。だって、せっかく花恵も夢を叶えたんだし」

「叶えたっていうか……まだまだこれからだよ」

　それに、花恵自身にもこの半年で大きな変化があった。

　安藤に勧められて応募した絵本コンテストで、まさかの最優秀賞を受賞――絵本の刊行が決まり、今は出版社と内容についての擦りあわせを行っている。

　ようやく夢であった絵本作家への第一歩を踏み出した花恵を最も祝福してくれたのも、匡樹であった。

「本当……こうやって思い出したら夢みたいだね」

　真っ白なウエディングドレスを着て匡樹の隣に立っている自分を、一年前なら予想すらできなかった。

　彼と再会してから、人生が百八十度大きく変わったようだ。大きすぎる変化に戸惑うこともあったけれど、匡樹と一緒だったらどんなことでも乗り越えていけるという確信がある。

「外、賑やかになってきたね」

「あー、内海さんたちだろ。こういう時はいつも張り切ってるんだ。特に内海さん自身、来年結婚予定だからってあれこれ問いただされたよ」

「あぁ――まさか本当に、里穂と結婚するとは……」

　匡樹の先輩である内海もあの時の合コンで出会った里穂と意気投合し、来年には彼女と結婚予定だ。

　そう考えると、きっかけなんて本当に些細なことなのだろう。

「ブーケ、里穂にあげてもいいかな。それともちゃんと投げた方がいい？」

「投げなくてもいいんじゃないか？　そのまま、新婦からの手渡しとかってできるのかな」

　二人で首を傾げている間にも、チャペルのスタッフが参列している家族や友人たちに指示を出しているらしい。

　花恵たちはもう準備が終わっているので扉が開くのを待つばかりなのだが、数人の男性と思われる声が建物の中までも聞こえてくる。

「でも、格好よかったな。警察官の人がそういう制服みたいなのを着るって、知ってたけど……」

「礼装なんてそれこそ冠婚葬祭の時じゃないと着ないからな……俺も、さっき控え室で手間取った」

　前髪を上げて、礼装をしっかりと身にまとった彼の姿は、直視するのが難しいほどに頼もしい。結婚式の最中も、凜々しい横顔をちらちらと盗み見てしまうほどだった。

「ほら、もっと見ていいし触っていいから」

「本当？　汚したりしたら……」

「大丈夫だから、ほら」

　軽く頷きながら花恵の手を取った匡樹は、レースのロンググローブに覆われたその手を自分の胸に押し当てた。

「……あー、だめだ。この距離で花恵のこと見てると、キスしたくなる」

「え、えぇっ!?　冗談でしょう、匡樹……」

「冗談、ではないな。さっきも、ちょっと触れるくらいしかキスできなかったし」

　結婚式の誓いのキスなのだから、それは当たり前だろう――そう口を開こうとする花恵に、匡樹はずいっと顔を近づけてきた。

「大丈夫だって。そんな、腰砕けるようなキスはしないから」

「そんなの――ん、んぅっ！」

　ちゅっと唇を押しつけられて、丁寧にグロスが塗られた唇がやんわりと形を変える。

　さすがに舌先がねじ込まれることはなかったが、角度を変えながら繰り返されるバードキスに、次第に花恵も夢中になっていった。

「ん、ん……ぅ、ふ……」

　触れるばかりのキスを繰り返していると、心の底から幸福感が湧き上がってくる。

　これから匡樹と家族になる――そんな素晴らしい未来を想像して、思わず体が震えてしまった。

「っふ――」

　いっそのこと、このまま強く抱きしめてほしい。

　そう思って匡樹の背中に手を回した瞬間、目の前がパッと明るくなった。

「え――……？」

「それでは、新郎新婦の――あ、あらっ」

　勢いよく開け放たれたのは、ついさっきまで閉じられていたチャペルの扉だ。

　スタッフの女性が呆気にとられたような顔をしているが、ぽかんとした表情を浮かべたのは匡樹と花恵も同じだった。

（ど、どうしよう……キスしてるところ、見られちゃった）

　見られたからといってやましいことがあるわけでもないのだが、二人の様子を見てきらきらと目を輝かせている里穂や、顔を真っ赤にしている匡樹の同僚たちと目が合ってしまい、花恵は一気に顔を赤くさせた。

　匡樹も一瞬絶句したようではあったが、小さな咳払いをひとつするとゆっくりと体を屈めてきた。

「花恵」

　体を折り曲げて花恵のすぐ近くに顔を寄せた匡樹は、自分の唇を指で押さえて悪戯っぽく笑った。

「もう一回」

　花恵の方からキスをしろ、ということらしい。

　それはさすがに恥ずかしいと首を振ろうとしたが、そのやりとりを眺めていたスタッフが軽やかに拍手を促す。

「そ――それでは今一度、新郎新婦に誓いのキスをしていただきましょう！」

　ワッと湧き上がるような拍手に一瞬驚いた花恵だったが、参列している全員が笑顔を見せる様子に、彼女も口元をほころばせた。

（この人となら、絶対に幸せになれる）

　確信めいた思いを胸に、花恵は少しだけ背伸びをして匡樹の唇に自分のそれを押し当てた。

「絶対に、幸せにしてね」

「あぁ、約束する。なにがあってもお前を悲しませないし、世界で一番幸せにするから――」

　互いに笑みを交し、柔らかい唇同士が重なり合う――同時にチャペルの鐘が鳴り響き、盛大な拍手と重なっていつまでも二人のことを祝福していた。
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　濃蜜ラブルージュ様でははじめまして、沙さ布ふらぶと申します。

　真面目な図書館司書とエリートＳＰのお話、お楽しみいただけましたでしょうか。

　なにかと後ろ向きになりがちな花恵と、彼女をぐっと引っ張っていってくれる匡樹（時々暴走気味）の二人は、本編のみならず高校時代に付き合っていたときのことも考えて楽しく書かせていただきました。

　今回の話を書くに当たってＳＰについて調べたのですが、なるのは本当に難しいのですね。

　ドラマのイメージが先行していたのですが、英語も喋れて武道にも秀でていて――更に有事の際は誰かの盾とならなければならないのですから、並大抵ではできないお仕事です……。

　ただ、シリアスな部分を切り取ってしまうとどこまでも重たいお話になってしまいますので、匡樹以外のＳＰの面々は結構コミカルに書きました。

　警察の儀式用礼装がかなり格好良かったので、二人の結婚式で内海をはじめとした先輩達がコレを着てくれるのか……とエピローグを書きながら勝手に妄想をしておりました。

　今回のお話を書かせていただいた時期は、色々なことが重なってかなり多忙な日々を過ごしていたのですが、その中でも色々とアドバイスを下さった編集様、刑事物にやたらと詳しい家族、そして今このお話を読んでくれている皆様、本当にありがとうございます。

　またどこかでお目にかかれたら幸いでございます。





沙布らぶ
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